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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事
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国 家 具 ・室 内 装 飾

• J宣 イ乍

・ 船 室 内 装

置 其 の 他

? 宅再電師会!t t

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

美しい床材をつく って401f.

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ピ= ヲート当当局

各 種 製品 リノリ ユ ー ム ・ リ ノ タ イ ル ・N タイル・スポン ジシート

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪・大阪市南区j順慶町通り 4 丁 目 ( 三和ビル) T E L  271 - 5051  ( 代)

東 京 ・ 東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ビル) T EL 561- 1701. 2お4



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

墨田トピ7ED

一切・t .... l ・・ー・

上枠 ・上扉 下枠 ・下院

(ピポッ ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 柿 沼 町 l の 4 6  電話布施 (721) 7 7 1 3 - 4  

東京都千代田区神田三崎町 2 の26 電話東京 ( 332) 5310 (301) 倒 ω

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平川 ｾｍｐｬｬ ミイヲ で

製品のコス トダウン 直ちに O K /

あなたの工場での蒸気単価はいくらですか ?

M P ボイラでは560円I T O Nを保証致します。

本来 式

本社 ・工場

東京: 営業所

九州出張所

滋 賀 工 場

赤土 卒 川 鍛 工 所!

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

東 京 都 中 央 区 八 頭 洲 6 の 7

小 倉 市 富 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上

ｾ＠

'  

‘  



. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイ/

来 繁 綬 寝3主に輝〈 米

日 ・米 ・ 笑 ・独 . 各 国 特 許

昌 ・ 彊 由 宇

1i 7 ・事Z噌"
ーーーーーー一- 咽昭輔磁路櫨醤薗摂理醐婚時輯髭噛配写返ら自主盟爵寂章、3品 べd

E 本 宮 真 袈 作 所

製造元タヲソ' ( " / Z. 様式曾inf
型 状 優 美

故 障 絡 調 軒

月日刊しタイル ド ｾｉｉｉｉｉ 木毛セ〆〉ト板

ヤ八万ラス 広 日 目 力ラ- ぺストス

ポード ｾｩｾ え日 ＭＯｾ

ビニール加工板

メラミ〉加工板

ピ二床タイル

ブリシト合板

30メーカー代理底

大 阪 ・ 四 ツ 橋

雲表 oi 宮家建材記

T F L  (54υ1861 ｾＵ ・ ＲＱＳＱ ・ ＲＲＳＳ ・ ＷＰＶＰ ・ Ｗ Ｑ ＶＱ



“鉄をつくり未来をつくる "住友金

“ 軽い" しかも“ 強い"g

さすが住友製と好評

産 業 活 動 の 大 動 脈一 一鋼 管 。

そ の 鋼 管 と 四 つ に 組 ん で 半 世 紀 !

“ 鋼 管 な ら 住 友" と 欧 米 を 初 め 世 界 杏 国

で 折 り 紙 っ き ! そ の 住 友 が 総 力 を 結集

し て っ く り あ げ.た 角 形 鋼管 。

“ 強 い " 鉄 鋼 は “ 重 い " と い う 常 識 を 破

って “ 軽く " しかも 驚 異 的 な “ 強 さ " ， 

ビ ル や 学 校 な ど 不 燃建 築物 の 柱 材 お よ び

部 材 な ど に ス バ ラ シ イ 人気 で す 。

住 友 の 角 形 鋼 管

。 住 友 金 属 工 業

量
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ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 111ii 後I!I J (綿業会; 館内) 電大| 仮 (231) 8088 ・7958

茨木第一工場 大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 6 0 電茨木 (07262) 4741  (代)

茨木第二工場 大 阪 府 茨 木 i !i 太 田 上 野 五 茨 木 (07262)5065・5066

本 社 兵庫県尼崎i!i i判Ji [ (凶鉄尼崎駅北) 福大阪 (401) 5  5  5  1  (代)

東 京 事 務 所 東京都千代川区 (丸ヒソレ 4 0 3 号) 屯東京 (201) 0875 ・ 3605
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驚 異 的 伝 価 格

性能も采心地もト ップ レベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

民 : 7" 1ぺ- 9

定 只 6 人 用 ・ 8 人 用

運 転 条 件 交 流 可 変 速 度45 m/  mi n 

操 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運転手な し乗合全自 動 式 )

位 f程表 示 フラ ッ シ ュ ラ イ ト 式

I再 来場、カコ・共 1枚 片 引 自 動 f $

( 七フティー. : L . ツ ヂ付 )

来 場 寸 法 760吋胃 x 2050市

自圏 ク7 リフト P - 6 の 機 情 、 制 御 方 式 等 に 闘 } 切

自勺な役割を係 q み れ 面 白 一 新 し ま し た .

此 の 機 会 に 呼 林 を パ プ リベ ー ? と改 め ま し た 。

③ 
日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 異

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てヒ画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
-) - 3 0  

s，a こ7 -

宜 堂 ・唖 幕 直 向

0 1川 '11. 111 1  0  0  v  / 2  0  0  v  Y. H  P  

怖 岨 1，( 2  5  kg 恒 骨 迎 I!l: 2 0 m  

η コ綱 相 ;(f 問 5 0 0 x 5 0 Q x 6 0 Q 唱 .

押 釦 式 全 自 動 画 転 寄 階上 下 引 骨廓 付

出 入 口 三 方 向 a 白

金 蝿 構 が 壁 付 の た め 通 路 工 事 簡 易

M - 5 0  

宜 宜 ・旅 師 向

三 削 宮 城 20 0  V M I-I P  

同 組 且 50k g 揺 骨 直111: 3 0 m 

カ ゴ期 間 有 抽 600 x  600x  750哨

押 釦 式 全 自 動 遭転 ・害 情 上 下 引 骨

席 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 理 庖 ・ホ テ ル ・ 辛 棺 棺 宜 ー 商1苫

工 場 向

三 -1[ 1克 iJ1{. 200 V  1  H  P  

ｦｾ 岨ｭＺ ｊｏｏｫｾ＠ 1il 骨 温 度 30 m

均三宮 抽 出 荷 肋750 x  750x  900哨

押 釦 式 全 自 動 置 転 ・各 階よ 下 事 l 骨

周 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

三 相 交 流 2 0 0 V  2 H P  

情 雌 j政 2  0  0  kg 符 分 述 JJl: 3 0 m 

ｮ コ ｅ 凋ｾ 9 0 0 X 9 0 0 X I 0 5 0 弔"

押 釦 式 全 自 動週 転 ・各 階 牌 付

M - 3 0 0  

三 相 交 流 2 0 0 V  3 H P  

情 岨 鼠 3 0  0  kg 桔 升 ill! /l!: 3 0 m  

カコー摘 出 1.  O O OX l， O O Ox l .  2 0 0噌椅

押 釦 式 全 自 動週 転 ・骨 惜 別 付

タマ ｴｊＧｾ 工業株式宕猛
大 阪 市 西 区 京 町 周 二 丁 目 三 十 番 地

屯- 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 庖 東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9 T E L 東 京 ( 911) 4253 ・(919) 3062 

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7 - 2 T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

京 都 営 業 所 京都 市 中 京 区 二 条 通 商 洞 院 西 入 T E L  京 都 ( 23) 3  5  6  0  



アズブアヰト防水ほ年限保設す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロノ、順)

地 区 会 キ土 名 住 所 電 諾

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 - 1 |②34回・4 ω

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二日町 1 - 2 |③四 ・ ② 回

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5 

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 渥 膏 工 業 K K 東京都中央区湊町 3 - 7 (551) 2676・4382

Y  K 金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172  (361) 5947・( 371) 1337

高 山 エ 業 K  K  東京都千代田区神田小川町 1 - 8 ( 251) 0161- 3・1301・g

関 東 地 区

ご墨
青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 - 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42
(891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 膏 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61
(841) 8501・( 871) 2851

E裏 井 工 業 K K  東京都文京区林町94
(941) 0271・2582

K  K 三 柏 商
dZa3h E  

東京都千代田区神田同朋町 3
(251) 8867・7517

K  K  金 港 商 怠 横浜市西区高島町 1 - 1
@7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

l @0 4 %…。
⑧6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新町北通 1 ー17
⑭3785- 6・2721

マ ル ヱ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 ー152
⑪2360・2030

近 畿 地 区 K  K 新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 - 13
⑫7195-7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 1 9
⑩5976- 8  

清 水 輿 業 K K  大阪市北区鶴野町34
⑬0251- 3 

中 園 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22
③2211・6302

三 工 業 k k  l 高 一 度 町 7

K 山 本 商 会 松山市萱町 2 - 9 5
②2717・8422

日 新 興 業 K K  延岡市本小路74
4305 

大 同 エ 業 K K  宮崎市橘通 6 - 8 2
8155- 6 

九 州 地 区 K  K  工 材 社 門司市大里束通10丁目 @1468- 9 

安 藤 ヱ 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95
②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62
④0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1"': 18 日新工業K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3 
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完 全 な 防 水 に -

I.- s/i /- J I- B A  

. 7i く久に名化したい

. 仲びる (1l ↓11主+， 500%)  

• - 30. C - +70. C の純1mで山少に仙川し似る

園 自主、 アルカリに姐(l 、

『ドイツと J主体rJ J Wl により l!i JI:i. :1ヒプ't:/，)(

以iiiiJt タキロン化γ u式会社

地 盤 の注入に・・.

特許'r.冨T・世'91-:1:理

(薬液注入工法)
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口綜蹴日
. 地盤の困結と沈下防止

. 地下水の遮断阻止と漏 j勇防止

取締役社長 山 崎 恨 ニ

II 東京臨千代田区神田! A 濃町 2 町 9 ( 大平合 ピル 2 陪1

電 話{ 却117691(代毘}

大臣官雪足掛 大 阪 市 東 区 追 悼 町 1 - 4 ( 際 11 ビル}

電 話 { 却21688 '

I I' 守防婿 ｀ 、，［ｯＺ ＱＺｬｬｦｓＧ Ｈｦ Ｇ ｾ ｴｊ ､ 亀町 Ｖ 001.156 1l ，:.r， ( 961  '!IO!!'J 

コド

. 路道地下室、貯水池ダム等の漏湖水|幼 l仁
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Ｂｩ ｾ＠

］ｉｏ ＺｊＢｾＧ］ｉＭ
三 和 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 底 尼崎市久々知す: コエ 2 Ｓ 正 ｦ ｾ .J <  (401 )  5  3  4  1  

札 幌 支 底 札 帆 ， J . 苧 01 町 移 似 5 2  2 世 ( 4)  4 1 6 1- 3  大 阪 宣 庖 M ・I: j i I i 久 々 加I i コエ 2 3  ，ｾ代氏Ｈ 刊 ＱＩ 5 3 . 1  

旭 川 官 換 所 屯 5  0  9  7  大飯南営築研 屯 (611)  5 '  1  2  大阪北宮泉所 屯 (351)  2  3  0  0  

東 北 宜 fli flll fj i li  土 凶 1  1  2  11: ( 3 )  3四6 . 9618 ｟ ｾ｟ ｟ ＮＮ，＠
育 萩 官 難 所 ¥OC ( 2)  7  1  0  2  盛 岡 宮 県 所 ，1( ( 2 )  7  • 0  7  神 戸 官 製 所 ¥1( (22)  0  1  8  9  Jl t I l ! 営業 所 電 (22)  0  9  0  0  

4火関 宮 寮 所 ;1( 2  7  8  3  18山 宮 礎 研 屯 1  7  6  6  金 沢 官 築 研 11( ( 6 )  5 '  8  1  ｪ 量破営 業所 Ｇ，ｾ 2  0  5  3  

J ! 泊 宮 祭 所 世 ( . )" 1  ， .  3  平 駐 在 所 正 3  3  0  3  高 松 官 製 iIi '' : ( 3 )  '4 2 9 0  高 知 宮 察 研 '1( (ω2 )  1  5  7  6  

黛勺5J Jム衆所 f 京 E 4r 2t ι 8 λ九品 h

品川宮' 羨廃肩所時 t屯Ie (“  .. “1)  1  3  0  0  !倒民浜 官 '象奥 扇 Ｑ世ｾ ( 2主 7  2  1  8  岡 山 '曾雪' 袋艮肩所再 2篭t ( 3幻) 9 0 .  9  

高 崎 宮 養 所 屯 2  1  6  6  字続宮宮 築 研ｾＱＡＺ 1 1 2 2  九 州 支 底 福 岡 市 海 地 泊 5 丁 日 9 2  ，ｾ＠
甲府官擦所 ，ｾ 2442.'  6292 水 戸 宮集局時 ，t 8 ' 6  3  5  

名古置支唐 名 古 股 市 東 区 主 掛 町 3 - 6  電 (9. )  2 8 . 6  小 倉 宮 泉 所 屯 ( 5 )  3 2 0 1  開 ' " 宮集所 誕

静 岡 宮 泉 所 世 (  3 ) ' 刷 6 ( 2 )6931  j 佐野 宮 蕪 所 電 ( 2 )  5  2  9  2  宮 崎 宮 集 局時世 2 3 1  -4 鹿児島宮泉所 屯

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッタ ー

電 動 式 ・手 動 式 ・ス プ リング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

(75)5181'  6901  

( 2 ) 0 8 9 3  

( 2)  6  7  6  2  



川‘

略室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

日 ｪ ｊｪｦヌ ＭＢｏＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
8  jJi ]':"IL:rン2レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 枝 工牟ヌハロンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキえ シールセ〆ント

目 漉 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川 区尾久町6- 101

T E  L  (807) 代表 0161 - 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区堀上通り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 総

陶 器 、 金 具 七 y ト

l 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12，700 

ｾｌＱＳＰＰ＠

L  1305 

意匠主主録

第214821 号

ジ 三 ピ タ ー

L  1223 

意 匠 登 録

第214819号

タナ、ソデイ寸洗面器

陶苦昔、 金 具 セ ッ ト

l  幸及 ￥ 15，400， 

並 級 ￥ 13，900 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 器

開 器 、金 具 七 y 卜

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560  

一ノ

( 東洋陶器株式公社I
本 社 / 小 倉 工 場 f 小 倉 、茅ケ崎、滋賀

大阪営業所 / 大阪市東区高腿橋 T el (231)4518- 9 

1  4  2  4  

⑩ 

JII ロョぬ語材/
N: λ' .!' 町 ・ ｾ ¥叫 ' ri l 姐 "

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都葛飾区本側四 ッ木町 5 4  屯話 東京(697)6 I  41  (代表)

東京営業所 東京都干i1; ffi 区神IUI i 本町 I 3  市」東京(29114941 - 4946  

(111口ピル 1

大阪曾寮所 大 阪市南 区 北 炭 屋 町3 3 屯話大阪(271) 4  3  5  8、9

ｾ＠
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本年 7 月の国土建設週間に際し，下記会員諸氏は，建設界 lζ おける多

年の功労によってそれぞれ建設大臣の表彰をうけられました。乙乙に誌

してそのど栄誉をお慶び申し上げます。

記

喜 代 治 氏

絞 三 氏

成 之 氏

逸 雄 氏

吉 之 助 氏

繁 蔵 氏

知 己 氏

f l 1 太郎氏

豊 太 郎 氏

手IJ 道 氏

賞
戸Z

ｾ＠の員
4

一
品

賞受の員

A  

ココz

( 秋田建築事童話所代表取締役)

( 大林組専務取締役)

( 須賀工業常務取締役)

( 西松建設取締役関西支庖長)

( 小河述築設計事泊所代表取締役)

( 熊田工訪庖代表取締役)

( 大阪低気暖房商会副社長)

( 中村組社長)

( 山田組社長)

( 安井建築設計事務所代表取締役)

田

垣

田

原

河

田

谷

村

田

国

秋

稲

内

姥

小

熊

菅

中

浜

F‘  

運営審議会の設置と会勢審議会の廃止

従来会勢審議会を設けて主として会員の増加，会勢の発展 lζ 重点をお

いて会の事業につき審議をお乙なっ て まいりましたが， さらに建築界の

進展 lζ 適応した発展的運営を図るため，会のあらゆる面の現状を調査分

析し，各種事業や会巡営の根本方針などについて再検討をおこな うよう

新たに運営審議会を設置する乙 とにいたしました。従って従来の会勢審

議会は ζ れを発展的解消することに なり ま したので，併せて会告申し上

げます。

追って遂営審議会委員につぎのとおり委嘱申し上げましたので報告

申します。

運営審議会の設置

.. 

{ 技術部門)

( 総合部門)

<f ! t 気部門)

( 管工部門)

( 建材部門)

( 京都支部)

( 兵庫支部)

ｾ￨＠

次 君

孝 君

ー・ 君

太 君

豊 治 郎 君

秋 吉 君

総一郎 君

家 目 、 君

ｾｾｬ＠

E事

本

立

池

藤

賀

石

m

m

塚

足

拍

阿

佐

須

村

池

烏

ム一

品

事

会 長

事:

F

F

J

J

ソ

ノ

'

J

'

r

，

 

理

副

理

( 大阪市立大学)

( 今宮工業高校)

( 大阪市建築局)

(住宅公団)

( 竹腰m築事務所)

( 安井建築事路所)

( 大日本土木K. K. )

( 消水建設K. K. )

〔近銭電気工事K. K. )

( 大阪暖房商会)

( 東洋リノリユー ムK . K.)

君

君

君

君

君

嘉一郎 君

言言! τ= 皐 $

:. .n..:. ー・ ふ白

哲 夫 君

喜 八 郎 君

朝 生 君

純 孝 君

茂 君

夫 君

ニ 君

之 君

吾 君

甚太郎

俊 行

茂

夫

利

秀

知

金

崎

岡

原

橋 度

上 11百十

定

定

定

常設委員会委員長

事業委員長 岩

編集委員長 恒

教育委員長 中

山版委員長 高

住宅委員長 陶

法規委員長 未

災害委員長 未

建材委員長 米

一 般 会 員

技 術 部 門 粟

乾

H  三 品

υ  塚 本

H  福 岡

山 本

総 合 部 門 山 本

H  力 武

電 気 部 門 白庄司

管 工 部 門 本 国

建 材 部 門 安 田

原



創立45年記念事業資金受領報告 別0. 6)

その後創立45年記念事業資金として下記受領いたしました。 ζ 乙 lζ 報

告巾し上げてど後援のほど厚くお礼申し上げます。

ｾ ￨＠

Y  1，000 
同 J; -S 民 殿

Y  500 
マ友ｾ )j¥i): 

Y  500 必; 1¥'. 11日 光 殿

庁占>，官、、 Y  5，886 ，000 

法 規 委 員 追 加 委 嘱

ｲｌ 規委員会委 ｉＱ Ｑ ζ つぎのとおり追加 ｀ｉｕｩｾ Ｑ｜ Ｑ し上げましたので守賞作Ｑ｜ Ｑ し

ます。

記

山 木 康 雄 君 ( 大阪府政築部指導深長)

今 ;11: 1伝 1I n  ( 近畿沼通同建築部第二設計係長)

H形鋼デザイン・マニュアル講 習会開催

1. 日 時 8 月 17 日( 金) 9時半一一4時半

1  会 場 毎 日ホール ( 大阪市北区堂島中町) ( 冷房設備)

1  議師ならびに映画

1. H 形鋼について

2  鉄骨構造について

京都大学教授 棚 橋 諒 氏

神 戸 大 学 助 教 授 山 間 稔 氏

3.  鉄骨鉄筋コンクリート構造について

京 都 大 学 助 教 授 若 林 実 氏

4.  スライド f H形鋼使用実例」

5 映 画 f Hノf イJ レ」

1  . 主 催 大阪府建築士会 本 会

1. 後 援 日本建築学会近畿支部

日本建築家協会関西支部

1. 協 賛 八幡製鉄株式会社

1.  資料その他 rH形鋼デザイン ・マニュアルJ fH形鋼カタログ」

その他無料配付。なお簡単な 巾食を準備。

A  

コE
告 2

創立45年記念事業資金

受 領 報 告

法規委員追加委嘱

H 型鋼デザイ ン ・マニュアル

説 明 会

特 殊 建 築 物 の 定 期 報 告

特殊建築物の定期報告については

建築悲準法 12条および大阪府建築基

準法施行細則第 11条の規定にもとづ

いて，昨年7月，大阪府告示気i 556条

をもって定期報告の時期および報告

事項がきめられております。詳細に

ついては，大阪府立ｾ政深へ問合せて

下さい。

-ト

ι  
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告 3

創 立 45 年 記 念 事 業

記念講習会

「ふるさとのすま Lリ

発 刊

創 立 45 年 記 念 事 業

記 念 講 演 会 開 催 通 知

側、工451， 1二記念、 'Jl: ; ! R もお路線で会員各{ 立のど協力ど後段によって順次郎

りなく巡抄し，その大部を終了する乙と ができましたが，なお，このた

び卜 ｾｇｾζ より会 μ 並びに一般ｼ立人を対匁とした ｊ 陥江公を開催することに

いたしました。¥v . 'II J ではどぎいますが何卒お，読いイラせの上多数ど米l総ド

さいますようお闘い rl l し上げます。

記

日 時 8  )J 24 ¥¥ ( 金) 午後 1¥1与一一4時

1. 会 場 ｬ ＩｧｾｬｩＺ［｜，ール 北区 中 之Ｉｾｾ [ 児' 也会官u

( 冷房設11mあり)

1  . 議 ;寅

1  建築随: t 1 ¥ 竹 ｬ 以長ｾ造氏

( 本双会星社名誉竹顧j問限建，前築会事長務所所長

1. 経 営 雑 感 松 下 幸 之 助 氏

( 松下電器産業株式会社会長)

1  . 映 画

「大いなる黒部」 ワイドカラー

( 黒部第四発電所! i l i 設記録第3部)

1. 後 援 朝 日 新 聞 社

創 立 45 年 記 念 事 業

「ふるさとのすま t¥J 発刊予告

JY¥・I，r来¥¥本企同 l乙亘って資料を収集中でありました¥¥本民主反応も ，よ

うやく資料の整理を終って目下印刷中でありますが， 8 )J ド何には下心

¥).，j 千五を以って発 jiJ の巡びとなりました。¥¥木民族の湾りである民家への

郷主主を泌えた民家の案内省，現代に- 1 : きる創造のデザインソースとして

の民家研究への新らしい怠欲をそそるものとして一覧に値するものと信

じます。何卒ど期待下さい。

記

1 書 名 「ふるさとのすまい」 日本民家集

1.体 裁 18 X 17c m，上製本260頁 総 グ ラ ビ7

Ｑ 序文 今和次郎 氏 竹内芳太郎氏小倉強氏脱出 ｊｾｪｽ Ｑ心氏

石 原 忠 治 氏 伊 藤 て い じ 氏

1.内 容 ¥¥ 本全国各』μζ 亘り約 1901(

総クラビ、アによる鮮明な写J . ' -! とともに全ての、ド而とヒなる

断面を! s 録

1. 定 価 960円 会員特価 800円

1. 発干I j 8月下旬



六 甲 山 ホ テ ル 新 館 見 学 会

1  .  日 時 8月 28 日( 火) 12. 00 ( 出発) → 18 ，00 ( 解散)

1. 集合所 大阪駅西口パス駐車場全但観光パス 目 総 本 会 放

1. 申 込 25 日までκ 電話による。ただし定員60名 lζ 迷したときは

先着順で締切ります。

建 築 概 要

所 在 地 神戸市灘区篠原字六甲山 1034の14

敷地面積 37 ，7 43.  9 7 m
2  

建築面積 新館
970 .  10m2  IIJ 飴 897 .8 6 m

2
合計 1，867. 96m

2  

延 T面 積
11 4 ，874. 03m2  

11 2 ，057 . 0 4 m
2  

11 6 ，931 . 07m
2  

高 さ がf
f! u  !Iq: if: j  19.  100m 

域 l屋 26 . 600m

造 鉄筋コンクリー 卜造

タト 装 屋 1M モノレタ J レ|りJ ノ)<，モJ レタ J レ回j 山切り

ノf ラペッ ト 釦l 紋 1):

タト m 色モルタ J レかきおとし

主主 数 新館 472主 旧館 255さ ，!I' 72室

ユ; JOl 起 工
ｊＱ･Ａ和 ＳＶｾｦ 1  )J 7  11 

竣 コニ
J1{:l和37年 5 月1111

設 計- 妹式会社竹中工務庖設計部

ｾ訟 m.  理 六甲 山経営株式会社

施 工 株式会社竹中工務J，U

新館各階主ｾ別途

R2 展望台，エレベータ一機株主，J)<村?五i

R1  ファンノlノーーム

7  j至上ロビー， ファンルーム

6  ラウンヂ，主食堂，和食堂，倒的

5  客室 ( 17室内 2 室は和室)

4  
ノノ

( 16室内 2 室は和室〉

3  11 
( 14室)

2  ロビー，会議室

玄関，フロント， f，fJ房，機械室，沼気室

会 告 4

六 甲 山 ホ テ ル

新 館 見 学 会



会 告 5

天 王 寺 民衆 駅 見 学 会

各階主要用途

B2  機械室，電気室，洗濯盆

BM 2  m気室，従業員室

Bl  フードセンター，荷捌広I四，映函館，

庖自由

コンコース ，辿絡通路，駅公衆部分

ホテル玄関

M
2  駅童話室，公安2巨，広告2

2  総合庖舗，貸量E

3  名品広，名流食堂街

4  ホテルフロントおよ び笈会勘，貸ijl f6

5  

6  

7  

8  

9  

]0 

所

ホテル客室，斜i略式場

貸室，機減益，

貸室

綴械室

概械室

tII械室，クーリングタワー

特 長

上届が民間出資の民衆釈である

・過半が既設の僑上にあるため特民主張僧造都

を鉄骨造パーライトモルタル被盟，床版と軽

: ! i l コンヲリート造として建物の粧批イむを図り

， 1階柱脚をピン構造として下部既t役続台の

負担を軽減した。

- 立地条件から南」じK 長い建物となったので怠

匠上の諸問題があった。外装を迎l t ; { アル E サ

ツν ユ及びアルミスパンドレル仕上げとし横

線を強制し，僑より北の地盤l1: i I l てられた部

分K 結屋を配して形付けをし，南より の部分

Ｑ ＱＺ各階 Ｈ Ｒ 階 ｾＵ 階Ｉパルコニーを設け て ， Ｗ

。セントをつけた。

重喜 考

日 本 陶 管 と ト ヨ タ 自 動車

工 場 見 学 会

交通貨は各自と負担の ζ と， ( 大阪→; ( IJ 谷

ＶＰＰ 円乗車拳 ｴｾ ， 急行券 ＲＰＰ 円，都立 ｬ 行券 ＱＰＰ

円。名古屋→大阪梁取券530円急行. ｬＨＡｉｾ弘行

券は前記の通り)

天 王 寺 民 衆 駅 見 学 会

( 大 阪 府 建 築士 会 ・ 共 催)

日 時 9月 8 日 ( 土 ) 集 合 13時 30分 → 解 散 15時 00分

集 合 所 国 鉄 天 王 寺 駅 南 口 附 近 ( 会 話t 目標)

定 員 200名 ( 両 会 々 貝 )

申 込 電 話 に よ る 。 但 し 申 込 期 限8月5 日

建築概要

設 計 日 本 国 有 鉄 道 東 京 建 築 工 事 局

H  大 阪 工 事 局

大 阪 電 気 工 事 局

H  天 王 寺 鉄 道 管 理 局

株 式 会 社 天 ヱ 寺 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル デ イ ン グ

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 奥 村 組

構 造 S. R造， S . R. C造 ， 一部 R. C造

規 模 地 下2階 ， 地 上 5階 ， 塔 屋 部 分 10階

建 築 面 積 6，400m2  

延 建 築 面 積 35 ，OOOm2  

工 ｪｾｊ II{何n35年4JJ → 37年9月20l l

第 3 回 工場 見 学 会

日本間管と トヨタ自動車工場見学会 ( 1泊)

日 時 9月 21 11 ( 金) 22 日( 土)

集 合 所 国 鉄 刈 谷 駅 南 出 口 前 ・目 標 本 会 旗

申 込 往 復 は が き にl坂 り ま す 。 は が き に は 氏 名 ， 勤務先名，住所. i ! l !

絡 先 屯 話 ， を 記 入 の上 9 月13 日までに願います。

定 員 50名 。 定 員 を 越 え た 際 は 拙 せ ん で 参 加 者 を 決 め ま す 。 申 込 者 に

は 17 日 頃 ま で に ど述 絡 い た し ま す 。

会 費 500円 ( 宿 泊 料 の 一 部 に 充 て ま す )

行 程 9 J::l 21 日( 金)

国 鉄 刈 谷 駅 南 出 口 市j ー ( 徒 歩 ) → 日 本 陶 管 工 場 ( 昼 食， 見学 )

一 ( 貸 切 パ ス 〉 → 衣 浦 温 泉 吉 文 旅 館 一 ( 宿 泊 )

9  )j 22 日( 上)

古 文 旅 館一 ( 貸 切 パ ス ) → ト ヨ タ 自 動 車 工 業 元 町 工 場 ( 見 学 ，

昼食〉 一 ( 貸 切 パ ス ) → 名 古 屋市 内 新 建 築 見 学 ( 興 業 銀 行， 名

古屋センタービノレ， そ の 他 ) 一 ( 貸 切 パ ス ) → 名 古 屋 駅 前 解 散

17 ，00の 予 定

日 本 陶 管 株 式 会 社 刈 谷 工 場 : テラカツタ ・衛生陶器tを製造し，昭和128年K 生産の合

理品佑，コス トダワンを図るため，耳石浜第二工場の股備を刈谷工婦に移してそザイヲタイルの製

逃をお乙なうとともにトン J 、ル;:<111 : よる品質向上11 : 努めた。年々製品の改良，施般の改善を進

めると共 K 外装j司磁様タイルI ! J HI トンオ、ル熊を則投し，新製品「ヰオタイル」を発売好評を問

している。

トヨ タ 自 動 車工 業 株 式 会 社 元 町工 場 : 愛知県銭回111元町.1 11: 在り ，日本のデトロ

イ卜と呼ばれトヨタ自動車工業株式会社の本拠地で自動車生産の中心地でもある。

|司工場は ，わが国初の乗用車専門工場として新設され最新の工働i設備 と，新しい工場レイアウ

トにより，理想的な生産システムから世界K 言寄る優禿な自動車が生産されている。



会 告 。

第 6 回 現 場 実 務 講 習 会 要 項

ＮＮ｟ＮＮＮＮＮ ・ＮＮＧー ー・・ Ｎ ｟｟・ 、 Ｂ・・、ｾ ＧｾＮＮ ＭＭ・・・Ｎ｟ＭＮＮ ・・ 、ＮＮＮＮ ・ＮＮＭＭ・ ・・ ，｟ＭＮＮ， ・、 ｊ ・・Ｎ Ｎ ＭＮＮ｟ Ｎ ・・・｟ＭＮＮＮＮ， ｟， Ｎ Ｎ ＮＮ 戸、 Ｎ ＮＮＮーーＢＮ・ＮＮＮＮＮ｟｟・ ・ ＮＮ Ｍ ＧＭＮＮ・・ ・ 」四ＧＮＮ・ＮＮＮＮＮ｟・ＢＢ・、，，Ｇ・・

1.  目 的 学校を卒業し新lこ保j刊された技術/ 1 ' を対象として学校教育における一般知識の不足を補い，現切実

I査において IR ちに役立つ) . i 際的匁1，識を. 各)i l Il Iにおけるそれぞれのエキスパートによる- . i ! . ! i の系統的講習

によって会得せしめ ， 従米のた ｊｙｉ をｾーした経験的知 ｉｉｾｩｴ の利得 ｊｄ ｬｉ ｈｉ を ｪｩ ，ｩＮ縦しかっ他ゴこに把握せしめること

によって，より (-iJHな技術i /1を i主l点しようとするものである。

2  対 象 4: &f 及び昨年学校を" f - : ' I ! したもの。

3  会 期 1I?l和37主f. 9月 17 11 10)J ＲＱＱ まで。 ＱＱＱＱ 記 ＱＱ を除ｾ fリ110 ，［リ ＱＸＱ 時 ＳＰ 分より Ｑ ＲＱＱｾｲＳ Ｐ 分止亡。

1 11 ・4 時間延 13 H  nu ( 501時閥)

4  会場大阪ｾ設 会館 Ｖ 階集会場 Ｚ 冷 ｪｪｽ 光 ￺ ｩＯｩ Ｚ ( 人; 阪市!.W玄京総3丁目天神桁商品 ・大阪郵政局 li'J い)

5. 申 込 9 )J 5 11 までに 1I!.i6NI 乙受議料 ( 1.800I
I
J ) を添えて本会 'J ｾ務局Ｈ大阪市ＨｪＮ｛区北浜 ＳＭＳ Ｗ

J t 浜2 ・3丁目這f . ';.;ct rm.lt ｦ ｊｬｬｊＩへ ＱＱ Ｑ 込のこと。 ｦ，Ｇｾ会場の郎合｛乙より定員 Ｈ Ｑ ＲＰ 名Ｉ ( 乙述した際 lよ締切り土す。

6  日時 ・科目・講師

11 H与 手守 目 1[，1'; f: 11i ( 敬称麟)

9  )1 171:: 1  ( m 
ｾ築工Ｇｪￇのお工から竣功までの業務総論

大阪府 営 繕 瓜 主 幹 板 垣 料1治虫rl
契約，支払などの耳1f . 6 手続を含む)

17 日( 月) 18日( 火) 労務管理と安全管理
邸ｲＮｾ硲設Ｈ株Ｉ大阪岸田成計
支信総郡部次長

18 1J ( 火) 19 口( ぶ) 仮設物と仮設材料 品株) 2 村 器 政 間 基 次

19日( 水) 現窃 lζ 関する諸法規とその手続
大 j品犯; 役( 株) 大 久 保 主 主

事l' 戸 ti 業所長

2011 ( 木) 材料の検収とそのrnm
( 株 ) 鴻 池 組 近 藤 史 郎

工 E首 都 副 部 長

20 日( 木) 211J  ( 金) 工事. 機械と工! J ; i . 只類
( 株 ) 大 林 組 { 衣 回

機 械 a J ! ｾ 主
潔

211: 1  ( 金) 22 日( 土) 施 工 計 画
大成建般( 株) 大阪松岡照夫

支 庖 作 業 所長

22日( 土) 現 場 製 図
( 株 ) 浅 沼 組 篠 崎 一 郎

工 事 部 次 長

24 日( 月) 地 下 工 法
( 株) 竹中工f l 5后 j 七山 一-j' .=:

技 術 部 長 一 一

24 FI ( 月) 26 日( 水) 七工 'Jr ，基礎工事. 排水工事

( 株) 1m組大阪支庖 渡 辺

姐l 築 課 長
男

26日( 水) 271J ( 木〉 鉄筋コンクリート工事，鉄骨・工:J ｉｾ＠
m水池波( 株) 大阪安井

支 庖 工 事 主 任
猛

2711 ( 木) 28 1J ( 金) 木:vtc，足以工事，金};J;IエコJc，維工! j C
1Ill 1迫 建 設 ( 株 ) 大 阪 岩 下 久 哉

支脂ｾ築部長

28 LI ( 金) 29 LI (  L)  ［ｦ ￎ 工 Ｇｊｾ ， タイノレ工'jC，ブロック工事 」株)2木P E 矢 野 立 作

29日( 土)

ｼ山水工ＮＧｊ｝Ｚ ， 左官工事，塗装工 Ｇｊｾ ( 株 ) 銭 高 級 武 藤 諮 吉

。月1日UJ ) 処 築 ;m 長

10月 1 1ヨ( 月)

設 備 工 事
( 株) 竹中工f l 5 庖石黒次郎

。月2 日( 火) 設 備 部 長

7. 現場見学 9月25 日 ( 火) 午前911寺「津村別院J を予定しております。

砂 9月 17 日(Cは開講式 ・10月2日lζ は終諸式を挙行して終了tJb占: を受講者 lζ お渡しします。

砂 講習 ｬ 時間割は受講お ｅｾｉ 込の際お渡しします。

惨 テキスト( 講義の項目をd己】| 主したもの) を各講義毎にお渡しします。

主 催 社団法人 11 本 主 . I ! 築 協 会

111111111111111 111 1111111111111 1111111111111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111 1111111 111 11 111 1111111111111111111111111111 

第 1 回若い会員のwい 「ホテノレ経? 汚と機能に

ついて」は開催日 K 台風のため不本怠でした

が取止めることになりました。企画は但当委

日会で検討の上夏めて発表いたします。

.  
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応募資格

円本建築協会会f ll c l担
第 5 回 建 築

る。

写 真 コ ン ク ー

ル 募 集 規 定

園 大 き さ

阿ツ切版以上( 応募点

数は制限しないが未発

表のもの〕

主 題

圏 〆 切

屋根/ 壁/ インテリア

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

11日和37年 9 月30 円 (当

11 のmnJ あるものは打

効)

入選作品の数と賞

入選作品は 10点とする。

その内

1  '等 10，000円

2 等 5，000円

3 等 3，000円の1' t 金

および副日/ 賞状。

外の入選作品には副1 1 :

/ 1' t 状を贈る。

盟 審 査 員

50音順

北村 隆夫氏 竹中工務底

木 村 喬 夫 氏 大阪事務所

佐 久 間 宏 氏 大 成 建 殴

消 水 民 雄 氏 清 水 建 訟

鈴 木 洋 也 氏 東畑事務所

多比良敏雄氏 宮イラホート

つねなり

恒成 ー訓氏 すたじ お

弥 屋 毅一 民 京阪神急行

薬 袋 公 明 氏 日 建霞富十

主 催 く作品送付先 >

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3- 37 電話側 9648番( 代表)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

大設 合 防 耐採はをに天

議奥f zi 用 日 は 井

議四長幡 雲豆 法 全 火下 進 軽 軽一二

一町 兵 . 中軽 さ 式 量 量 間

三夫 衛 喜空手 伝を鉄鉄仕[

l 番地 商 施防堅 一一一一一一

四 庖 工 音 牢 ・御埜置|切l

制

何

院

第

五

士

-

一

六

号

ujs 

入選発表

本人 lζ 通知する外「建

築と社会J 1 2月号で入

選者氏名を発表する 。

入選作品は「辿築と社

会 J Ｑ Ｒ Ｉ｝ りに掲， ｉｬｾ す ｚ

そ の 他

(a) 応募イ午品は1 ! i
L

1!_ =f'iの

み返却する。

(b)応非フj . J ' I のw: 商には

I的ワ( 文字 KI仮る 〉

を附し，別に JI背号/

撮彰場所/ 円l時/ デ

ータ/ 住所/ 氏名を

明記した紙片を封筒

lζ 入れ密封し封筒衣

面 lζ は暗号のみを記

入する。

(c)入選作品は公表する

前に仙で発表する乙

とは出来ない。

(d)入選作品を本会で出

版する場合の版権は

本会 lζ 帰属する。

製

造

販

売

器風遜

弓

式

日

日

光

一
一
日

一斑

膨張帯理班護霊翠盟

大阪市西区江戸掘下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐掘削7437- 9



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 37 年 盛 夏 ( 50音順〕

青 盛 繁 男
池 田

r鼠，.，. 

彦

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 ー 7 5  

広 島 市 鉄 砲 町
1 0 8  

株式会社大阪建築事務所取締役会長

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長
自 宅 堺市上野芝向ケ町4 ー 1405

浅 井 貞
=，AロA  石 )11 良 興

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3  7  日本冷熱工産株式会社 代 表 取締役

双 星 社 竹 股 建 築 事 務 所 次 長 自 宅 豊 中 市 鐙 ケ 池 西 町 2- 6 1

安 藤
-方b・-

雄 石 )  11 寛
一

一

大 日 本 土 木 株 式 会社専務取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 白 山 町 1 1 1

石 川 建 築 事 務 所 長

井 手 正 雄 一 円 俊 fls 

京 都 市 中 京 区 獄 屋 町 二 条 南 名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 4 ー l

日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 長 社団法人 日本建築協会東海支部長

五 十 m乱

申方』

雄

. 6. .  

キサ 騰
づ

株 式 会 社 大 林 組

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 2 5  

中央電気工業株式会主1: 取締役社長

伊 丹 久
τロ士r

稲 垣 岐
一

大 阪 市 東 区 両 替 l町 1 - 1  3  

株式会 社 大 林 品目

株 式 会 社 藤木工務 庖 専 務 取 締 役

伊 東 正 也
石...... 

佐 直 員IJ

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 4 ー 7

有限会社 岩 佐 建 築 設 計 事 務 所

伊 東 建 築 設 計 事 務 所

伊 藤 鏡
一

苓...... 三 崎 甚 太 fls 

日建設計工務株式会社 取締役社長

大 阪 市 東 区 京 橋 3 ー 7 5  

株式会社 大 林 組 工 務 監 督

猪 飼 幸 次 fls 内 田 成 之

大 阪 市 生 野 区 勝 山 辺 9 - 7  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

江東電気工業株式会社 取締役社長

飯 回 精 次 fls 浦 辺 鎮 太 fls 

大 阪 市 北 区 宮 田 町 9 大阪市北区梅田 8(新阪急 ヒソレ) 電話側1351

共 同 設 言| 株 式 会 社 代表取締役 倉 数 建 築 研 究 所



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 37 年 盛 夏 (50音順)

尾 亀 清 四 f!s 海 上 静 一

株式会 社 三 晃 商 会 専 務 取 締 役

大阪市南区般谷{ 中之町62 (市川 ビJ レ〉

株式会 社 海 上 静 一 建 築 事 務 所

尾 崎 久 助 笠 原 梯
，=AロA  

fls 

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 3  8  大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4  

日建設計工務株式会社 取締役会長 回 島 応 用 化 工 附 大 阪 出 張 所

大 井 ヲム
，EA口A  

自H
相 岡 十

一

介

株式会 社 大 升 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区宗是町44 第一ピ J レ2 階
大阪市東淀川区十三西之町 l ー175 電話ω 0231- 5

包 話 大 阪 附 4  2  2  0  阪急電気工事株式会社 専務取締役

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 梶 本 秀 尾

大阪市北区堂島浜通 1- 25 ( 新大ビ J レ31特〉

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 3 9 2

八千代包設工業株式会社取締役社長

大 ;畢 幸 平 金 光 五 fls 

大 幸 雄 設 株 式 会 社 取 締 役社長 万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

大 下 }I慎
一

fls )11 口 哲 雄

大阪市城東区関目町 1- 40 電話側3134(代 ) - 6 兵 庫 県 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 89

平 和 五tt 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 問 中 工 業 株 式 会社大阪出張所長

大 林
ー方ゐ. . .  

fls 河 井 覚 ヲム

大 阪 市 東 区 京 続 3 - 7 5  大阪市北灰兎我野町 15 電話側3330 ・3339

株式会社 大 林 組 取 締 役 社 長 河; 11・ m 築 設 計 事 務 所

間 fl s  河 j季 宣=  之 助

株式会 社 間 組 取 締 役 割 長 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 - 2  4  

n 宅; 1" ( iI li W 桜 ケ 丘 2 0 5  河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

岡 本 f寸- 善 木 下 園 男

隊式会社/ l fl 和建築設，:1・'J ，:必所 j阿部ー役社長 株式会社内外写真 代表取締役社長

奥 キサ 太 平 木 戸 口 信 義

株式 会 社 奥 村 組 ネt 長 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 掘 町 5 4

1I  宅 奈良県北必城部再之Il IJ 逢坂 大洋建設工業株式会社 取 締 役社長
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城 戸 七 太 自H 斉 藤 光 夫

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 2 - 2

清水建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

株式会社. : : . :. )l!; jl' ij 公 取 締 役 社 長

栗 林 馬
貞 力く 直 義

和歌山市西:.T丁 1 ( 内田ヒソレ 3 附)

社卜H法人日本建築協会和歌山支部長

点 ; i I < 建 築 士 事 務 所

兵庫県川西市加茂字柏木谷5番地の 1

電 話 池 田 ① 3 6  0  7  

京 阪 興 業 株 式 会 社 島 キサ 佐 ;欠 fls 

大 阪 市 旭 区 大 山 ・ IIIJ 9 - 2 7

和 歌 山 市 四 番 了

jみ や1 建 築 事 務 所

、
l

 

J

 

林 得
士

山 白 キ長 嘉 明

大阪市北区堂 ｽｾｾｪ 北町 ＲＰ

小 林 行 志 建 築 τn : 務 所 所 長

n宅 干Ijl) i 市東灘i X. 木 l.ul町野容 19- 1

鴻 池 藤

ｾｬ 策 金物

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 | メ 鍛 治 j芸 IUJ 52 

大阪市此花i X . 伝法 l町北 3 6 7  

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

佐 里子 正

株 式 会 社 安 井 建 築 事 務 所

庄 里子 勝

本 社 所 大 阪 中 市 央 東 灰 淡 路(?fl 町 2 - 3  4  大 阪 市 南 | 式 的 谷 イ 中 之 町 57

五I京事務' J T 東京都 区:$:U汀2- 4 てぬ平IJ 彦ビソレ)

汽i
J，照 務所 i'， i有屋市 中|又広小路ii!i 4 8 ( 名神ビ J レ)

不 動 えn 交 株 式 会 社 取 締 役 社 長

佐 藤 重 夫 2頁 賀
豆盛誼豆 J=i口A  

fls 

! よ品 市 千 四 !句 3 丁 同

広応大学工学部建築学科教 授 工 学 博 士

ｾￚ＠ f'( 工 業 株 式 会 社

佐 藤 辰 夫

言唱

巨 谷 fl s  

内外木材工業株式会社 専務取締役

大 阪 市 I担 保 江 戸 剃 1 - 6  0  

株式会社大阪屯気閥会大阪 ｮｾｊ［ｽ 商会取締役社久

佐 藤 太 キ多 本 裕

大 阪 市 北 P<: 南 扇 町 1 1  

近倣電気工事株式会社 取締役会長

大阪 市北 Ｑ メ ｾ ｽ ｾ Ｉｪ 上 Ｓ ー ＱＰ j五訴倒1) 3468

株式会 社 総 間 半 開 設 計事務所 大阪 ＡＧ ｊ ｉｉ ｾ 長 所 長

雑 賀 孝 夫 鈴 木

と主

，同 市

和 歌 山 市 小 松 原 通 5 ー 1

株式会社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 政 淀 川 以来rr 雨 南 通 1ー 14

株式会社 ケ ン ト ク 取締役社長
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銭
-主I軍司主

輝 之 竹 中 錬 一

大 阪 市 西 区 阿 波 路 上 通 3 - 2 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3  0  

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長 株式会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 社 長

仙 田 四 .El s  干 原 大 五 .El s  

大 阪 市 住 吉 区 7J 代 東 6 - 3 東京都港区赤坂溜池町30( 初池東急、ヒ1 レ) 電話(4808 160

関西 ｾＧ｛［｟ｪｊｪ 工業株式会社取締役社長 株式会社 大阪建築事務所東京支所取締役所長

田 中 政 地 頭 政 人

大 阪 市 城 東 区 野 i江 東 之 i町4ー 104 大阪市北区若松町30 電話制9004 ・9016 ・4825

大島応用化学工業株式会社取締役社長 株式会社小俣製作所大阪支応取締役支倍長

田 辺 塚; 本 猛 次

西日木建設業保，i l [ 株式会社

大 阪 市 東 lヌ 横 堀 2 - 3  8  

口建設計工務株式会社取締役副社長

田 キサ 史 自H 東 土田 謙

大 阪 市 西 1>< 京 町 姻 1 ー 1 7 0  大阪市東区伏見町5ー 19 電話捌0391

社同法人 n木建材協会常務理事 総 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 所 長

とも の

田 村 窺 伴 里子 龍 太

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 4 - 4  7  大阪市北区和主主町 16 ( 大江ビル)

f色 31二 株 式 会 社 取 締 役 社 長 本 田 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

両 木 幹 祐 内 藤 資 '由ｾ 、

大阪市西区籾木i町1- 77 (八幡製鉄ピ J レ3階)

株式会社内藤建築事務所代表取締役

八幡工コンスチー J レ( 同大阪 '3"業所技術課長

君I司主「
橋 慶 夫

長 尾 正 大

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 7  5  

株式会社大阪建築事務所取締役社長
大阪市大淀区天神橋筋6- 5 ( 天六阪急 ヒソレ)

自 宅 大阪市東淀 川区相川中通2- 2- 4
日本 エ レベ ー タ工 業 株 式 会 社

竹 腰 健 造 西 岡 末 男

大 阪 市 北 区 主 r:j 中 2 - 3  7  大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 1 - 8

双 星 社 竹 j股 建 築 事 務 所 所 長 西 岡 商 事 株 式 会 社 代表取締役

竹 中 清 西 島 修
亡口と

大 阪 市 西 1>( 江 戸 堀 1 - 6 0  大 阪 市 東 成 区 大 今 里町北 4- 385

株式会社大阪電気商会大阪暖房商会常務取締役 協同金属工業株式会社 取締役社長
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西 向島 徳 太 t! s  v孟-‘ 

来 佐 市 t! s  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 ー 7 5  

株式会社大阪建築事務所常務取締役
大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7 5  

自 宅 箕 面 市 桜 ケ 丘 3 2  0  
株式会社 大 林 組

伴 秀 雄 星 慶 支

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 - 4  4  大阪市城東区関呂町 1- 40 電話側3134( 代) - 6

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

彦 谷 邦 一 本 回
』寸』3  一

彦 谷 建 築 設 計 事 務 所 千代田工芸株式会社取締役社長

平 田 作 太 t! s  町 回 信 iiム口

株式会社平 田 タ イ ル 副 社 長 大阪市南区! 煩鹿町通4- 25 (11民陵町三和ヒソレ)

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 1 - 5 東洋リノリュ ーム株式会社取締役社長

平 山 尽 平 キ公 尾 久 雄

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 - 2  大 阪 市 都 島 区 都 島 北 通 1 ー 1 4  

平 111  工 業 株 式 会 社 内外ア スベ スト株式会社大阪支信長

福 回 朝 生 キ2 回 EEヨヨ
平

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3 7  福 岡 市 下 西 町 2 ( 明治屋ピ J レ)

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 次 長 株式会社秘回設計事務所代表取締役

福 刀く 薫 ｾ‘＠ 昭 栄
一
一

大 阪 市 南 区 l煩 陵 町 通 4 - 6 1  大 阪 市 東 区 本 町 1 ー 1 5  

株式会社福永建築設計事務所代表取締役
宅ｾ唱 ｾ 、L  

気 株 式 会 社

藤 木 正 一 南 寛 一

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 ー 1 3  和 歌 山 市 北 町 28 ( 本町 4丁目 )

株 式 会 社 篠 木工務 庖 取 締 役 社 長 商 包 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

藤 原 巧 南 長 τ Et  コ

大 阪 市 東 区 今 橋 1 ー 1 4  

芥 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 盾

株式会社増岡組大阪支j古取締役支庖長

藤 キサ ｾ主 同
一 向 井 保 晴

大阪市北区永楽町 8 ( 日産 ビソレ6階)

株式会社日新建築設計事務所 代表取締役
大阪市南区)1照度目J 通4- 25 ( )1原信託町三和ビソレ)

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社
( 日本建築家協会会員)
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村

室

望

; i  

石 秋

J.:.. Fh IIT ;J 込j虫1-< ドi OT j，U  3  2  0  

11見 述 作 似 株 式 会 11: f¥:) と取締役

谷 山 7}く

山

山

回

人 I11パA.:l h l:ゴリ1: ). . : lkxl ，l; 次長

=  

巴三 励

大 阪 市 北 IX' 約 今 IIIT 50 ( 悦ビ J レ) I  大WuIT!-Ii I><ι111]" 5 - 71 ( 瓦IU] ビソレ)

株式会社3 - i れ 尚 o  I  ｾｾｾｭ 設株式会社常務取締役

田 忠 夫 山 中 茂

大 阪 市 1-1i Ｑ メ、ｼぇ ｾＡｦ IIIJ 2  4  0  
人: 1沢 IIT Ｇｾｩ＠ 1><" ，:'h 図 柄 引 III J 54 

子 ; 家 建 築 投 l汁・] ; : .fj f  j民 ヨミ ITlj 処 築 株 式 会 i - I: '，Ii 務取締役

+  島 健 は| 本 義

T' [ j 山 市 Ijl 子 臥I 2  2  4  株 式 会 社 主主
ｾ ｟ ＮＺｊ＠

#01[ 

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大阪出張所 山 本
コ時包主二

太

大阪市東区高麗桁2 9  ( 野村ビノレ)

大 W-i fi， J l: 1><". 同 財 )11 IUJ 15  

株式会社ヤマト電気商会取締役社長

山 口
ヨE三コ

.El s  若 本木 繁

(1宅 盟 rl' IIT ＺＩＮｾ＠ jffi 2  s  

大 W; Ili 大 iit f><" 木} 主 川 出荷 同]" 2 - 6  

: 柴 原 装 備 工 業 株 式 会 *1

豊

樹

.es  

=E t  コ



ベネシャン

ブラインド

の

スタ

Uni  Co n  

デ ラ ッ ク ス

日米1. ヲイ〉ド工業株式会ii

本 社 東京都中央区 日本総江戸橋 3 ー 7 T  E  L  (272)  2011(代)

隻洲工場 東京都江東区深川以洲4- 2  T  E  L  (641)  5276 ・5722 ・8939

広島工場 広島 県安佐郡紙! 範囲T大字南下安 T E L  紙閤 2  1  6  

ア ル ミ ニ ウ ム 製 ス ラ

ッ ト に 気 品 の あ る 木

目 塗 装 な ど 豪 華 な

部 屋 に は ぜ ひ 欲 し い

ユ ニ コ ン デ ラ ッ ク

ス は ベ ネ シ ャ ン

ブ ラ イ ン ド の ス タ ー

で す

最 寄 り の 営 業 所 ・出

張 所 ・ 代 理 庖 で お 問

合 せ を 受 け て 居 り ま す

大 阪 営 業 所

大 阪 市 浪 速区 河 原 町 2 - 1449 

T  E  L  ( 641 ) 0495 ( 631) 3905 



オf ン ド C V2000

オ王ン ド G s

ハ ー ド ボ ー ド用

用イl
ユ キ庄 4反

ビ ニ タ イ ル 回

サ ラ ン

m

木 材 布，Yt 造 用

ポ ン ド C H2

ボ ン ド K

月j

テ ック ス 白

オてーー ドf 口

セ メ ン ト そ ル タ ル

補 強 用

コ ン ク リ ー ト 円守

石 材 用

二Eオミ

そ の f也ボ ン ド G. OOボ ン ド C Z

ユ7 0 干重ポ ン ド K R
オf ン ド E

|…るご相1談 及 び 寄 種 カ タ 口 圃

グ，［ｴＮボンドｾ係迄圃

ρi 凍枝

7) /}シタイipf!t
切

〆

干 章 式 会 干 土 木 下 建 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 場 所 通 5 ノ 3 5  

oc醤 (441) 5  4  0  8 ・5 4 8 6

疏 庄

砂 町 5

電鈴 (341) 0201- 8 ・4836- 1

三 友 工 業 検 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 大 通 1 町 1 9  電 話 (541) ・6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 主 主 商 高

大阪市南区長沼橋筋 2 ノ20 (; 担額寝1 l l 停前}

電話 (211)  0  5  7  1  - 4  

京 観賞織協 京都市中京区河原町ｾ川下ル 電 話 ③ 3 2 9 9

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 矯 筋 2 ノ 3 6  

電信 (631)0137 (641) 3286.. 1335 

限 会 社

田 町 1

ｾ詰 ⑤ ＲＶＹＷ ・ Ｒ 1  4 0  

K 1 ' 7 諸島Z

タ テ パ ヤ シ 商 底

京 m市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電2孟 @ ・4 1; $

同 国 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 西 清 井 町 2 ノ 1 2  

電 話 ⑬ 1021 ・2057 ・746・

応

+ 章式会社

大 阪

線 式 会 社 名 建 商

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

由(tJ! @  1329 ・2106 ・2817

. 0.  

=  

保

区 真

久

市 北

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電 信 @6  t・1 6 - 9

般車出張所・ 岐 車 市 竹 屋 町 2 1  oc信 ① 2261 ・2360

青 盛 建 材 線 式 会 社

本 社 ・広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電 話 ② 2 2 8 1 - ・
岡 山 ・岡 山 市 東 国 町 3 電 信 ① 7911 ・8169

福 岡 ・ 沼 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  oC!t @  1  :(5!) - 6  

イル会員

建 材 有

市 兵 庫 区 荒

右 井

縛 戸
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近 代 建 築 に

もっとも

J-... さわしし、

ザヲヨート

ファシシーラフグ発売元一丸紅飯田{ 怯}ｗｉｾ カーベヲト発 売元ＭＨ株ｽ辻国文平高底Ｈ大阪市住吉区南住吉町 Ｔ の ＵＹＩ

ｾ＠
事

日 ・米 ・ 英 等 17カ 国 の 特

許 に 結 ば れ る 多 彩 塗 料

華 や か な 多 彩 模 様 か ら

落 着 い た 和 壁 模 様 ま で

西 洋 建 築 に も 日 本 建 築

にもピッタリの塗料です

関 西ペ イ ン ト 株 式 会 社

ホtl . ' li j- i¥所 大IWl j 京区伏見I"T 5 丁目2i 帯j也

・カタログ色兄ホ ζ l i i ｾＧ［ＱＱ のブ ｪｬ ｊＮ宣伝 ｾＧ ｉ ｾ Z  j，y，へ
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阪神高速道路と近繊の開発特集

1  9  6  2 年 ・ 第 4 3  ｾ区・ Ｘ 月号・目 次

ー・ 圃 園 町 圃 圃 ・ 圃 圃 圃 圃 ・ ・ 圃 園 田 園 園 田 園 田 園 圃 圃 圃 圃 - - ヨ 圃 圃 ー ー ー 園 開 酬 咽 匝E 一一ーーｾ，

作 品 作 風

新 住 友 ピ ル ・ ・ H ・H ・- ……- …殴計監理: 自主主役割・工務株式会社… 1

施 工 : 株 式 会 社 大 林 組

広島県立体育館…. . . ・ H ・.. ... . . . . . .投 dt:  K K峨山建築構造設計事務所 υ 8

広島県土木l . l ! 集部営績照

取 理 : 広 島 県 土 木 主 主 築 部 営 鰭 探

施 工 : KK 肝 国 組 広 島 支 府

建築の眼. . . . ・ H ・...........・ H ・.".・ H ・. . ……. . . . ・ H ・....・ H ・....・ H ・-…・・ 12

担当50音 順 : 足 立 英 縫 ・ 巾 道 正 照 ・ 山 下 暢 雄 ・ 吉 岡 般

本 文

阪神高速道路を中心とした大阪の道路網計画…. . . . . ・ H ・. . . 毎度 好数… 14

阪神高速道路と業務地域との結びつき…. . . . . ・H ・. . . …・…………・… .. 23

田案: スーパーブロック方式ICよる都心再開発の要点… 秀島乾...24

図案: 市街地と高速道路…. . . . ・ H ・-….. . .・ H ・. . . . . 竹中工務活設計部… 26

同案Ｚ大阪市内ハイクエイと業務地峻の改造 ｾ￮ 函

・回目共同設計株式会社・・ .31

回集: 商業地計画…・…. . . ・ H ・..・ E ・. . RI A建築綜合研究所大阪分宅・ 35

図案: 阪神高速道路の建設に伴なう大阪業務センターの改造について

… … 敏内幸雄・湯川利利・ .40

随 想

1. 阪神高速道路IC恩う. . . . ・ H ・-…....・ H ・-…・…. . . . ・ H ・- …・・中沢誠一郎 ...43

2. H 住民のための計画" …. . . ・ H ・-…...・ H ・...・ H ・o............. 1f.:.，川義列 … 45

近俄( 兵庫) の開発例

1. 明石海峡のかけ橋… ・ H ・H ・. . ……………ー………{ 中野 n:t '...47  

2. 神戸市背山総合開発計商. . . ・ H ・H ・H ・...・ H ・. . . …・・・…・諸問 博熊・ 51

3. 兵庫県総合開発 7 ツプ一一加古川河水統制を中心として一一

… 松宮勝・大久保昌一… 57

近代建築調査委員会報告 32 

大阪帝国座. . . ・ H ・......・ H ・....・ H ・. . ・・…・・・・・・・- …. . . . . 林野 全孝一61

会 報 ( 6 月分) …・. . . ・ H ・...・ H ・....・ H ・-… H ・H ・.....・ H ・- γ …・…・・・・・・63
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せt- r，"iI，悶のカ y ト1: 1 上が市方1¥1: でなく， /1正側が占方 hl: です。



住宅美素工事の創始者

ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

株 式

会 社 美 素 工 業 所

( 登 録 商 標 〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 ( 三 和 ピ ル )

電 話 (231) 5  8  8  8. 4  9  3  8  (771) 8  0  5  0  

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 機 堀 ニ 丁 目 二 十 九

電 話 (2 3  1)  6  1  3  6  

圃. . ョ・・・- ・E・-・司・・・・E・園・圃圃E・E・-圃・・園田・・・・・・園圃・・・・司ー盟国圃圃・

。
一

l

8  

建 築 と 社 会

第 4 3 集

] 9 6 2  

褒紙デザイン・表紙デザイン小賓員会

S Mデザイングループ

n  ｾ＠ 1  市 1 8  0  flj • " " 刊共

附1 ¥1 3 7 年 8 Jj 20 円 印 刷

H月 初 3 7 年 8 月 2 5 11 発 行

制 椛 人 松 升 昭 光

発 行 所 生 土 図 法 人 日本建築協会

ブヒ聞記市 m民 北 i兵3 丁目 37

ｬｬＡ新大阪⑬ ＹＶＴ Ｘ ・ ＹＶＴＹ ・ ＹＶＴＰ ｾ 子

Ａｲｾ＠ ｾｾ口出火照 Ｓ ＹＹＷＵ 帯

発 行 人 I ' 1 ' 田 誠 一
，、

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 字 土

人 阪 市 北 区 骨 111 町 6 6

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 盲

目) )I:'! 者 網 野 骨量

E 国軍罫四宮司置掴園田園陸軍国司聞置竃園田・・・E 盟 国 園 田 園 ー ー



段計監理 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会社 大 林 組

t' 

- 新住友ビノレ設計者の乙とは‘

『信用を電んじ確実を旨とし浮利を迫はざる乙と。時代の進運を然知し

世の進歩 lζ 遅れざるよう事業の興廃を行う ζ と。』乙れが永く住友家の

家55として定められ住友の伝統精神として伝えられてきたものと闘いて

おります。新住友ビノレデ インクの計画をめぐる人々の桃想の基底には，

やはり乙の精神が生きていて住友のモニ ュメン トという 91C，ま た設計

上のいろいろの要求に具象化して行ったものと思われます。特に『確実

を旨とし J r世の進歩 IC遅れざる 』心構えは設計者としての私の心から

も終始離れなかったようです。完成した姿を眺めて所期通りの実を給ん

だかどうか諸賢のど批判を仰ぎたいと思います。

また西側の現住友 ビノレデ ィングは ，花、の終々の恩師長谷郎鋭吉先生，竹

j擦健造先生の作品で，日本の名建築とうたわれた建物であります。召れ

とならび立つ新ビノレが乙の美しい環境を汚す乙とにならないようにとい

うζ とが，私のもう 一つの願いでありました。むしろ祈りに辺ーい気持で

あったといえます。乙の点、でt 当初から最後まで竹腰先生のど指導をうけ

得ました乙とは非常な幸せであったと，思います。

唆工の日を迎えて，特 lζ 強く私の心によみがえってくるのは，以上の二

点 で あ り ま す 。 ( 山根正次郎)



2. 全 景 ( 右側が現住友ピル〉

ト住友ビル

段計監理 回 避 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

見 ｾｾ ｦ ｶＮ ｩｾ 大 阪 市 tlI l烹 .It iJii 5 丁目 15荘 地

! 般地面制 9.455. 4m"  

9主築面積 5. 775. 9m"  

延床面杭 鈎. 270.  4 m日

l勾沢 地 下 4 隣 25.  197. 2m日

地 上12階( 合晴嵐 3 階)

65.  073.  2m"  

ＨＩＮｾ＠ ty，階 5. 394. 3mり

階 数 地下 4 階 ， 地 上12階 . n'i屋 3 階

主要部日 軒 尚 G  L  + 45. ∞O m 

! 1' i 屋軒両 G  L 'I 57. oo0m 

鉄紋尖端 G  L  + 70. 000m 

Ｉ，ｾ礎底面 G  L  - 18. 050m 

L  期 Jrr ヨ: l柄拘 34 年 9 月 1 11 

竣 工 ｾｉｒ＠ ｾｬ＠ 37 年 6 月 30 11

l昨 主主 Jt; 
礎 鉄筋コンクリート i誼

ベタＩ，ｾ礎

主 体 鉄1'r 鉄筋コンクリー

ト造

外 枝 ・ Ｑ ＭＲ 階Ｚ事 ， 休，ｾ共ステンレ

ス( スチー J レγ ャッター付)

• 3 階 以 上 窓， スバンドレル. !庇

j，T  J レミ

・組 物 内 間 部 イ タ リ ー産 大 理 石書98

・屋 上 アスフアルト IVj J}( . ? リン

カータイル貼

. ja庖 ア ル ミ i良敏貼

・外部 Ｉ［，，ｾり放政 ｦｩ ・ Ｎｻｅ 尚 一 行 ， オ

オベTi



ｾ Ｎ鳥 眼写 真 子l I il がbWI ( 上位胤} l 1) . 右下が現住; & ピ"'.
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4.  一階 エレ ベ ー ヲ ホー Ｉｾ

b転。 JE嗣.f: i (11 占tl <l

ｾＺイタリー産大理石磨きおよび特殊魁

面目上

天，1 イi イlf' 可決アルミニューム

5  住友情庇銀行営業室 ( 1 階)

J  ゴムタイ J レ

f盟 ・住・イタリー産大理イτ

天井 . 止り天升

カウンター スエーデンブラック

6.  基準階エレベータホール

床 ゴムタイル

ｾ＠ イタリー産大理石J島き

天 )1 イl 孔f'IU'! アルミニューム

7.  一般事務室

リノタイノレ

ｬ ，ｾ＠ モJ レタ J レ， スフレノドサテン

ノ、 )1
0

: イi イLj " J レミタイ J レ

8.  可動閲仕切

+i l i 部: 臼 5 7 ) レミ

ガラス ソフトペーン 6".

ド7 ・ハードポ- 1 ' オイルペンキ

9.  会議 室 ( 11階 )

=  リノタイ，レ

1盟: .'Tl t I ならぴ IC 吋動 J レーパー

ニューギニアウオールナット 1生ft

J.; ) r :  t W付ならびにアタリル' - ( t IYH反

d  

7  

9  
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P

判

》1. 玄関ホール 2. エレベータホール 3. 三: 溜 4. 営 業 宝 5. 事務室

7. I Hl 場 8. t 佐刷川

地 下 1階 1  エレベータホール 2. 食 Ｎ ｾｴ＠ 3. /)1 /j} 4  喫茶な

5. 理襲安 6. 会議室 7. 保" 曹金/ t t i

l 新 住 友 ビ ル

施工 者のことぱ 畠 山 隆 三 郎

何回 本段大のマンモスピルの乙とですから話地

も多い ζ とですが，二三. 阿 IC限定してお話し 111 し

ます。

第一 IC工JUI でありまして ，乙の人・スケールのピ

ルの工血l として 2 年10ヶr J というのは先ず与えら

れ得る段短のものでありましょう 。 それだけに少

なからぬ刀心と工夫を裂しました。

次 ｉｃ ｊ，ｾＱｩｬＡ工法でありまして Ｎ Ｂ￭工 Ｇｉ￭ では ｩ 二空ＱＮ

経済性，五: 全性，工j聞等を勘案してニ ，r ( 7 イラン

ド工法を探ぺJ . ｾＡ ・ 南 ・ 内の 竺 つの側は検公阪を

fJ ち，北側は1 f i 'lli 且り一筋を隔てて l W刷川 IC而

している E と， 乙の側は肢J，¥; 1i l ! が地下 4階まで ['1'

ぴる E ととされていたのでニューマチッタケーソ

ンを沈設しました。 そして掛矢似の内側に 1'1'1)14

をｾｊｬ ｦｊ とした鉄筋コンクリー ト のｩＺＱｉｉ擁壁を設け

て ｬｬｬｩ 削工をＢｸ施しました 。 銅削深山Ｚは ｴｾＧ ｜ｉｬ地 検 ｉ 日

から 18メー トル，姻削平面積約 0，000 平方メー ト

ル，銅削土1;119万 3 千 トンであります。

Jfd削工は II{W135年 7 刀必地rl' 央の敷 IC達し ，鉄

ＱＧＨ 工 Ｇｊｾｉｃｨｾ 乎 ， ｉｉｻｻ 拘 Ｑ ＳＶ 年ＷｊＧ Ｑζ れを終ったのであ

ります。工JUjlC余裕がないので ，個体のコンクリ

ートは上 ・ιl' ・下三段 IC分けて Idl 時打設を :J.! 'j也し

工 ｊｕｉ の ｮｩ ｾ Ｈｬ ｉｃ 大きな成果をやげました 。 ｗｐｦＮ ｾ＠ JI 

中旬，第二割戸台以 IC ')II われた1 I . ' i はコンクリート

工事の以盛期で 12階では 11抑組立終了[ 1 ' ( 後でした

が ，万全の対策を問てたおかげで ，いささかの ltl

備もなく工科を jffi める乙とができました。

たまたまエ '1111' 全 国 的 に 発 生 し た 労 務 口 の 不

)l!. ， ff 材の不足，納入品の納 JUI ; j ; 延符欽多くの附

難があり ，また ，うどil!iAll. fl ，1によって生コンデリー

卜をはじめ桁財の搬入が滞りがちとなり，夜間搬

入の .1";古賀Iをとったのでありますが， 己れらの l判

維をよく 克服できたととは ，ひとえに i周{ 草作 fIlの

1!.¥mなど指' 早ど文媛の閥と a< 感謝巾し上げる次

第であります 。 また ， 下前訪れの然 Ｂｾｉ など協 Ｉ ｊｉ ｃ

対しても深く感謝の必を仰げたいと思いま昔 。

( 都者 大林組新住友ピル工事々務所 ・総主任)

地 下 2 階 L エレベータホール 2.  * 市助 3. r.;iI制局 4. n動 'I( JoI(

5.  . i i l l 転下位主 6. 合J o[< 7  仕込京 8  機械戎



2  階 1. エレベータホール 2. fr"" 3. 玄関ホ ール吹依

4. 併: l 'i 可，' M占 5. τJ' 務室

3  

11 階 1. エレベータホール 2. 倉" " 3  事務室 4  エ

ン トランスホール 5. ホワイエ 6  大会議京 7. 

住宅

)0.  来客食堂 11 . 社員食堂

3 - 10階 1. エレベータホール 2. :frro!l 3. 市務雫

2  

12 階 l  エレベータホール 2 事務宅 3  大会議室，ｾ紘

4.  '1'会議室 5. 小会議室 ι 来事:食'1，，: 7. 役員

食.:;: ; 8. )J1房 Ｙ Ｎ 特 ｾＧｊＱ 苦情 10. 特別攻 11. 控

室 12.  m話交挽宅



全 景 Je側 tiliWJ 続技i号 中 央 。本館 布 側 ・管理制{

階

1. .Ii WJ 競技場 16. 物 t内n

2. 使 所 17. 給 湯 宜

3.  it /，11  18. 他 ｾ＠

4. )1.: j苦 手 ' 19.  ｭ 務 員 Ｎｾ

5. 館 長 虫 20. lii I任 者

Ｖ Ｎ 総務 ＱＱ Ｑｾ 21 ホ - )レ

7. ｾ務宥 22. 般 技 場

8.  'JT ¥'; ｾ型 23. m )jJ 

9.  m スヰ〈 24 削{ 輯' ( {

10. fli ｩｴｾ＠ "  25 食 Ｎｾて

11. ロッカ一、〈 26. iT /，11  

12.  1) 千 世i 所 27. 会 議 電

13. 女 子 似 所 28. 会 議 主 主

14. 機 械 京 29. 会 議 明

段 計 K K 横山 建築構造股計事務所

15. 合 j.J l  30. ス テ ー ジ

広 島 県 土 木 建 築 部 営 繕 課

監 理 広 島 県 土 木 建 築 部 営 繕 課

施 工 株 式 会 社 藤 田 組 広 島 支 腐

左側 r.Ii WJ 競技初 中 央 本 館 人 n ;(-j 側 : 行 埋 棟



2  階

1. ギャラ リー

2. ! J . ! 衣本

3 . γ 4 ワ- sj<

4. パ ル コ ニ ー

5. 剣 道 場

6 柔 道 明

7. 控 "

8. #1 衣 可4

9. 便 所

10. シ4 ワ一言

11. 男 子 便 所

12. 女 子 便 所

13. 物 ii'.:

14. 浴 室

15 シ 4 ワ一室

16. 更 衣 室

17. :t1 12; 

18. 物 目

管 理 棟 と 本 館 側 面

下----_

3  階

ＱＮ 立 ￧ｾ JrW 

2. 肱 送 宰f

3. ス タ ン ド

4. 機 械 事

配 置 図



10 

本 館 背 面

|  広 島 県 立 体 育 館 |  

t主 計 K K 横 山 建築構造設計事務所

広 島 県 土 木 建 築 部 営 繕 課

監 理 広 島 県 土 木 建 築 部 営 繕 課

本館銭妓場内部

床 サクラフローリング二 市貼

本館競技場内部

建 築 位 置 広 島 市 必 町

敷地面積 17. 186m2  

間造規模

- 本 館 R C造 3 階I J ! . 尽 lfl 鉄丹 ，長尺鉄

桜瓦体 J:1'. ｾ 住問 ＵＶ ｭ Ｎ 桁行 ＱＲ ｭ

- 行J!I!liI i R C造 2 階I J ! . 隙庖1f l . ｾ ｲ 悶 ＲＰｭ

桁 行36m

' r.l iJll J競技場 R C 造 2 階，屋板鉄f j-造，長

尺鉄板瓦持1L ｾｬｭ Ｒ Ｐｭ Ｎ 桁行 ＳＶ

m 

I J ! 策面積

- 本 館 4. 飽8. 78m2  延7. 697. 55m"  

・管理棟 737. 20 m
2  

延 1. 632.  81m
2  

・補助続技場 756. 66m2  延1. 008. 03m三

元，. 6.  178.  64m2 延 10.338. 39m"  

ヱ JDI 昭和36年 3 刀23 rI - 37年 3 月3111



補助続技場と本館

I 島 県 立 体 育 館 1  

建 築工事 K K 藤 田 組 広 島 支 庖

電気工事 中 国 電 気 ヱ 事 株 式 会 社

空調衛生工事 中 国 工 業 株 式 会 社

補助競伎場内部

管 理 棟 2 階

.' f-Hij 剣道場

li' J 側 。柔 道 場

11 



難かしいことはわかりませんが 一

建築の設計 ｉ ｌＺ た ずさわる人々の ｾｉｊ 1ども，それぞれの立

場 lζ 課せられた使命によって池築 iζ 対する見方κ ずい分

迷いがあるように思う。

一円でも無駄と考えられるものは排してその分だけは

教室を増加させるべきでデザ、インは二の次だと lul ぶ悲壮

な官庁建築家と ，外装や室内の壁面を飾りたてる乙とに

力を注ぐは‘ かりで ，肝心の空間の ドラ""'I L : は無関心な左

大家との聞の心境のr再発を考えると暗然とせざるを得な

一 方は公共建築の ｛ ｉ ｊ でも，とくに Ｗ 百四時な ｓ ｅ 件の ｾ � にあ

る学校であり ，一方は個人の施主の建てるデラ ックス尚

業ホテノレで‘ あると言っても ，同じ人聞の使う建築である

以上その内外を往来する人々の祥びゃ悲しみのすべてを

うたい |二げる目標については同じはずが，一方ではぜい

たくとして攻惨され，他方では遊び』ζ 終り勝ちである。

r  Ｑ ｜ｦＱｾかしい乙とはわかりませんが，とにかく立派な建

築にしてもらいたいのです。 J ... .. .長く苦しい建築創造'

の旅は乙の言葉から始まり乙の言葉につきる。依頼者か

らりえられる積々の条件の厳しさの除に隠れて，ともす

れば向己を甘やかしがちな我々にとって，決して忘れて

ならない金需ではなかろうか。 ( NM)

岨轟轟轟

12 

手 を 繋 い で 歩 こ う

もし設備関係業者が昔の赤孤城主なら ，と思われる場

面 IL ，よくわれわれは現場において直而する。総築関係

者「総ての」と何ら遜色のない ，否むしろそれを上廻る

高度の技術の持主である設備業者が，ただ建築業者の施

工後 IL : 施工しなければならないという宿命だけで，乙う

まで虐待されて良いものであろうか ? なるほど一部に

は丁傘な施工をぶち壊すような後始末をする場合もある

が一一。 優秀なる建築であるためのひとつの条件，それ

は完備された設似iである。乙れを考えるとき ，建築業者

も設備業者 IL もっと温い手を差しのべるべきである。

同時に学校においても「建築設備科」という科も ｾＱｬ 立

して設itt される乙とが望ましいと思うのだが...・・ ・。

現在では金銭的』ζ 解決されているが，建築関係業者の

理解と，自己を知る阪を持たない |浪り ，優秀なる建築は

生れる乙となく ，何時までも建築界は原始建業の名 lζ 甘

んじなければならないであろう 。 (AH)

政 治 と 建 築

いわゆる終済の成長がわれわれの周辺にマンモスピノレ

から小{"i 宅κ 不るまで祢々さまざまの建物を残して行っ

fこ。

いかなる建物がたてられる κ しろ ，ζ の建物の林立乙

そたしかに経済の成長を反映するものであろう。そして

とれらの建物をつくる乙とによって，われわれはすぐれ

た技術と新しい知恵を獲得し一歩も二歩も前進した。し

かいわれわれの歴史がしめすように閑家の繁栄を映し

て姥築の花が百花欄混と咲きほ乙ろび，生活を設かにし

た事実を，思うとき ，われわれも建築を通して市民 IL: 泣か

な生活をもたらすよう努力すること乙そ真の使命ではな

かろうか。そのため IL : は民間の力が伸びると同時に，政

府が国家事業として積傾的κ 公共事業K のりだし ，われ

われはそれに的みない努力をはらって乙そ建築の真の猿

l珂がおとづれて来るのでt なかろうか。それには政治 ・経

済の確固たる落盤が必要だが，われわれの生活 IL結び‘ っ

きわれわれの伎活を訟かにする建築群 ζ そ，政治とあliび

ついた建築であり，国の発展を反映するものである。

( YI )  

住 居 を 豊 か に

東京タワ ーの上から怖心の方を見ると ，幾宵のビノレの

鮮が玄なり合って正しく東洋一の大都会 としての依存寺を

表わしている。

と乙ろで一転して反対側を見ると，乙れは叉い かに殆

んど平家廷の木造住宅が自の続く限り続いて貧寒とした

ものを感じさせるが，現代日本の生活，ひいては建築の

縮図を見るようで ，ま乙とに興味深いものがある。

毎度外岡の伊lを引合いに出して恐縮だが， 外岡では

(消1'l*活はわが困 lζ 劣っているような悶でも) ，この

ような断胞は生じていないようである。

レジャーブームに狂奔するのもほどほとにして，ねぐ

らをがっちり造るような風潮が起って乙ないものか。

乙れは決して尚売熱心からの提案ではない。

(h )  



特 別 広 告 掲 載 業 者 目 次
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昭 和 3 7 年 8 月 号
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K K満点製作所 ・・・・ ・・ー… .".. ・・・・…. XI I I  

石産商事 KK. " ・0 ・・ ・・- … .... ....・. ... .. x m 

K K矢橋大理石商} ; ! . i "ー・・・・… … -・ .... .. . . . XIV

K K高尚昆・ ・・・・・ーー ー…ー…・・ー ・・ー…・・・・ X I V

住江織物 K K …ーベ … 。. . …… - ……. ... X V  

K K阪神宵. t ' i 応・ー・ .... ... ..・ ・・………. X V  

K Kそごう大阪j古家共装飾部 .. … …・・… .... X V  

K K熊取谷右材J芦 ......・・・・ ・・・ ・・・. ..目ーー .... X V  

竹林塗装工業K K ・. .  • • • • .  .  .  .  .  .  • • .…・・ ・・・ ・・ .... X V  

K K川lゐ織物 ー…・・ …- ・・ ・… ・・・・・ ・...... XV 

K K 関城化学工業所・・ー- ・ー・・・ ・… .•.... .••• XV 

K K大阪熊平金庫庖t .... .. ・ー一 ... . .... ..... . . . . . XVI

K K熊 平 製 作 所j

K K平川鉄工所 …・ ・・... …・・ ・・・・・ ・ー. XVI I  

K K三晃商会 ..  .  .  • • • • .  .  • ・・・ … ............. XVI I I  

K K 奥村軍兵衛商j占 ・・・ーー ・・・・ ・… .... ...... XVI I I  

K K建設工業社一 ー - … ・・ ・・ … ・- … .. .  xv m 

K K三和商会・ ー ー. . . . . .. .. … … … ー. XVI I I  

K K駒井鉄工所 j

K K春本鉄工所} ・ ... .... ・・・・・ー ・ー- …- … X I X

松 尾 橋 然K K )

能美防災工業K K " …… ー……・・・ . . . . . XIX 

K K鷲尾工作所…・… ・...". …・ ・・ ・・・ ・… ・..... XI X

it5砂熱学工業K K.... ・...". ... ... " ・H ・… -・..... X X  
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昭和銅機K K " … - …. . . .. ..一-…・ - …ー . XXI

大阪電気商会大阪暖民商会・・ … ・・・ ・・ … . XXI



玄関 ( GOAl )  

事務rrr

間仕切に.

扉錠の尊門メーカー

23 谷 山 製 作 所

京区吐 工 慮 、｜，ＧＡｪ 翼 ｴ ， Ｚｩ ｬｬＡ ｅ 三 ｐｾ ｪｴｾ 四丁 目四四

ior t. (u、大胆 (301) 5  1  3  1  

頁 車 宮 ｾ 用 電 貫 郡ｾ ＡＡ芝 ａ 日町四丁目玉

電.. ｾ軍 Ｂ ＳＱ Ｉ 87国 (58り67回



新 住 友 ビ ノ レ

B l 築技術の進歩は建築物のIJfJ

ｕ ［ Ａ， ｪｓ を仰宅支持の役 ｾｊ から聞

欲しました。

その開υ部 lζ 輝くカ、ラスの12

かな拡がりは現代建築のシン

ボノレといえまし ょう。

① 日 本 板 硝 子

T  



u  

新

住

友

ピ

ノレ

$:#: : ; ; ;  

一 一 一 一一

。不ニサッシヱ業株式紛



新 住 友 ヒ‘ ノレ

ス テ ン レ ス 工 事

サ ッ シ ・ ド ア

柱 型 ・ 金 物

株 式 会 社

田 島 )1頂 三 製 作 所

大 阪 出 張 所

小 野 田 セ メ ン 卜 使 用

小 野 回 セ メ ン ト 株 式
.6ー

コ""

ネ土

nr 

一一」



弓

新 住友 ピ ノレ
11階大会議室 特 別 マ ー ブ ル 使 用 静 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社



新 住友 ピ ノレ
地下 1階エレベータホール ・タイル工事 株 式 会 社 平 田 タ イ ル

ぐ



役員室内壁函 デコラ 0 - 17615

デコラ 0 - 29605

エレベーター内装 デコラ 0 - 38605

V I  

地 1 階社員大食堂

壁 画 デ コラ 0 - 17615

テ ー ブ ル デ コ ラ 0 - 71605

新住友［ｾＮ， )レ

一

邑 且 一→

住友ベークライ ト株式会社



新 住 友 ピ ノレ

1  I特答: iWf 各 階 エ レ ベ ー タ ホ ーノレ

高砂ゴムタイル 0 - 121 使用

高 砂 ゴ ム

集 会 室 家 具 および造作

内 外 木 材

工 業 株 式

.6幅

τ E  社

点 以 ・大 阪 ・福 岡

工 業 株 式
. 6.  

コヨE
社

VlJ 



VIll 

5 階 役 員 室

エクスラン ・英国羊毛混紡統毛カーペ ット

毛足12.5粍

東 和 雄 物

新 住 友
ヒさ ノレ

5階中央廊下

エクスラン・英国羊毛混紡

統毛 7粍カーペット

株 式

. 6.  

=  
ネ土

5 階 役 員 会 議 室

エクスラン・英国羊毛混紡統毛カーペット

毛足12. 5粍



新 住 友 ビ ノレ

特 別 応 援 玄

家 具 告IJ 作 大 阪 越

一般事務室 ファン コイ ル 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

IX 



1階営業室光天井

X  

データ ・限度 平均 600'レタス

・ランプ数 F  L  R - 40W 1252本

F L Rー 20W 48本

・ルミナスパネル 1460協 x 14ω 句 x 2"-

アタリライト ｾＴ ＳＲ＠ n面ツヤ ili

・iUJt;ill. l l.f 254 V  60外

ｾ＠ 新 日 本 電

ずf 住 友

一 般 事 務 室

デ- ( ) ・P. <<U工 平 均 400'レタス

. n<<I阿部n 40W2 幻} I j

ビ

ｾＱＡ込 ｉｊ ｦｊ政型詰 ｩ 只 6367fl 

気 株 式

20W 2 W H  地込IJ fJ放!t!出Ut 266fi 

・1u跡1Ul正 254V ω %

. 6.  

コz 社

シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

ノレ



新 住 友 ビ ノ レ

値$W;t¥iM: *

各，階エレベータホール床 ・ゴムタイル貼

床 : リ ノ タ イ ル， ビニラードタイル貼

各 階 後 員 室 廻 り 壁 ・ 天 井 : 布 張

ド ア ー チ ヱ ッ ウ

製 造 品 目

ドアーチ ェック・フロアーヒンジ

ピボットヒンジ・ラパトリーヒンジ

亀 井 株 式
. 6.  

=  

ピポ ッ ト ヒ ン ジ

目 本 ド ア ー チ ヱ ッ タ 製 造 株 式 会 社

社

xl  



新 住 友 ピ ノ レ

菱 電

XlI 

機

企 エレベータ 1 階ホール

株

機械室 リレー鐙 惨

式

. 6.  

コエ ネ土

V  機械室受電盤および電動発電機 V  機械室巻上機および制御器



• 

S K式軽量鉄骨下地

ネールロック @

各 階 一 般 事 務 室

壁 ・ 柱

間 仕 切 扉

高級アルミ可動間仕切 シフ トール @

株式会社 満

スプレッドサテン

使用

スプレッドラスター

発 売 元 石 産

占
製

商 事 株

作

式

必』

ココに

所

ネ土

XIIT 



新 住 友 ビ ノ レ

玄 関 ホ ー ノ レ

大 理 石 工 事 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

家 具 株 式 会 社 局 島 屋

特 別 応 援 室

X N 



新 住 友 ピ ル

地下 l 問 時 間 茶 当 、

PI' 喝 宅 I

，/(: J山l

n 米 ' ιft ，':t  >  

.  A空食 ";': 1

Ｑ Ｒ ＱｬＱＧｩ特別 ｐｾＧｬ 屯 Ｑ

g，所'

敷 物 f内 入

家 具 装 飾

家 具 什 器 一 式

敷 石 工 事

塗 装 工 事

カ ー テ ン ・ 椅 子 張

そ の 他 美 術 工 芸 織 物

ロ ー ス タ 防 水 工 事

完 任 施 工

住 ;工 織 物 株 式

. 6.  

=  
ネ土

株 式 会 社 阪 j 中 百 貨 ノ き

株 式 会 社 そ ご う 大 阪 底 家 具 装 飾 部

株式会社 熊 取 谷 石 材 庖

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 川 島 織 物

株式会社 関 城 化 学 工 業 所

X¥ 



新 住 友 ピ ノ レ

E5600d 丸 型 大 金 庫

促 議 貸 金 庫

XVI  

金 庫 設 備 工 事

株 式 会 社 大 阪 熊 平 金 庫 庖

株 式 会 社 熊 平 製 作 所



特 許 平 川M Pボイ ラ - 505 号 6基納入

株 式 会 社 平 )11 鉄

新 住 友 ビ ノレ

衛 生 設 備 工 事 株 式 会 社

エ

晃 商

所

. 6.  

=  

X VII 



日進式アルミニウム工事

日 進 式 ボ ー ド 下 地

日 進 式 軽 量 鉄 骨

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衡 商 庖

屋 内 消 火 栓 ( C E C式)

株式会社 建 設 工 業 ネ土

J . t ! 京 都 港 区 芝 下 高 給 町 57

m ( 441) 9  1  7  1  

XVI I I  

新 住 友 ビ ノレ

鉄 筋 工 事

株式会社 和 商

. 6.  

τ'" 



鉄 骨 工 事

新 住 友 じ ノレ

自動火災警報装置受信盤

能 美 防 災 工 業 株 式 会 社

:L里イ:

E三

株式会社 駒

株式会社 春

松 尾 橋

厨 房 総 合 設 備

井 鉄

本 鉄

渠 株 式

工

エ

4 全与

=  

所

所

社

株式会社 鷲 尾 工 作 所

大 阪 ・東 京

地 下 1 階 厨 房

x r  



地 下 4階 ボ イ ラ ー 局

xx 

砂 学 業 株 式

4 企.

2 コE 社熱 工

新 住 友 ビ ノ レ

機械室 ( 地下 4階)

東 系 統 2階 - 6階用空調機

機調空用階

、
j

n

D

階

~

4

階

下

2

地

統

(

系

室

l

J

械

西

E

機

商

E

須 賀 工 業 株 式 会 社



ランプウェイ 電動式防潮扉 昭

新 住 友 ビ ノレ

河 水 導 入 装 置

中 間 給 水 ヘ ッ ダ ー

株 式 会 社

大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

和 鋼 機 株 式

4 会民

=  
社

XXI  
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阪神高速道路と近畿の開発

. 阪神高速道路を中心とした大阪の道路網計画

. 阪神高速道路と業務地域との結びつき

. 随想二点: 中沢誠一郎・粂川義男

国 近 畿 ( 兵庫〉の開発例

明石海峡のかけ橋

13 

神戸市背山 総合開発計画

兵庫県総合開発マ ップ3.  
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阪 神 高 速 道 路 を 中 心 と し た 大 阪 の 道 路 網 計 画

I 都市交通処理の基本方針

20世紀の注目すべき現象は，者rs市

IC対する限りなさ人口集中による都

市化 と輸送機関の手段的変化による

自動車化である。乙れは近代国家に

おける経済機構のもたらす必然、的な

結果であり . とくに最近のように，

政治と経済の結ひ・つきが密接な都市

では 7 ンモス化した現象がみえ，東

京や大阪が急激な膨張を続けた結果

公共施設の整備がこれと歩調をあわ

す乙とができず，政行的な発展をと

げあらゆる矛盾が露呈されるように

なった。

現在の都市はこうした新しい波に

対応して古い形態( 在来都市の道路

は近代化された自動車交通万能を考

慮した道路形態をもっていなしっか

ら脱皮すべく ，都市計画的手段でも

ってその改革を加えつつあるが，激

増する自動車に対しては完全な解決

策を見い出していない現状にある。

東京や大阪ではいろいろの対策を講

じ，そ の対策に苦心をしているもの

の，自動車交通の激しさは増加する

一方で. 道路交通は日々に悪化し

いたると ζ ろの交さ点で延々長蛇の

自動車がならび，道路上は車で埋っ

た感がある。

本来交通の目的とするものは，迅

速，安全，正確. 低lllt ，大盃，快的

などを満足するものでなければなら

14 
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大 阪 府 土 木 部 幹 線 操

度 好 数

ないのに，阪神地区の自動車交通は

述度の低下一時速20粁以下，交通渋

滞- 500m以上かつ 30分以上の停滞

が1ヵ月 77路線， 1701時間，事故の続

発一大阪の死傷者は 1 日約80人と，

まったく逆比例の傾向でもって交通

輸送を減返させており，都市機能を

抑制する結果となっている。乙のま

まの姿を放置するならば，乙乙数ヵ

年をたたずして交通は完全に 7 ヒを

お乙し大阪市都心部では昭和42年頃

lζ まったくお手上げの状態となっ

て， 産業経済に与える打撃ははか り

知れないものがあると憂慮されてい

る。

自動車対策 !Cついては. 都市交通

のー環として，その全体的な視野 l乙

立って土地利用との関連のもとに検

討されねばならない。しかし，混乱

しきった大阪の交通事情を抜木的 l乙

解決する方策は，強力な交通規制，

平ilii 道路の杭極的な築造などが緊急

対策として考えられるけれども ，そ

れ以前の問題で，かつ結果的に熟考

を要するものとして，都心地区の土

地利用形態を近代的なものにする必

要がある。都市における土地利用の

状態は一応高度に利用されているよ

うだが，大阪の業務地と目される船

場 ・島之内の利用状態はかならずし

も当をえたものとはいい難いものが

あり ，その企業の営業制度に疑問を

もっ。乙のような問屋商業による物

資の搬出入が依然として続けられる

限り ，輸送手段の便利さからくる自

動車交通はますます激しくなり ，今

以上の混乱が予想される。また，高

層ビ l レには当然付11適すべき駐車場施

設がなく ， その不 ｾｩｉｉから路上駐車が

余儀なくされ，車道( ( _ 車の氾滋がみ

られるようではなおさ らの乙とであ

る。都心K ピソレが立ち，業務施設が

集まれば自動車はますます集中し，

ため ｉｃｾ 大な道路面積 ， あるいは駐

車場施設を必要とする結果を生じる

が，都市化と自 動車化は土地利用の

上で根本的な矛盾を含んでいる。単

に交通混乱の原因が道路整備の不充

分さからくるものとして道路面高!i さ

え増やせばすべて解決するかに考え

られがちであるが，道路を増やせば

今以上の自動車交通草をみるであろ

うし，道路面私を無限に増やす乙と

がいつまでもできるものでもないし

そ乙! こはおのずから限界がある。

道路を考えない建物の存在はあり

えないし，沿道利用と交通をもたな

い道路の存在も無価値に等しい。乙

こにおいて当然の乙ととして考えら

れる乙とは，さきにもふれた都市化

と自動化の調和であり . 今後の都市

計画のもつ重要なポイントとしてク

ローズアップされるわけである。ま

た，他方では道路利用の需要者。111の

調整も当然必要な乙ととなり，野放

図な政策であっ てはならない。



の建設を促進するのが最上の策 とし

て考えられたわけである。

以下乙うした問題を提起するにい

た った阪神地区の交通事情ι 公団

成立までの経過を述べる ζ と とす

る。

1  阪神地区の交通事情

阪神地区の交通混乱の主な原因は

付) 限 りなき人口集中

阪神地区は全国総人 口の 89E，約

770 万人が集 中し， その住居地は郊

外 lζ ，職場が都心にあっ てその聞の

動きが激 しくなっている 。

(ロ) 建築容積の激増

都心部のビノレラ γ ゾュが続き ，大

阪市では年々約 15万坪のビ J レが建築

され，交通の発生，集中に拍車をか

けている。

判ぼう大な自動車登録台数

自動車登録台数はぐんぐん増加し

阪神地区は全国の約41 万台 ( 36年 3

月末) 約 1296が集中 している。 とく

に貨物 自動車類が多く ，交通流はト

ラッ クの混合率が非常に高く 6 者l

位を占めている。また ， 1，000 人当

りの登録台数は大阪は東京の66台を

超え 77台を示している。

伺道路整備の立遅れ

阪神地区の道路は質誌ともにおと

っている。大阪の都心部では自動車

時代以前j の狭い道路でその上路上駐

| 交 き点名 | 乗脚 | 貨物z巾速車

15 

れには大方の批判もある乙とと思

う。乙れから紹介する阪神地区の者f )

市高速自動車道路計画も ，乙うした

問題をすべて解決した上で誕生した

わけではない。また，そう一朝一夕

! ( . 解決できるわけでもな U、。少くと

も都市計画にたずさわる人聞が司今

後i点霊に検討を加えて解決すべきも

のであると考える。

しか しながら ，阪神地区の交通混

乱が極限にきた現在，なによりもま

ず交通問組を解決しなければならな

い。解決のー方策としての高泌自動

車通路の建設が急務であることに異

論をはさむ余地はないであろう。

五月 11::1 (ζ 発足した「阪神高泌道路

公凶」のも つ使命も乙こにあるわけ

で重大な意義があると思われる。

以下，阪神高: i i l i 道路を中心とした

道路計画の概要について紹介する乙

ととす る。

阪神高速道路公団成立

までの経過

1  

阪神地区の交通混乱を抜本的に解

決するためには総合的な函からの検

討が必要なことはすでに記したとお

りである。一貫した整{ J I 11計画のもと

に都市内交通を処返する機関でもっ

て恒久対策をたてる必要がある乙と

が話題となり，種々協議の結果，阪

神lζ 独立した公団を作り ，高速道路

交通問題をとのように考える場合

道路 ・建築 ・自動車の需供給の三者

は三身一体であり，お互いを忘れる

乙とはできない。

現在，東京や大阪でとり 上げられ

てい る交通緩和の対策は，道路を主

としてみた場合，主H英! とよる強力な

交通規IljlJ ，都市計画街路の整備，路

面電車の撤去による自動車交通の円

沼化などがあるが，乙れとても激増

する交通置には追いつけないようで

あり ，すべての点で利便のある都市

高速自動車道路の建設に若手する乙

とと なっ た。乙れと ても現在計画の

みでもっ て将来の交通需要を充分満

足して処理できるものでも ないと考

えら れるし，当然その延伸計画が起

って くるであろうと恩われる。また

乙れと呼応 して駐車場施設の建設が

お乙 なわなければ本当の交通問題の

解決には ならない。都心部の道路は

容量的に限界がきており，路上駐車

が許されるべき状態ではないのであ

るから ，高速自動車道路を都心深く

引き入れ，そのままで駐車場施設を

整備しないやり方は非常 1( ，危険な交

通対策である。都市における高速自

動車道路と駐車場施設は切り離せな

い問題であり， ヒソレの建設について

も発生し集中するであろう交通量を

考慮した駐車施設をもった建設計画

とすべきである。

以上， 道路を中心とした都市交通

の処理lζ ついて概要を記したが，こ

交さ点の車種混合の割合第 2 表
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2.  昭和42年にはマ ヒをおこす

阪神地区の交通

阪神地区の交通は自動車の激増に

よって年々 走行: i l t目、度が低下し，現在

では l時jili 20kmがやっとというありさ

まで. 乙のままでいくと昭和42年頃

には大阪の悔回新道，本町 4 丁目 ，

神戸の新開地なと、は 7 ヒをおこし，

他の交さ点でも自動車の走行泌度は

歩行者の速度程度まで低下すると心

配されている 。

大阪市内では現在でも 12交さ点が

限界にき ており ，乙の ままで進むと

11/3和42年には33交さ点がマヒし，整

備計画 lζ よっ て改良を加 えても昭和

40年には 18交さ点，昭和42年l乙は29

交さ点が7 ヒす ることも 予怨されて

いる。神戸 市内もまた同様である。

3.  道路交通に対す る対策

このように ，あと数年後に到来す

るであろう道路交通の危機に対処す

るためには総合的な交通対策でのぞ

む必安がある。

道路の交通容量を増加さ せる応急

74. 6 的方法として はつぎの乙 とが考えら

第 3 表 阪 神 J t I l 区 の 自 動 車 登 録 台 数

区
分 |岡弘3 26 3 1 2 7 3 28 3  29 3  30 3  31  3  32 3  

大 阪 市 24. 6∞ 25. 337 34. 193 46. 275 65. 935 84. 7ω95. 221 ] 12.344 

大 阪 府 26. 989 33. 338 46. 840 60. 888 86. 756 111. 458 126.962  149. 792 

阪宇I' f I l J 都市
14. 006 20. 2]5 

中11 戸 市 5. 200 7. 867 11. 044 16. 541

1  

21. 395 22. 27] 25. 767 31. 083 

阪神地区合計 |
_ 1  166. 735 201. 090 

東 京 都 53. 378 68. 353 91.757 134. 644 194. 105 217. 841 247. 771  298. 834 

ノゴ、ー 国 324. 117 413. 732 531. 570

1  

759. 7571. ωι 784'] . 3ぉ. 313 1. 501.740 1. 775. 120

区 分 33 3  34 3  35 3  36 3  40 3  45 3  50 3  55 3  

大 阪 市 122. 383 139. 885 181.766 234. 682 

大 阪 府 ]69. 976 197.021  252. 453 317. ]39 お8. 000 577. 0∞ 855. 0001. 365. 000 

阪神1I 日郡市 23.643 27. 879 32.451 38. 044 138. 000 2]4. 000 322. 000 486. 000 

神 戸 市 36. 105 44. 001 50. 921 58. 197 78. 000 126. 000 ]83.000 280. 000 

間 同 区 合 計 胡 7四12刊14iI 拙 拙l 描 臨 叫880 醐 帥1 917 醐 1 訓 醐2.131 醐

東 京 都 353. 6911  419. 137 516. 352 622. 924 800. 000 - 1. 500. 000 

会 国 2.069• 143i2. 404 .118，2. 898. 479

1

3. 543. 101， 一1

第 4 表 道 路 の 密 度

区 商分

|人口… 11 道 路 現 況 追加 制 す る 数lti

I  11 延 長 ｼ 面滋 ｩ 平均 巾 ｮ ， ｾ線開信 ｼ 富滋 率
k m"  m l  m 

%  

19.73 292. 000 1  14. 800 11 290 1  3. 803 13.0  1  136. 0 19. 3 

182.59 2. 769.∞o  1  15. 165 1I 2. 532.6  1  20. 127 7. 9 I  144. 0 11.0 

市 計 202. 32 3. 061.∞o  1  ]5. 129 11 2. 822. 6 1  23. 930 8.5  I  143.0  11. 8  

阪神間都市 ]60.4号 735. 432 1  4.600 11 1. 616.0 1  10.528 6.5  I  208.0  6.5  

事1' 戸 市 30. 71 665. 103 121. 650 11  477. 6 1  4.970 10.2  I  1ω。15.2  

東 伽 部 1 31. 15  1 刷 119 119.860-11 ω 1 7 ωo  i  12. 0 1 107.0  1  22.8  

往来京都の数字は ，昭和 Ｓ Ｑ 年 Ｔ 月 Ｑ 日現在 の ｢ ので ， 首 都 高 速道路公団設立 ｮｾ の Ｂ，， ｾｪ 主資料 Ｑ ＱＺＮ

よる 。 ι 1:. 11: . いう阪神1m都市は尼崎. 西宮，芦屋の3市とする。

賀j 5 表
都 市 計 商 街 路 の 盤 側 状 況

16  

111で道路を余計に狭く して いる 。占fl

市面積に対する道路面:h"iは，諸外国

に比してはるかに少く ，大阪市では

12 96で世界各国とは比較に ならな

し、。

体) 交さ点による llj lJ約

交さ点交通韮は非常な努で仲ひ' て

お り，大阪市内主要38交さ点のうち

12時間交通量が 3 万台を趨えたもの

が35箇所もあり ，そ のうち限界の 6

万台を超えたものが 12問所もある。

( ぺ交通事故と停滞

阪神地区の交通停滞は. 大阪都心

部から北大阪を中心としておこっ て

いる。大阪市で1ま交通停滞が 1 ヵ片

77路線にも及び，交通事故は 1 ヵ凡

5. 4万件 1 件当りの死傷す; は 0 .5人

( 東京 0. 4 人〉にも達しており，阪

神地区の交通がと‘ うlι もならないぎ

りぎりの総にき ている。

れる。

① 交通整理方式の改良

② 路面電車の停留所移転，安全



ー

地帯の撤去

① 軌道部の改良，軌道の整廻

ω 交さ点改良に よる立体化

乙れらはいずれも 慎重に検討して

実施されねばな るないが句線本的な

解決方法ではな いe 恒久的対策とし

ては

① 道 路 の 新 設，拡巾

① 路外駐車協の整備

がある。しか し 大都市においては

建物が密集し ，地価が高価で' 容易に

|  5年 3昨 | お年 | 倍率

t J 8 侃oI  40，790 172 刷 I 8.5 

締「 16 印 お 916
94，723 5.7 

本町四丁目 15，489 61，938 99，262 6. 5 

一| 7 m 必

52，354  7.4  

阿倍野筋 6，589 30，055 67，875  10.4  

末 吉 僑 7，008 42，783 77，115 11. 0  

神戸 I  I  

束 尻 池 I 1叩9，960 3訂7，958 I  1. 9  

新 開 地 2幻'7 ，5臼97 I  41. 726 I  1. 9  

三 官: お制，3叩

註 1  科神1戸分3羽0年交通i岱;1辻.tは3泊1年の他

2.  :/111戸分の倍率は31年を法耳目とした位

第 7 表 主要交主点の交通容i J l限界年度
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去
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一

外
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一

の

道

も
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軌

を

年

一
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一
秒
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合
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一
路

実

場

f

界

一
街

を

た

一
備

な

一
般

わ

合

限

一
路

行

場

A

一
街

を

い

名点

、
c

交

地

区

名

阪 急 前 39年 39年 40年

梅 田 新 道 35  40 41  

大

肥 後 備 I 39  41 16 

本町四丁目 36 37 40 

37 

l耳

難 波 新 地 35以前 41 47 

上 六 35以前 44 47 

阿 倍 野 僑 42  42 46 

市

Dt 全 45 46 46 

浜 口 町 46 46 

三 宮 駅 前 35 35 38 

制i

新 聞 地 37 37 41  

西 山 町 39 39  42 

戸

東 尻 j由 37 37 42 

i(f 日 野 辺 40 40 42  

市

大騒九丁目 39 39 45  

道路の建設が進まない。乙れにはで

きるだけ少ない土地で守できるだけ

能率のよい道路を作る以外 l乙方法は

ない。 ζ うして考えられたのが早期

lこ建設が可能で， しかも効果の大き

い阪神高速道路である。

4  公団成立までの経過

阪神地区の交通問題の究明と ーそ

の抜本的対策を立てるため，地元の

関係公共凶体で各程の予備調査とそ

の打開策をUlf じてきたが，交通問題

のひっ迫した昭和34年! こは 「阪神地

区高iili 道路協議会」がもうけられ，

危機にある阪神地区の交通処理対策

を立案する乙とと なった。

μ)  協議会参加の地元公共団体は

大阪府，大阪市，兵庫県. 神戸市

近畿地方建設局，日本道路公団大

阪支社，第 2 阪神国道事務所

(ロ) 予定路線 . . .9路 線 延 長 142. 3km

ンン トン@ 五〉

ー ペ支[ D

， リ ン I D

リ8 y

ンドン⑨〉

京 都 止 Ａｾ ｦｦｩ

都心部( 3)

… ⑪ 

をお乙 な う乙とが不可能であり新

らしい団体( 公団) が必要である

lロ) 阪神地区の交通問題を -拠 lζ 解

決するためには建設費の集中的投

資が必要である。したがっ て阪神

地区に独立の公団を作って政府資

大阪環状線 一 26. 83km 金，関係府県市の出資の他に関西

大阪小環状線 . 15 . 7 1km 財界の民間資本を投入して短期間

大阪中央線・・・・・ 2. 01km に高速道路の建設を促進するのが

御 堂 筋 線 7 . 19km 最善の方策である。

大阪茨木線 ー 14 . 17km 竹新らしい公団は関係府県市 と表

大阪商池田線・16 ヲ5km ｭ 一体の関係におかれるからｾ十

第 2 阪和総 ・ 14. 59km 画定胞に当って地元民の意志が反

阪 姫 総 .. .. 26.  42km 1映されるし，工事施行の円沼化が

神戸臨港線…ー 18. 40k m 期待できる。

以上が協議会の計画案でらったが 以上のように，高迷道路の建設計

こうした技術的な面の検討が進むの 画を促進するため，着々と手は打っ

と平行して，乙れが計画の早期実現 てきたが，なお一層強力な体制を作

を期するために ，昭和36年 6 月 「阪

神地区高速道路建設促進連盟J を発

足させ，政府 ，国会，その他関係各

機関に対する請願，陳情をお乙なう

乙ととなった。昭和 36 年 4 月には

と高逃道路の建設は新公団で" と L、

うζ とを決定し，その後随時. 建設

省大蔵省，国会議員などに公団新設

を陳 Ｇｲｾｪ した。

5  公団新設の理由

似) 計画対象地域l二大阪府，大I阪市

兵庫県，神戸市 が 含 ま 札 相 互 に

有機的なつながりのある地域であ

るから，交通問題解決の道路整備

計画も当然密接な透けいを保つ必

要があり ，特定の公共団体で整備

弘一日も早く実現させるため，昭

和36年 6 月 「大阪府高泌道路建設調

査室」を発足させ，基礎的な調査を

実施し，資料をとりまとめる ζ とと

なった。従って公団発足までの高速

道路網計画は調査室を中心IC して動

くこととなり ，高i 信道路の必要性に

ついてのPRも，調査室員の苦労の結

iZである数多くの資料によっ てお乙

なわれた。同年 8 対には建設省から

非公式に 「高. i i l i 道路に関する基本方

針」なるものが示されたのでこれに

よって地がためをおこない，各路線

の予備測量や環状紋のボ ー リングを

実施した。

まfこ守 10月には大阪地方計画審議

17 
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第 8 表 計 画 路 線 超 終 点 経 過 地

新 駅 線 | 北区岡之上町

司e

守 口 線 | 大 淀 区 長 岡 田

八 尾 線 | 叫 区 南 日 東 町

堺 線 | 南 同 町21!'，T

尼 崎 伊 丹 線 | 北区梅田町

東 西 線 | 肉 区 間 脚 上 辺2丁目

神 戸 臨 港 線 | 司1健 附 町

J 、
n  

主 経 地 IIJ 貝 | 延
:主' J  過

|ドいい川川川立却仙叫叫叩lω刷刷刷b踊揃刷緬揃刷l日 一j川l

ｊｉｉｾ Ｑ取 Ｑ拒 ｉ 綴語細 ｮ 日川Ｂトへ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＱ 蛍 ＺＡｉωｉ ［Ｉ， ｽ叫 川 11 

|天iVi l̂IiI JI 明 上 向 柄 浜 通 ~ 抑 制

|刷出川

| 動 物 園 日 開

l 山 一 丁 … ~ 旋 門 踊 ~ 十三間 捌 "

| 酬 上 通1了 日 豆 … 酬 ~ 阪 北 運 河

州川

|

一

川

司

一
円

一川
10. 070 

打1

11 .9o0  

5. 190  

2. 680 

J . 640 

l 糊 町

| 判 的 顕 神 戸税関 前 西 出 町 制 池

白

川

|
司

|
58. 030 

6. 070 

1. 770 

16. 650 

会に 「高速道路技術委員会」を設置

し，高述道路網計画の凋ft 付託をお

乙ない，学識経験者による慎重務議

をお乙なった結果 37年 5 月25 日，

問委員会から答11. 1 がなされた。

これより 先，昭和36年 12月 l日立大

阪において一口建設計が開催され，

地完関係各機関から新公団設立につ

いての強い要望がお ζ なわれた結果

建設約は新公問設立の計画推進を li(il

約した。また同 12月，昭和37年度政

府予算獲得対策本部を東京赤坂プ リ

ンスホ テルI[ 設置し「阪神高速道路

公団設立対策木部J として獄烈な陳

情を開始し，ついに 12月27 日，政府

は「臨時交通関係閣僚懇談会」にお

いて公団設置を決定した。 明けて37

年 3 月23 日，公団法案が国会を通過

し，その後公団発足のための諸準備

がお乙なわれた結果 5月 11l をもっ

て 「阪神高速道路公E I l J が誕生する

ζ ととなったわけである。

E  高速道路網の計画

都市交通のもつ陸路の糠木的な解

決策はさきにもふれたように総合的

な交通施策による必要がある。

とくに問題を道路交通にしぼった

場合，交通本来の目的を充分満足す

べき条件を具備した都市内高迷道銘

のはたす役割りは非常 lζ 大きいもの

がある。

1  高速道路網の計画

阪神地区の高速道路は，その地域

の性格上，阪神を一体とした網構成

を苦j'jj ! l i するととによって交通機能の

有機性を高める乙ととした。これは

あくまでも都市交通j泡設の一環とし

て検討されたわけである。

計国iの対象地域としては，現段階

K おいてはと くに交通i u : が多く. か

つ交通障害のいちじるしい地峡で，

早期 lζ 都市高速道協の建設を必E- と

する地域を考え. 路線の選定につい

ては交通性絡の分析にもとづいて古s

心部内交通，および周辺部から都心

部を指向する円動車交通を処理する

路線を選定する乙ととした。その経

過地については主妥な国鉄，私鉄駅

ならび I[ 駐車場の建設計画との連絡

を充分に勘案するとともに市街地の

土地利用を考慮し，原則として家屋

の需築地を避け，つとめて治水 ・下IJ

水上支障のないように河川または巡

河を利用するものとしやむをえざ

る場合は広巾員 ( 40m以上) の道路

上lζ 設置するものとした。以下各路

線の性格について説明する。

環 状 線

東松i堀川，西横招川など市内河川

を利用した環状路線で，都心部地区

内の南北交通の処理，放射状路線と

有機的連けいをはかることによっ て

各路線の機能を高め. 一方i並行型式

による自動車交通の走行処理を円前

にするように計画されたもので，現

在時点においては一番早く若工する

必EEのある路線である。

尼崎伊丹紋

大阪国際空港，名神高:iili 豊中イン

ターチェ ンヂと大阪市都心部を結ぶ

と同時に，混乱 しきった国道 2 号線

の交通をスム ース ! こさばくために必

要欠くことのできない路線である。

守 口 線

国道 1 ! 号線から集 中する鬼大な自

動車の群れをさばき . 1ン1神高速の茨

木インタ ーチェ ンヂ，国鉄新幹線の

三島貨物駅，中央環状線などと述絡

する重要な路線である。

新 駅 線

千里丘陵ニュ ータウン( 人口 15万

人) ，新大阪駅などと者s心部をむす

ぶ もので今後の交通話ｾ ー には欠かせ

19 



ない路線である。

八 尾 線

国道25号線によって大阪市東南部

奈良方面から都心部に流入する自動

車をさばくもので，乙れらの地区の

開発が進展している現在，将来交通

の市［Ｚｾを考えあわせると欠かす乙と

のできない路線である。

堺 線

国道26号線の交通E: は容量的に限

界 lζ 迷し，加えて大阪南港，堺，泉

州海岸などの埋立 lζ よる臨海工業地

待の造成が台、ピッチではじまってお

り，今後はますます交通E が激増す

るものと予忽されるので，大阪南部

と述絡する重姿路線として選定され

たものである。

東 西 線

大阪都心部の都市計画街路上l乙設

け，環状線とむすんでその機能を高

めようとする路線である。

神戸臨港線

村l芦市内の東西交通を円泊 lζ 処理

し，国際港と述絡する乙とによって

股上輸送の確立をはかり，将来の交

通需1I " ζ 対処しようとする路線であ

る。

以上の高: i i l i 道路網は 8 路線，延長

58km，総事業約引2 億円となってい

る。

2.  高速道路の繕造

大阪市内における高速道路の構造

は路下の土地利用上から考えてすべ

て高架式を採用している。

タイプの選定は常識的にいって，

市街地に高架構造物を築造するもの

であるから附近地との調和を考え，

都市美を確保し，より以上の美観を

添えるものである乙と， 技術的には

型式，構造ともに耐久性lζ 宮み，耐

Wi 1:生のもので経済的に有利，かつ外

観の間業化した構造物であるような

設計方針でもって望む必要がある。

ただ大阪の地盤は衆知のように非常

に悪く絶えず地盤沈下になやまされ

ているから ，上部構造の軽E 化が必

要となり ，下部構造も地盤支持から

いって井筒基礎などが有利と恩われ

20 
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初、1vl m造 物 ( 単 柱)

2 5叫

p o‘，o耐}

:苛 "1 物

/ 6 '" 

￫ｾ＠ 1vl i荷 造 物 ( 二本位)

ロ官官

ー一一 ｾ主こ一 一 ーー ー 9 '" 

8'" 

Ｘ ｾ＠

狭いf河川の河川敷壱利用する場合 広い河111の河川敷を利用する場合

lf  

る。 l即柱は場所によって単柱，二柱 しかし，現在の交通事悩からすれば

などを採用する ζ ととなろう。 各路線の部分的完成でもっ てお茶を

3  建設事業費とその資金 l乙どすよう な乙と，あるいは引2億円

高速道路を完成するための建設事 を 9 ヵ年もかかって施行する乙とは

業' l ' . (は約 912 億円となっている。乙 言午されないだろう。当然繰り 上げ施

のうち道路整備 5 ヵ年計画の一部と 行が要求されるものと思われるし，

して昭和40年ーまでに緊急整備を必要 最近の新聞が報ずるところでは 5 ヵ

とする大阪市内の環状線，尼崎伊丹 年計画の改訂がおこなわれるようで

線，神戸臨港線などの各一部につい あり，計画の延伸も必要なので乙れ

ては 188億円( 延長約 13km) でも っ とあわせて事業費がさら4こ増額され

て建設するように予定をれている。 るものと思われる。昭和37年度の施

'険

.砕



行については 15位、円が予算として認

められたが. うち建設費は約 10億円

で宅大板市内の交通需要のー番大き

い南北交通を緩和する目的で ， 西 ｾｊ Ｇｉｬ

堀川に建設する事業費で，延長約2.

5k mが予定されている。

建設資金としては，固と地元がそ

れぞれ半額づつ出資する資本金の他

地元公共団体関係から の交付金，イ昔

e  入金道路の使用料などを充当する

予定である。

4.  建設にともなう経済効果

高速道路の建設にともなう経済効

果は 有形，無形のものが相当多く

考え られるが，その主な便益をひろ

ってみると ，交さ点での長い信号待

ちがな くなり，走行l時閣がうんと短

縮されて輸送能力が向上し， 輸送7'1

が節減される乙ととなる。また交通

事故もうんと減少する。

このよう ないろいろの利益を金額

に換算してみると . 自動車 l 台当り

の使主主は 1km 当り 10円と仮定され，

阪神地区の高速道路利用台数から推 ったものが昭和35年の国勢調査では

定すると ，昭和40年に年間 8 億円， 大阪市内300万人，府下250万人で比

昭和55年lζ は 113 億円の直接便益が 率は55 ・45 となり周辺都市の急激な

あり ，高速道路によって杭み疋ねて 膨張が顕芥に認められ. 府下の幹線

m 9 ，慢のl 全体計画建設ｾｾ

線名 |廷と )1 事 空 資

)

一

一

円

一

賢

一

万

一

業

一

百

一

事

一

位

一

総

一

単

一

一(

|

 

"'

‘

 

"f
，

 

t

 

u
w
 

予

F買 状 線 11. 960 19. 280 19. 280 

新 駅 %f! 5. 190 6.905 6. 905 

守 口 線 2. 680 '1.162 - 4. 162 

八 尽 線

堺 線 10.070 i  15. 547 2. 539 I  18. ω6 

尼 崎 伊 丹 線 6.070  9.547 9. 547 

耳I 丙 総i 1. 770 3. 053 3.379  6.432 

相11 戸 臨 港 線 16. 650 13. 456 

計 58. 030 77. 152 5. 755 91. 240 

第 9 'Jk.の2

5 カ年計画B ! 投資 ( 単位百万円)

路 線
名 |延( 品 |事業政

F署 状 線 6. 960 11. 459 

尼 崎 伊 N 線 3. 060 5. 281 

神 戸 臨 港 線 2. 820 2. 060 

音十 12. 840 18. 800 

いく利益は怨像できないほど大きい

ものがあり ，産業経済の進展に大き

道路の整備が緊急性をおびてきてい

るわけである。乙のために高速道路

な寄与をするものであ る。 と速けいを保ちながら放射状あるい

は環状の道路体系を確立し，道路交

通の危機を救出する ために慎重な検

討を加えた結果，ここに紹介する十

IV  十大放射三環状線計画 大放射三環状線計画を立案し，その

大阪市内の交通対策として都市高 建設に若手したわけである。

速道路を ii l画し，その周辺部につい 以下，新十大放射三綴状路線の概

ては十大放射三環状線が計画されて 妥を示すとつぎのようである。

いる。都市圏の交還が者s市内交通， 放 射 路 線

都市間交通，遠距離交通の三つによ 第 2 阪神国道

って考えられるわけであるが. 大阪 阪神工業地帯を連結する浜手幹線

市内[ζ 流入する交通処理のためには 道路として兵庫県に直結し，国道 2

府下の幹線道路の整備が急がれるわ 号線の負担を軽減することはもちろ

けである。現在は昭和初年から 14年 ん，大阪中心部の交通緩和のため早

頃にかけて都市計商事業として実施 急に整備をｾする路線である。

された十大放斗l! こよって交通が流れ 大阪南池田線

ているが，これとても飽和の状態に 2 級国道福知山大阪総と平行しで

あり ，府下人口も戦前は，大阪市内 定り ，名神高) i l i 道路の豊中インタ-

330万人，府下 150万人 69 :  31 であ チェンヂ，大阪国際空港の整備によ

第10表 資 金 計 画 <111位百万円)

区 分 |前期5カ年|会体昔幅

Iil t賢 金 2. 000 9. 700  

収 交 付 金 1. 505 14. 639 

f首 入 金 17.345 61. 986 

使 m 手ヰ 1. 450 I 幻 . 019

入 雑 収 入

22. 354 I  113. 599 
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り，大| 奴港，大阪市中心部と直結す

るものである。

御 堂 筋 線

現在の御堂筋線を延長するもので

新大阪駅，千里丘陵ニュータ ウン ，

あるいは服部緑地，箕面会園などと

都心部を直結するもので 2 級国道

稲知山大阪線の交通緩和に役立つと

ともに，観光道路も かねた幹線道路

である。

十三高槻線

府道大阪高槻京都線の交通を緩和

し，名神高速道路の茨木 インタ ーチ

ェンヂ，国鉄新幹線三島貨物釈，吹

田~高槻間の工場適地などと大阪市

を述絡する道路である。

大阪四日市線

名四工業地荷と商者s大阪を直結す

るもので 国道 1 号線の交通を緩和

21 



するとともに沿道の開発を促進し および泉州工業地帯を直結するもの

国定公園金剛生駒の縦走道協との速 で. 国道26号線，大阪和泉信連総の

絡もかねた道路である。 交通を絞 ｦｬｬ するために必ｾー な 道路で

ｾ港枚岡総 ある。

主型地方道大| 荻枚岡奈良線の日IJ;菖 !:l"; 2 1! J J :利線

で，中央gi 状線 lζ よ り茨木 インタ 一 国道26号線と大阪和泉信迷総の間

チェンヂと大| 波都心部をむすび，東 を 走 り 堺 ・泉州海j いの国立工業地

部山麓の住宅適地および第 2 寝屋川 袴: を経て和歌山に通じ . ?l' i  2 1荻村1I司

の改修による東部工業開発適地と 道とともに大阪湾の" i l l : 2 f な臨海道路

大阪中心業務地あるいは大阪港と直

結する道路である。

大阪柏原線

国道25号線のバイパスで，阪神工

業地帯と東部背後地をむすび. また

大阪市 と観光地奈良，国定公園金剛

生駒に通じ，大| 荻四 LI 市総とともに

金側佐駒の縦走道路と つながる主主

な道路である。

松原千平総

として早急に整備を必ｾとする道路

である。

環 状 路 線

大阪内環状線

名神高iili 道路豊中インタ ーチェン

チ¥ 大阪市 内東部の工業地区 な らび

に大阪南港組立地を述絡する道路で

大阪市周辺を整備して中心部交通の

綬刊をはかるとともに，周辺部相互

間の交通を円前にするために必ｾ な

路線である。

大| 夜中央環状線

大阪の東南 l乙制1びる新設道路で羽

曳 山丘陵 -帯の住宅適地，金剛生駒

の縦走道路と大阪市を直結する道路

で比較的開発の遅れている河南地

の開発道路として重要である。

大阪泉大i-lt 総

大阪東部地区と堺市東部の住宅地l

大阪市中心部の通過交通の減少と

周辺都市間の交通を円滑にし，将来

の市街地膨張に対して中央政状線と

なるもので，沿道には副都心. WI 司

緑地または大公園を適宜配置し. と

m l l 表 新十大政射五環状路線別耳1:1<'1'1内訳長

路 線 名 経 過 地 長 I  全事 体業計問繭

m 口1 百万円

ｭ Ｒ 阪 ｾｉＧ 国 道 丙成区~西淀川区 ＴＰｾＵＰ＠ 9，800 15，400 

大阪 I判池田線 西淀 川区~池田市 ＲＵｾＴ Ｖ＠ 13，800 5，475  

放 街l 盆 筋 線 北 区~箕面市 Ｓ ＵｾＵＵ＠ 15，6∞ 23，838 

十 三 高 槻 線 西淀 川区~高 槻 市 ＲＰ ｾ Ｒ Ｕ＠ 23，100 6，162 

ｾｪ＠ 大阪四日市線 城* 区~四条般町 ＱＵ ｾ ＲＵ＠ 12，700 2，460 

築 港 枚 附 線 港 区~枚岡市 Ｒ Ｐｾ ＸＰ＠ 19，500 29，128 

賂 大 阪 相 原 線 西 成 1官~柏原市 Ｒ ＷｾＳ Ｐ＠ 14，4∞ 4，010 

館以下1 r t 線 般原市~千耳1.，ff，阪村 16  16，000 2，560 

線 大阪以大 iド線 東住吉灰~京大 rn市 22 18，300 6，990 

m 2 阪和線 丙成区~田 尻 町 ＲＵｾＵＰ＠ 36，600 21，360 

計
179，800 117 ，383 

環 大阪内環状線 ｾ 中 市ｾ住吉区 ＲＰ ｾ ＲＵ＠ 33，500 12，030 

ｾＢ＠ 大阪中央環状線 池間市 ＭＮＮｴｹｾ 市 ＳＰ ｾ Ｑ ＲＰ＠ 51，000 33，494 

路 大阪外 f官状線 池 問 司，ｾ以佐野 ｩｬｩ ＱＶ ｾ ＲＰ＠ 29，780 

線 言十
185，500 75，304 

合 計
192，687 

22 

くに東大阪においては 120mの 巾良

を構成する。また . :Y，神高泌道路茨

木インタ ーチェ ンヂと各放射路線と

をむすぶ役目をはたす道路であり ，

大阪国際空港，千里丘陵ニュ ータウ

ンを東西[ 乙新貨物駅，東部工業地帯

を南北 lζ 走っ て以!臨海工業地帯にい

たるＮｩｬｬＺｾ道路である。

大阪外原状線

大阪外周の山麓地帯を走り ，外局

者[1市間の述絡を干討にするとともに，

山滋 住宅適地の開発を促進して外周

都市の発展K 必要な道路である。

建設事業費

新 |ー大放射三環状線の建設事業Y'l

は }j lJ表のとおりである が. 総延長

365k mに対して約 1，927億円と な って

いる。乙のうちすでに着工している

路線は第 2 阪神間道他 9 路線におよ

んでいる。

V  おわりに

以上， 躍進を続ける阪神地区， と

くに大阪を中心とする交通事的やそ

の道路対策の概Ｒｦを ｬ ｩＢ｣ｾしたが，これ

らはすべ て 緊急をｾーする問題ばかり

である。

阪神地Ig. が一体と な って高度のFIt

業活動を絞け ， われわれの Ｑｊ ＧＧＺｪＧ｜Ｇｾ活

を快 的! こするためには道路の建設を

口も早く ｾｴ がねばならない。しか

し交通の木質をみた場合の対策が，

道路だけにシワ寄せされてはなら な

L、。交通の発生. Wl t を促す土地利

用のあり方についても充分な検，Hが

なされなければならない乙とはいう

までもない。都市計画に従事する人

々，企業に従事する人々 ，交通を利

用する人々等々 ，あらゆる人々の協

ノJ でもって交通危機がー LI もl j 1く解

決され，住みよい阪神が実現される

乙とをジみて最後のむすびとする。

( 37年 6 月15 日)

‘'  
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L  :¥1!定 す る 業 務 地 域

は. A.  B.  C の地

区のうち自由 ICプロ

y クを選定して下さ

い。 ( いくつかのプ

ロァタ IC分ち ，その

I プロックをとりあ

げてもよい。)

2.  1;. 速道路よりのラン

プウェイのとり方も

自Il i lC 考 え て 下 さ

い。ただし，高速道

路の日さは7m5∞ と

なっております。

3.  I'ij 良品Ii 係よりぷ ，'i 附

の1聞は 「大阪自 動 'I (

ｾ ｈｵ Ｎｊ ｊ＠ (900台Ilx' &

予定) となります。

必t:- IC応じて駐車r也

設を，呼えて下さい。

4  とりあげるべき地区

( プロック) の再開

発の形態も簡単でよ

いから - ! CIC図面化

して下さい。
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22 ?量量恒圃帽亘書笥E S B

A  地 区

DJ 案 : 秀 島 乾
A ブ ロ ック再開発の構想スケ ッチ
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.， 

1. ｾ￟ｲｉｔ は Ｑ 時間的生命を持つ有機体であり，つねに呼

吸を続けながら既存の殺を脱皮し発展を続ける。パリー

もマンハ ッタンも 2- 3 階建煉瓦造体質の仰心から現在

のそれにみる成長があり ， しかも現1<:: 車交通 IC対してそ

の対策にあえいでいる。カニやエビが成長のために脱皮

するどとく，いかに現在の殻G主築) が資産高く愛着があ

っても将来えの適応え，その除去と再編成が必然である 。

2.  既存飢心区の欠陥は大足車交通 lζ 対する街E許容量;

の過少および駐車スペースの僅少。ブロ ックの任窓的分

割と林立する建築詳のでたらめな乱立。不健康な日 !l i1.条

件や日蔭の谷間の辿続。プライバ ν 一性の欠除や騒音，

Ｚ 煤ｾ＿Ａｦの公害の山積等，人 ｉ ｨ￭ｊの活動や さ ｴ 活の場ーとしてそ

の:E''*i J : 克不快が成長する。

3  スーパープロ ック方式とは，乙れら在来のブロ ッ

ク単位K 建設成長して来た初mr造りの欠陥を排除し ，土

地の綜合的共有と利用，れ ｬｓｲｬ ｪＧ ｾ Ｚ包ｼ自の合理的活用と人工緑

地，各種機能別交通勤線の分自11と統合，供給動脈施設の

総合配管線と維持管理等. rlT街区構造の再編成を郎市計

画的規模で計画する乙とである。

4. 再開発対象地区内の一般木造建築及び古い小規模

の耐久建築はすべてバラ ックと考え，区内の建築群は業

務建築， 居住建築，庖: f uli 建築および集会建築 lζ 分類大

別し ，その用途別機能に応じて統合し，各建築の適正規

模と立地条件に応じて再配位し雄投する。

5. 新設の業務総築は高速道路ノレープにフインガーで

アプロ ーチするモータープラザK 直結して配置し . 3 階

エレベ ーターロビーより出入し，旧業務建築もとのフイ

ンガーより述絡する。

6  集会建築および応告I i 建築は地下鉄駅およびパスタ

ーミナ J レ等の大量交通機関 lζ 直結した立地位内に地下お

よび 2 階専用人道で. i i l i 約され，階段とエスカレー ターで

自由にありばれるそれら屋上の人工緑地はフ見イヤーを凶

んで地下階まで通ずる太陽の光と花!ii . 樹木 lζ 恵まれた

立体的レクレー ν ョンの公園となる。

7. 居住建築( ホテノレを含む) 群は l附 j ・分間It の原則で

庖告I i 建築屋上ゾーンの上に人工緑地Iζ 阻まれて適切な日

J l 日条件の窓と通風，プライパν ーに恵まれて高居アパー

トとして建設される。

8  地区内の交通秩序は既存の平面街路( 入車混合〉

の上 iζ 高速道路から引込まれたフインガー( 高匁率路〕

に迷絡したモ ータープラザで、駐車。貨物トラ ック類は地

下車道で目的建築に逮し，それは商j虫道路下の貨物j 草j 用

ノレープにアプローチする。

9  専用人道は車路フイン ;11ーの下 2 階のレベルで

鉄道駅，パスターミナノレ，駐車広場から人工緑地 lζ 述絡

し. I l l を絶縁した散策，遊歩広場から ν ョッ ピングス ト

リー ト，オフィスビノレ，ホテノレからアノマートまでノンク

ロスで通ずる。

10. ワンクェイの高速道路ノレーフ。内側j線はモータープ

ラザ出入へのサービス車線 ， 占 ｪｓ 心 ｾｉζ 出入する Ｑ ＱＱ は原則

的に平面街路 IL I海さずモータープラサ"1ζ プーノレし ，その

誘致建築物容誌に応じてその上 IL必要収納台数のオート

マチ ックガレーヂを増築する V ステムとする。

11. 要は既存の古ns心区 lζ 高泌道路網をノレ ープする乙と

をテコとして一般平面街路に被せて各種交通勤線の立体

的分離と各極建築.1，f _ 1 の機能別有効立地および述続する j豆

上人工緑地の造成により人と車のノンクロスと 自ns心レク

レ- i ，/ ョン空間の総合配分を計画するのである。

12. 従 って対象地区の何SrlT計画としての質17t ，位i包

運動のマスタープランは，現存の市街に成長する有機体

として技術革新に対応しながら 1 個の合理的な建築のご

とく設計されるわけである 。

スーパーブロ ック方式による都心 区再開発の要点 郎市 ;n耐2正 秀 島 乾
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1. 高速自動車道路と路面自動車道路

ζ のj }j区が一つ一つ I'WH発の対集となる

じ正案 : 竹 '1
1
工務庖設計部

26 
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市 街 地 と 高 速 道 路

われわれは与えられた課題で・あ

るミ高速道協と業務地域の結びご

きミについて考える1下] 1( : ，まつ I"J

速道路をも含めた都心の ￯｜￭￮ 日ｾＱｬｬの
:(E り方そのものについて考えるぞ

裂がある。なぜなら高速道路が元

成して都市周辺や郊外から都心へ

の自動車乗入が容易となったとし

ても ，都心そのものが現在のごと

くただ単時体の建物の集合体七

あり，街路と道路の区別さえつき

かねる状態で・あるならば，かえっ

て混乱!e柏市iをかける結果になり

かねない o . f 1¥¥市の再開発が一つの

理念というか，ある ν ステムによ

って行なわれてはじめて高速道路

も最大| 伎にその価値を発抑ーするわ

けで、ある。それにはどのような方

法が存在するだろうか。

. f 1 ¥¥心にせよ市街地にせよ ，われ

われは乙のr pKパブリ ツクな性作

のものとプライベートな性絡のも

のがあるのに気がつく，あるいは

コンスタントなものとフリーなも

のといい得るかも知れない。高速

道路，地下鉄，路面自動車道路な

ど前者であり，街区や個々の建物

は後者に属する。

われわれは乙のパブリ ックな性

絡のものに一つのν ステムを与え

る必要があるのではないかと. - 0 え

る。

ブロ ックの再開発にしても，あ

るいは個々の建物にしても乙のジ

ステムの巾で・なら，それら白体ど

んな構想で行なわれようとロ由で

ある。しかし都市全体として ，乙

のν ステムの確立が一つの都市的

イメー ジを画かせる可能性を有し

ているのではないかと汚えられる

のである。

乙のような観点、から，われわれ

は怒定地区を A 地区と仮定し，乙

の中 lζ 次の四項目からなる一つの

一一一寸

2.  サー キュ レー ションベルトとサービスベルト

ｬＺｾ 辿 ［ｵ ＱＱ｜の下 ｉＨｾ ｈｕ 詰 かできる

3.  交通系統図

一一一」
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ν ステムを考える ζ とにする。

(1) 地区周辺駐車場

(2) 路面自動車道路

(3) サーキ ュレージョンベルト

(4 )  サービスベノレト

( 1  ) 地区周辺駐車場

われわれはまず乙の地区の周辺について流入自動車を

Ａｾｬｊｉｉ せしめる施設を設定する。当地区の流入自動車の台

数，駐車台数およびその回転率などのt ; J ; 定は紙めて困難

であるが，われわれは周囲の路面自動車道路および高速

道路などの最大断面交通岳を求め，その! 駐車率および回

転本を仮定して( 紙面の都合上算定式および計算は省略

する) 1 日約 4，000 台の駐車施設の必要性を挑定した。

乙れだけの広さの敷地を当地区内 IC求める乙とは本易な

乙とではないが，そもそも乙の高速道路計画が卜地買収

Ｗｾ の ｴ［ｊ ｊ つめから始んと金のかからない川の上を選んだと

いう主旨を ｉｾ Ｇｩ重し ， われわれも乙の ｊｕ ｦｊ ｹ 両総姻 ＩＱ Ｑ ( めん

と'/)<ili として利用されていない) の水を抜き，乙乙 lζ 一

大地下駐車場を計画した。今乙の同級腕川を):1(¥めて駐車

湯とすれば一車当り 40m: ! として突に 5，000台の駐車が可

能である。従って地下二屈とすれば隣接地区のも兼ねて

立派に必要E を満す周辺駐車場となる乙とがわかる。

なお乙の両横堀川の上を走る高速道路と地上との述絡

はJlffili とも 1 カ所づっ平野町筋当りでランプが設けられ

ており，従って高速道路よりアプローチする自動車も ，

能本的IC 乙の地下駐車場を利用できるし，後 lζ 述べるサ

ーキユレー ν ョンベノレトの出入 n もζ のランプと述給す

るように計回iされている。

( 2  ) 路面自動車道路

山地区内の既存道路を整理して向動車道路を限定し ，

それに方向性を与える。それ以外の道路はすべて歩行者

のための街路とする。路上駐車は一切禁止する。従って

乙の目指 l師向動車道路は都心部相互の通過交通，タク ν ー

および門家駐車場所有者のみに利用される乙とになる。

乙の路而 Ｑｾ ＡＱ効率道路 Ｑ＼ＺＺ よって医切られる Ｒ Ｐ コのブロ ッ ク

はそれぞれス ーパープロ ック的にNIJI4発されるべき規模

をイi している。

竹 中 工 務 庖 設 計 部

(  3 )  ミサーキ ュレーシ ョンベルト ミ

路面 白動車道路によ って区切ら れたプロ ックのいずれ

にも iili 絡でき，かつ術糊する自動車専用道路を地 FIζ 設

ける。われわれは，乙れをミサーキ ュレ- i / ョンベノレ トミ

とl呼ぶ， ζ れは単lζ 地下自動車道路であるばかりでな

く，ガスｾ市気，水道，下水なと・の都市設備を含む立体

構築物て・ある。乙のベノレ卜は特定の場所において路面道

路とランプによって述絡し，高速道路とも容易に主l ! 絡す

るよう計画きれている。乙のサ ーキ ュレー ν ョンベノレト

の設定はとの地区内 ｉｃ おける各ブロ ッ ク ｉｃｾ る主要サー

ビス道路として決定的な性絡を持つばかりでなく，後述

するブロック内サービスベル トと 結ぶととによって再開

発を促進する媒体ともなると考えられる。

( 4) サービスベルト

現在大阪市当局の考え方の中 lζ 大プロ ック制という乙

とがある。都市を再開発する場合 IC大ブ ロックごとに行

い，とれにいたる交通はi I i で考えるが，ブロ ック内の交

通についてはそれぞれブロ ック内でお互に解決して行く

方向へ向うことを望んでいる。育iJ述のサーキ ュレー ν ョ

ベノレトは，乙の怠| 床においても当然ノマブリ ックな性杭を

持つものであり ，市当局として考えるべきものである。

われわれはプロ ック単位の再開発を考え，また市の考え

方1<:: のせるという怠味で， ζ 乙ICサービスベノレト方式を

提案する。乙れはブロ ック内におけるプライベ ート な自

動車道路である。各ブロ ックは乙のベル トを持つ ζ とに

より ，ブロ ック内の各辿物のコアを述結し ，さらに乙の

ベノレトとサーキ ュレー ν ョンベノレ卜を結ぶ ζ とによって

あらゆる都市設備の導入，サービ ス用自動車の出入，臼

己ブロ ック内のl駐車場の設置などを械めて円i ' 1 ' t に行なう

ζ とができるのである。

われわれは以上の項目よりなる ν ステムを市街地にま

ず確立する乙とにより ，都心の再開発がおのずから促進

されるような一つの可能性の基般が造られるものと考え

る次第である。

乙の計画案は美しい少を持つlill 惣的な提案ではなく，

また飛践的な解決案でもない。むしろ械めて現実的であ

り建設71] も少なく ，今からでも始められる性絡と内容を

持つものであると信ずるしだいである 。



A 地 区

rn 案 . 竹中 工務庖

、

、

4.  平野町筋付近の高速道路

地上へ述絡するランプや地下述絡ロが兄える

5. 地下駐車場と高速道路

， 
ヂ ラ /

戸 ダ ー

ｾ〆［Ｏ戸手

メ，
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[IL竹 ! 工務居

6. 路面自動車道路とサーキ ュレー

ションベル ト

プロ γ ク的 IC j ヰ明発が進んで米れば路面

自動車道路と交さくしない人間のみの道

路が可能になる。サーキュレーションベ

ルトからサービスベルトへのi ! l i 絡口が見

える。

7. ブロック再開発の一例

サービスベルトが地下を巡回しその周辺

IC地下駐車場がとれる。地上は広い共通

の中路を因んでピルや ｦ 占舗が一つのＱｉｾを

構成する。



.  

B 地 区

ドー
案 : 共同設計 K K

S 由司L ま十及、字、t 町

、F ・・ $  

大 阪 市 内ハイ ウェ イと 業 務 地 域 の 改 造 計 画

共 同 設 計 株 式 会 社

大阪市内 に計画されているハイクエイは 2 つの目的を持っていると怨像され

る。すなわち，

1. 大阪市外から大阪中心部の業務地域へ出入する交通がスム ースにゆくよう

K 。

2.  大阪市外から市外へ市内を素通りする交通がスム ースにゆくように。

の 2 目的がある。

そして市外lζ 結ぶ線としては神戸方同，京都方面，八尾方面，堺方面の 4 線と

新国鉄駅をt: 6 ぶ線が計画されており，業務地域と結ぶr;fj(と しては東西線の両端が

それである。いずれも高架式の自動車専用道路ではあるが，交叉Jえにていくらか

のインタ ーセク V ョンがあるので中程度の高速が可能であろう。

以前lζ 日本建築家協会関西支部内問屋街改造委員会が提案した案は，南北線よ

り問屋街区へ車を導入し ようとするものであったが，本案ではハイクエイの性質

上それよりも東西線を業務地域へのアプローチとすべきだという立場をとった。

乙れら高速道路ができあがる頃になれば，おそらく自動車の台数が増えて，市

内の交通麻痔と交通事故はひどいものになっているであろう。ニ ューヨークやパ

リの例を見ても明らかなどとく，自動車台数の増加は道路の拡幅や新設よりはる

かに容易でもあり，かつ大きいのであるからである。われわれは何の心配もなく

街が歩けるような楽園を都市の中に務回する乙とを考えたい。

乙の案は共同設計 K Kの研究グループ( 佐江木7 治，畑中成雄，藤本裕美，林

美秀，服部卓爾，材野博司，河村l昭子，塩田征夫，宮川厳など〉の共同製作であ

る 。 ( 飯 田 精 次 郎 )
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われわれが研究の対象にとりあげたの

は. ハイク エイ東西線以南で東西横姻上の

ハイク z イ!C挟まれた長射川北の地域で，

いわゆる B 地区である。

ζ の地域は井1也筋，松屋町筋，心芥J制的

を含む南船場といわれる上地で商都大阪の

中心地として長い歴史を持っている。封建

l時代において政士をも 凌いだI f l T人根性がい

まだに続き，商人特有の生活環境がいまな

お残っているのでめる。

乙の地域のなかには ，御堂筋，堺筋，本

町線のどとく道路としてみても ，かなりまを

怖されており ，また沿道の建物j もかなり近

代化されているものも含むが，その他の地

域は道路上での許可捌きあるいは路上駐車で

道路はほとんど機能を失いかけており ，両

側の建物J も低周木造建物が処狭しとばかり

建込んでいて ，混雑，不衛生，不在II 康，不

便，不] i : 全，都i!i 脱 lζ 悩されている。

乙れを改造する案を作成するに当り，次

の 2 つの目標を持った。

1  計画されているハイクェイと業務地

とを結び，一方lζ 業務上の輸送をスム

ースにするとともに，交通難，交通地

獄を緩和しようとする。

2. 地域内を改造して働きよき住みよき

街として地上の楽園とする。
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1. ｾ百述道路東西線

2 方通線行

2.  高速道路環状

l 方 通 行

3. インターチェンジ

B 地 区

4.  ＮｾＭｦｊ速道路と ［ 業務専用道路の 7. l!Il  筋 10. 業 務 用 ピ ル

インターチェンジ

5.  業 務 専 用 道 路 8. 100m道 路

(高:，;¥grl 'l i!Ii) h. 45 

11. {主 宅

ＶＮ 御 Ｇｾｴ 筋 9. 長 J1m 市場 12. コミュニティー

センター

計画の' 関子は次の通りである。

1. ハイク ェイとの結び付き

13. 学 校 16. グリーンベルト

14.  御常筋オフィス 17. 保 育 所

ピノレ静i

15. 明筋商I，'jjij 18. ヘリポート

rn 案 : 共同設計 K K

ハイク エイの性質上東西線の 中央附近より業務問中速道路サブクェイを 2 階 ν

ベノレ (4目 5 m) で側線により取付け， 乙のサブクェイを 2 階のレベルで業務地域

内を環状lζ 走らせた。

これに面する業務用ビノレは共同荷扮IJ 場をとり，将来の理想、としては業務用自動

車を地上へ下ろさない。倉FI王は地階にとるが，乙れは 2 階からリフトで直結させ

る。

2.  ｾ荷 センターの保留

遠隔地輸送のため運送業者の集荷 センターを ζ の地域の 4 階1[. 配置して大型長

距隊用 トラ ックK 直結させる。

3 . 建築物の高層不燃化

建物は地上lζ 緑地帯をとるため出来得る限り高腐化 し，建蔽率を低くしかっ耐

震耐火の構造とする。

4. 業務用地域と住宅地域との分離

業務用サブクェイを境とし，商業圏と住宅図とを分離させ ，住宅は緑地の中 lζ

配鐙し ，コ ア- K コミ ュニテ ィーセンターを設け， 官公庁関係、建物，教育施設を

つくる。

5  将来の交通の立体化に備 え，ヘリポート，モノレールなどの建設，土地の

立体的手IJ 用，輸送力強化ができるよう，各建物の屋上lζ しかるべき必要施設をつ

くる。
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案 . 共同設計 K K

「ハイクェイが出来た

ならば街がよくなる」と

考えられているが，実は

それだけでは少しも理忽

は現出 しない。それを足

場としてさら l口三5い段昨今

の計画が必ｾである。

乙んにち都市計画の課

題は山積みされている。

自動車の駆音， 交 通 事

! 次，交通知 ，排気ガスの

有 jii 性 ，地上残るくまな

く建詰った市街地， JE! の

場所の似少，業務上の無

秩序による混乱不便，美

観上の問題一一考えてみ

れば数限りがない。

都市計画は国の仕事でt

あるとか，役人の仕事で

あるとかいわず，大阪に

住む者，とりわけ建築家

は乙の改造 IC真剣 lζ 取組

み，本当 IC働きよい ，{よ

みよい街をつくるため，

お互に手をとりあって研

究しようではないか。



Fog I 計 画 図

rn 案 : R I A

R:ff 業 地 区 計 画

ｾ＠ 1  地区選定

J じを本町通り，南を長品Ai 川パーキ

ンク ，東西を* および西横姻川の I"J

.iili道路lこ図まれた1，074.  ＸＵＶ ｭ ｾ を計

画地区として選定した。

選定の理由は ，本町通り以北のブ

ロックは現在ビジネスセンターとし

ての性格を次第κ 明確にしつつある

ので，大阪市の性絡を考える場ー合，

やや単調にすぎ ，長郷川以南の地| 廷

は， Ｏｌ 、 ｸ 縮 ￭ｦｊ ｪ ・ 道［聞郷 ・ 千ＱＺ Ｑ 日 ｾｊ など，

乙れも高速道路との関係を考えるに

は地区の性絡が特殊すぎるという乙

とにある。

選定地区は， ｬ｡ ＱｊＺ ￅ ｾ 筋 ・ 堺筋という

性絡を異にする南北線と ，高速道路

化される築港 ・深江線が通過してい

る乙と，現況での25. 696の広舗f ) ! :JTl

住宅， 8. 296 の仰問屋に対して，鍛

本国Ji 且

ＡｲＭ， ｻ｢ｪｦＯｬＪｾ＠

RI A 建築綜合研究所大阪分室

行，事務所などの上地利! 日 ，杉が33. 7

96である乙とも，中小企業と大企業

の泌合地区としてきわめて大阪的で:

あると考えられた。

現在の選定地区は，人口 54，000人，

容積比 ＱＰＶ ＹＶ ，建築商右 ｾ Ｑ ， 070， 000m
2  

自動車2，750台である。

ｾ＠ 2  現行法規下における発展の

予 想

乙の地区が今後どのように発展す

るかを， 'i うために ，とりあえず現行

の建築法規でチ ェッ タしてみると ，

本町 ・築港 ・深江 ・凶長期の東西線

と，御堂筋 ・堺筋の南北線lζ 面する

地区はもちろん 9 階可能，その他の

道路でもすべて 8 階と7 階で， トー

タノレでは 600 という容積まで建築物

は増加できる。乙の数字は現在の容
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積比 106 と比べると 6 倍近いが，は

たして乙れが現在計画されている高

速道路によ って誘発される地区の発

展のイメ ージに ，そのまま結びつく

かと' うかという 疑問がでてくる 。容

fl1比 600 の場合，昼間人口 3 0 - 4 0万

人，パーキ ングを必要とする自動車

台数だけでも 6 - 8 万台となり，そ

の必要面積は 2 - 4 h a，つまり現在

の建築面積の 2 - 3 倍となる 。乙れ

は，根本的な市街地改造を行わない

かぎり ，自動車は地区全休を 3 屈に

重 ってかぶさったまま身動きできな

い状態になる乙とを意味する 。

( Fi g Ｒ ・ ｌｩｳｾ 1)  

ｾ＠ 3  専用地区の設定

乙の計図では，容積比を 300 と抑l

え， 用途地区を 厳密 It : 指定してい

る。

術J i I される 人 u 15- 20万人

( 現在の地加率から考えると 5 - 6 年後

ICは ζ の数 ' f:IC ; j >する)

0! 築I町桜 3，200，似JOm"

，1M .1在 地 区 132%

{上，f，iM合地区 60%  

緑 地 面 積 40%

道 路 20箔

そ の イ也 48%

パー キング 1，瓜JO，似J Om" (2.5- 3万台)

( Li . 1  1)  

幹線道路は，他の地区とを結ぶ動

Ｊｊｾ として，現在のまま使用する乙と

を原則とし，商業地区は，御堂筋 ・

堺筋の現在の地区をそのまま存続さ

せ，乙の地区の特色を示す中小企業

lζ 代表せられる住商混合地区を 2 本

の高速道路にそった地区に集中して

いる 。また，現況で 4 96を示す専用

住宅 5. 396の文教施設は ， 他のブ

ロァクに移動させ， 寺院 ・公共施設

は，築港 ・深江線の両側K 設定され

た緑地，H干の中 lζ 入れる 。 ( F ig 3)  

H  計画についての説明

①地区外とのつながり

。汁岡地区は ，J t はオフィスt.Fi ，ｾ Ａｩ ｬ ｩｪ は ｾ州 ｬ 化

されつつある住附1M合の問屋街，市は心持制3・

f nlli/ ・ナンパの消 1'i セ ンタ ーとそれぞれ性絡

が迎う地区 IC阻 まれているから ，四周への接触

の方法はそれぞれ民っている 。

北へのつながりは ，二本の高速道路，御堂筋

. J明筋の自動 市交通によるものの他 IC ，堺筋 IC

地下鉄新設を考慮している 。 乙れは ，通勤JIJ の

ためと ，J界筋が自動市交通lil の激Jtj のために ，

在米の通り ｊｾ 式の 市 街 地情 成が変質してしまう

ため ，それに 代 るペデス トリ アンの通路を地下

鉄のコンコ ースとして地下 l 階尚脳術を形成さ

せ， ζ の地区と 南 とをつなぐ 動線として残した

ためである 。 御ｾ 筋 側の歩行 者［ のためには Ｎ hiJ 

じようにオ 7 ィス街の単調な性絡を.Ii うため ，

心斉繍筋を J tl C延長した路線 IC ピル街の コ ミュ

ニ ティを ｊｾ ねて路線 状 ｉ ｃ シ ョッピング ・ 食常 ・

ホテルその他を配置している 。 己れは ，ζ の地

区が他の地区から質的に独立したものではな

く，相互釘流を行なう ζ とによって人11日のすむ

術として十分の魅力をもた せるための必要な配

Ii¥である 。 ( Fog 4 ・F og 5)  

② 自動車のための計画

自動車産業の発展は，大阪市でも

年 々総くべき保有台数の増加をみて

いる。 36年の15人It: 1 台に対し 5

年先では 7 - 8 人It: 1 台， 10年では

4 - 5 人K 1 台という 犠加率では，

むしろ危険側の予測であると さえい

える。 ヨ1 したがって， 現在の大阪

市内の交通停滞からみて，高速道路

の新設だけでt はζ の惑条件は少しも

解決されない乙とは明らかであるか

ら，予測される乙の地区の自動車の

通過批，パーキ ング面積，その配{白

は，その限度を越えない範囲で計画

きれなし、かぎり ，その意味を失って

しまう 。

そ乙で，入口15- 20万人，最大 5

人IC 1台のi駐車施設を一応のメ ドと

してみたが，機能別にパーキングを

考えると次のようになる ，.， " ( Fi g 6)  

a1  busi ness park 

，，2  wai t i ng park 

a3  shoppi ng par k 

a4 amusement park 

b  load i  ng  park 

c1 wal  ker' s park 

c2 est abli sh ment  car- park 

乙の地区で b 系列のパーキン グが

そのまま 一つの用途地域とな って独

立 してい るが，貨物自動車のM合<tJ

7出版めて向いため ，適切な処lnが必

裂と考えられたからである 。

>10 ， ，::2，大阪都心部の路外イi 料駐 '111品につい

て 大 阪市立大学 川名古エ門外

日本地築学会論文集 34.2  

③御堂筋と堺筋 (商業地区)

大阪の代表的な二つの道路は ，商

業センターという点では同じ性絡を

もった地区として計画されてい る。

歩行者の動線は 2 階の床にと られて

いるため， buss i ness  pa r k 道路か

ら直接行える 。どちらも，地区制を

された区函lの中で， 容積比 800，ｾ＠

築物の位置の規制を うける 。 w alk -

er' s par k は，オフィスピノレ地区の

裏側に 2 庖と られ，東西低迷期サブ

クエイからアプロ ーチする 。パーキ

ングビノレディングを高層化しなか っ

たのは，あまりにも人間のためのサ

ービスが失われてしまうためで，乙

乙でも開放された空間としてガレー

ジが計画されている 。ガν ージから

の階段は，そのまま商業地区のコミ

ュニティとなる食堂 ・ロビー ・ν ョ

ップをもっ屋上庭図につなが って，

中央の緑をみ るととができる 。

( F ig  7)  

商業地区の敷地区聞 は， 8 0 m x 90 

m をユニ ァトとして，その聞に通路

ともなるクリヤランスをとってい る

が， 御堂 筋ｾＡｉｊのオフィス街では ， 各

企業がコンビナートを形成して，ビ

ノレ建設および経営を行ない， クリヤ

ランス 部 分 ｉｌ ｲｲ ｾ 直 の ￭ｬ￬ ｩｊ線 部 分をあ ら

かじめ設けるという 面的な構成を図

っている 。

@ 高速 ビルデ ィング

乙のm削の特色は ，1i 尚illft 地区をはっきり

とmi 主地区として l1i立させた E とだろう。

尚速道路 IC そった E の地区は ，プランチされ

た 1 段ないし 2 段の巾述 ・低迷の道路をそのま

ま各企業の門口広 場入 している 。前さばき ，:0'

Hl ，パーキング，事務所および街合が同府のピ

J レディングを形成するだろうが，ζ 乙では階毎

IC同じ被1mを集め，それらをランプ ・専用道路

で連結している。各企官のカの去のでると E ろ

でもあるので，道路 IC而して一定の間 n と悠物

のクリヤランス規制にとどめ ，建設んf よでは色

々独立できるように JI I曲iされている。

五M送業パーキ ングヱ リヤ，その他中小企業併

の ｊｾｨ［Ｏ ｽｪ 面設となるものも ， ζ の 地 区 ｉｃ 集中 して

いる 。

住 ｊｉ ＡＧ ｾ は ｉ lri (WJ として ，11¥身7円だりを哲えてい

る。 ( F og 8  • Fog  9)  

なお ，交通関係の資料については大阪市立大

学郎市計画i研究室のど好意によると乙ろが多

い。 (植田一豊記)



A 地区

じ{ 案 : R I A

Li st  1  

O 現 在人 口の再配分 の場合

人 口 54. 000人

容 積 率 100泌 (20 m
2

/ 人)

建築延面積 110万0 1
2

22万m
2

・ (20% )

テー一「ー一- - ーー→一ーーィ

ト 0. . - - - - ;

ｬ ｟Ｇ ｾ ＧＭＭ 一一一一一｟｟ｊ :: . _ 一一一 i  

.  
!  ｾ＠ 築務スペース 1  1  

r ー ー 可 「ーー - ' r - ー，

ト一一_ - ' .... _一 一ー『一ー -----' ¥ : ーォ

本町通

築港深江線・

商久宝寺} 且

..... .... ・. gs首

8s百

白: :::: :: 7s首

西長堀川、

大 企 業 48. 4万m!! .. ー( 44%)

I  パー エンタ Z ペース ー- - - ーー-，

ー」ーー ーーーー“ - - - ー一ーー』ーー ー一一一ー白ーーー ーーーー ー ー トー- G L  

自 動 車 数 2. 750台一日 (400m
2

/ 台)

駐 車 施 設
82. 0∞m

2
... . .  (30 m

2
/ 台)

0 容積比 300%の場合の配分

人 n 162. ∞0人

注 一 年20，百の刷 IJ!Iヰ1とすれば 6 年後の人 1 1

AA築延面積 320万 0 1
2

j
中小企業 64万m

2

・… (20%)  

{大 企 業 141万m
2

・・ (44%)

自 動 車 数 33. ∞0台 (5人/ 台)

駐 市 胞 設 I∞ 万m
2

. ・(30 m"/台 )

0 容積比 ω0%の場合

人 口 33. 5万 人 (20m"/人)

Tl 一年20%の人口地1m率とすれば10年後の

人口

総集延商積

i  中，小他lト凶、企企

大企』業E  

自 動 可市t 数

耳到J 1邸l紅主 』施面 設

640万m
2

128万0 1" •.. ( 20% )  

282万0 1" .. .  .. ( 44%)  

66. 000台 ・ (5人/ 台)

200万m
2

… (30m
2

/ 台)

L一一ーー『ー

Fi g  2  怒 さ 制 限

言】ー 一量 旦 止
重 量

= > 三 - 三 三三=

Fi g 3 機 能 図

Fi g 4 ピジ不スセンターのためのサービス胞設〔レストラン ・ショッピング ・ホテルなど) は低崩で，

オフィス 11 : プラッツでコヰク卜する。乙のサービス胞設は南へのびて心斉摘筋へつながる。

芭 J 戸"墨

九九.J ビジネスゾ ン

. . ・:i菌性，E吉ゾーン

パーキノダゾ - /

むご グリーンゾ y  
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Fi g 5 御蛍筋・ Bussi ness Par ki ng， Est abl i sh ment s  Car  Parki ng は l 附，人聞は 2 階を W< 0  2階ま ではD;( WJ として lJ>，: j主主l聞を指止' し

て， 111*グリーンベルトと空間との4訂正何人を行なう 。
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Fi g Ｘ 尚 ＱＱ 混合地区ではフロアーの［Ｉｬ＼ ＱＱ 化と ｪ￶ｾ の立体化をオーパーラァプさ

せ て と の 上t ζ;キ企慢のピルディグはのっている。

Fi g 7 人と自動車の関係

Fi g 9 商住混合地区とハイウ ェイ
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大 阪 都 心 再 開 発 地 区 空 間 構 成

問 ( 0 ; 公凶

l出作な らひ l ζ J 十幽決

定メインロード

rn 
鍛内幸雄

案 : 湯川利男

40 

高 速 道路体系

アーテリー ＶＰｫ ｭ Ｏ ｨｾ＠ ー .. .  ar  

減加述T f [ 線。 ac

サービス ・ロード 40km/h.... 8 1  

デリパリイ ・ロード 20km/h.. dr  

再開発スーパ ーブロック R B

7 プローテ .... ・ ・ a p  

モーター ・ハーパー .. ... M H  

術的j . 〆ぜース

来降 ・パース

給I 1h . パース

ノマーキング ・パース

他モーター ・サービス

リ7 ト ・コア

人 ・何物

ロータリー・

ランプウェイ 0 ・

フライオ- / ぜーー

アンダース J レー

L C  

r、v

f  

u  

高速道路網 ・アーテ リ- ，サービス ・ロ ード 。

デリパリ ーロー ドす7. 5M レベル

ζ のパッチをつけた地区を鉱大したものは上

凶の「大阪都心再開発地区空間構成」である 。



阪神高速道路の建設にともなう大阪業務センターの改造について

11反事1
1t1l 1市闘の中核としての大阪業務センターの，l j める

位置は大きい。それが郁子IJ の流通センタ ーとしての役割

が重大であればある程，現在の道路交通の i l nえから危倶

される i隊列I状態一一それはすでに始まっている ーーを解

決すべき根本的な数済策が考えられなけれはならない。

阪神高速道路の建設は，その意味において非常に有効

なものであるが，問 i時K 乙れを契機として大阪神都市幽

の商業核としての機能を十分発邦せしめるよう ，業務セ

ンタ ーの性絡，上地利用，形態，交通網等を再検討し，

線本的な改造計画を樹立する乙とが必要であろう。

乙乙で，現在もっとも似乱の著しい業務センタ ーすな

わち阪神高速道路環状線の内部とその周辺地区の卸売業

地区について ，環状高速道路への結びつきを主体として

再開発の技術的挺案をしてみたい。

1  . 卸売業を都市周辺に分散

I液状高速道路の内部およびその周辺では. ｾ Ｎ紙 ， 雑

貨 . J r t 製版，銘木等の極々の卸売業が集り街区を構成し

ているが，昔ながらの狭い道路Iζ 凶まれた ，小 さいフロ

ックに似在し，そ乙で wholesa le shoppi ng と同H寺に

膨大な貨物の搬入，搬出が行なわれ，交通泌乱の主袋な

凶をなしている。

乙れを根本的に解決するためには，すべての卸売業を

占ijnll 周辺へ出してしまうか，または都心部には shopp

l ng 業務( 卸売り super  mar ket の形態で) を残し

て，都心部lζ 存在する必要のない倉wとそれにともなう

巡送業務を都市周辺に分散さす乙とである。

乙うする乙とによって， 膨大な交通s の発生源は叡心

をはずれることになり ， 都心空間に相当の余祐を生ず

る。

2. スーパー・ブロックによる再開発

高速球状道路lζ 凶まれた内部地区は，業務専用地区と

して準世平等のみを残して ，一般世持の住居およびそれに

ともなうような施設はすべて郊外 IC移すという主旨で再

開発を行なう。

J l ; e 存主袋道路すなわち御堂筋，堺筋の尚北線. j じ浜一

淀屋橋および本国12 - 4 r 目の* 副総uζ 沿うブロックは

すでに商業ビj レで南町l化され再開発の余地は無いので，

そのまま，残す乙とにし，その内側の地| ぎを. 4 - 6 ブ

ロックをひとまとめにしてス ーパー・ブロ ックを構成し，

ブロ γ ク単位IC前述の wholesale shopping  (super 

mar ket )  とその従業員の位二宅およびそれに必要な施設

一一 食堂，診波所，娯楽施設ーーを谷れ，問 11寺に十分な

ノマーキ ングで，ガレ ーデそして一郎倉山等を長iiZ定的 lζ 上

・下K 分離しながら，業務が能率的lζ 行なわれ，準世帯

の生活が輩かに営まれる ようにする。

3. 錯綜した交通の整理

業務センタ ーにおける業務と生活が，能率的lζ ，迅速

にかつ安全に行なはれるために ，交通計画として次のよ

うな提案をしたい。

付) deli ver y road の建設

業務専用地区内部と外部との自動車専用道路と して，

前述のス ーパー ・ブロ ックの周辺をめぐり，直接高速道

路と結ぶもので，在来の道路』ζ 積み重ねて設け，現在の

道路と区分して能率，迅速，安全を確保する。

スーパー ・ブロックとは 2 ケ所 r amp で mot or  

har bor と接続する。また高速道路にのらない都心内部

の交通は，現在の道路を生かし ，スーパー ・ブロックと

は，同様に mot or har bor で接続する。

(ロ) pedest r i an rout e の設置

業務専用地区内の歩行は pedestr ian rout e - 一現

在の道路および del ivery  road と上下に分離された

pedest r i an deck および bri dge- 一ーにより ，これに

沿って whole sale  shoppi ng  (super  mar ket ) を目司

くようにする。高速鉄道との結びつきは ，エスカレータ

ーを利用するようにする。

付 モノレ ーノレの建設

乙のように再開発を行なうことによって，業務セン タ

ーの容積率を高め，商業スペ ースを増加さす乙とができ

るが，これに従って増加する通勤者のための高速鉄道

は，容量，歩行距離，現高速鉄道( 地下鉄〉および計画線

等から考えて ，東横堀川 IC高速道路と並行して一本新設

したいと乙ろである。乙のような位置，建設の離易，

pedest r ian rout e との結びつきから考えてモノ レー

ノレが望ましい。

高速道路を主体とした交通系統をわかり易く示せば，

次の通りである。

一 例

ー /〉一体:

以上，非常1ζ rough な提案であるが，考え方の方向

をＯｾすものとして ，幾らかでも参考となればネである。

1夜 内 幸 雄

湯 川 利 和

( 日本住宅公団大阪支所)

41 



42 

A B地区

鍛 内幸雄

案 : 湯川利和

再開発例1 . R B l l - 3， 11 1 - 3  

肥後編附近を南から宝lむ。

+ 7. 5Mレベルのデリパリーロードと 十15M

レベルのフット ・ブリッジが既イf G L ロードに

制約をうけずに辿統的な大スーパープロァタを

構成してゆく。

再開発伊IJ 2. R  B 1111- 3， IVl - 3  

ju修町'H近を必南からヨ1む.

高速鉄道淀屋椛駅を降りた等 I立、ruj 辿エスカ

レーク でフットレベル ( + 15 Ml へ五II ぴあげら

れてくる。 E 乙で彼らはまったく阿! . I J hJI( 交通と

は分離された 、いわば「国際見本 jfi J がつくら

れているような空間κ 自分が今いる ζ とを発見

するにちがいない。



随 想 1

阪 神
十
回

向
速

中 ;尺

噌.

阪神道路公凶がさる 5 月 1 日発足した。乙れまで長い

間阪神メトロポリスというような近代的言葉が方々に流

れておりながら，実態はニ品とあまり変り( - ; えのしない大

阪，神戸であったのである。公団ができ，乙乙数年の聞

には欧米都市なみの大都市ができそうに感じられて，い

ろいろのイメージが浮び上 るのは単に筆者のみではなか

ろう。本号では多分その道の専門家によって阪神高迷道

路そのものの解説がなされるで あろうから ，荘、はそれに

はふれないで，編集者から求められるままに，これに関

連した感怨だけを述べたいと思う。

1  あ っ と い う 聞 の 公 団 成 立

法案が国会に はi されてか ら，通過するまでに，もたつ

く例は相当に多し、。また法案になる育ij に長い間，新聞紙

上にたな上げされ， I悩しものになる場合も多L、。今国会

をやっとの乙とで通過した新必業都市建設促進法などは

その適ザIJ である。乙の乙とは各省の総張りで主張がくい

ちがったり，民間人のうける利害の得失があってまとま

りにくかったりする乙とが原因である。と乙ろが阪神高

i車道路公団の場合は，ま乙とに白のさめるような早さで

あった。私の記憶がまちがっていなければ，行政管理庁

が交通閣僚懇談会を大阪で日目いたのが去年の秋であった

と思うが，その新聞記事で，阪神間の府県，市 ，商工会談

所などが高j必道路公団の必要性を強調していたと恩う。

やがて中央へi際的ー凶がいったと報ぜられた。国会の手伝が

あくと法案が提出されてすぐに通過し 6 月発足の予定

が 5 月にくり上ったというスピードぷりである。乙れは

とりもなおさ ず| 止論の力である。衆自の一致すると乙ろ

であり，機巡が熟していたことを哀書きするものである。

これをみるにつけ，それにはそうなるまでのいろいろ

の原因があったと思う。機: i i l i が熟するには遠因があった

と思うのであって，乙れを少し くほりさげてみることは

都市計画を進めるための参考になるのでは なし 、かと恩

つ。

遠因として二つあげようと思う。一つは国述調査団の

来 日K よって都市計画への関心が高まった乙と。二つは

現実に，大阪が交通 7 ヒl乙見舞われている事尖。第三は

乙れを私はもっとも重視したいのであるが，市民の実践

道 路 ワl乙
田

Jl二i、

誠 fls 

:iiliill! Jであると思うのである。以下乙れを少し説明してみ

Tこし、。

1960年夏以来，国連の調査団が来日して同本側の学者

団と共同で阪神都市悶調査第 l 次報告を出した。本年さ

らに来日して第 2 次調査を目下進めているが，これはわ

が国の朝野 lζ 対して都市計画( 広い芯味の〉に関心をも

たせる乙とに役立った ζ とは非常に大きい。とくに中央

官庁が主要課題としてとり上げるようになった効果は，

乙乙数年来に出たいろいろの法律や計画にあらわれてい

る。たとえば，低開発地区工業開発促進法，新産業都市

建設促進法，防災建築街区造成法，市街地改造法，また

最近，新l1[j紙上l乙出ている経済企画庁の国土総合開発計

画，自治省案と称せられる広域都市法などをみても，そ

の熱芯がうかがえる。これらの法律や計画は所得倍増計

画，地域格差の是正，大都市への人口集中の抑止などの

目的で作られたものであるが ， ζ れが束 ｉｪｾ 火剤として国連

来口をあげることは不当でないと思う。

国連来日をさらにさかのぼれば，大阪市を中心として

数年前! こ結成された阪神都市協議会，大阪市隣接都市 協

議会がたえまなく調査を進めていた乙とを記憶せねばな

らない。また 1958年東京で位されたエカフェのリージョ

ナJ レプラン会議 lζ ，阪神における乙の二つの協議会の活

動が報告され，国連がそれに興味をもったことに端を発

した乙ともその遠因なのである。

第二は現実の交通マヒである。これは一日午年秋の乙と

だったと記憶するのであるが，ある日ちょっとした交通

事故をきっかけにして，十三橋から肥後椅にかけて 10

1時聞にわたる交通 7 ヒがお乙り ，市民をおどろかせたの

である。ところがそれに似た 7 ヒが方々におこり，また

その頻度がはげしくなった。第 l 次交通規則， ｾ Ｒ 次交通

規則がはじまり ，右折祭止，一方交通，駐車禁止がひろ

がっていった。乙れは市民』ζ 強く印象づけていった。

tn三は極めて卑近な，そして迂遠な市民巡ill! J である。

「道路を広くつかう巡動」をとり上げたいのである。

「みんなの道路，みん なで広く 」といったよう な標語を

みて，実は最初は私はばかにしていたのである。そんな

ことで交通マヒがな くなる筈がないと思っていた。そし

て事実はそうだと私は今も信じている。だが今にして思
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えば，乙れが相当キイていると思うのである。

大阪市はかつ て 「町を静かにする運動」をおとし，

「注意と徐行J で大いに町を静かにし，全国に普及して

いってほめられたのである。道路を広くつかう巡i l l I J も，

その味を忘れかねての巡回j であろうが，そう は初11の下に

どじょうはい ないと思っていた。片足駐車などを やり出

したのである。問屋街ではどうしたら道路を広くつかえ

るかを実地で研究した。乙れは市民に自分の乙ととして

考えさせたにちがい ない。乙の市民の実践は結局，道路

自体を広ろげなければどうにもしょうがないと考えさせ

たであろう。また，道路を広ろげるだけでは，そ乙で荷

主!i ，荷釘lをやる限り交通難は解決しないと考えさせたで

あろう。さらに用事もない大きい王11が，無H音』ζ 通る乙と

が交通マヒの原因だというふうに考えるようになったで

あろう。是非直通する高: i i l i 道路が必要だとも考えたであ

ろう。乙れは多分に私の推移がはいっているが，乙のよ

うな実践が交通に関する知識を啓発した ζ とは否めない

と恩うのである。そして，乙ういうやり方が都市計画一

般についても必要だと思うのである。セッカチな設備だ

けでは納得させられるものでなく，市民の実践を通じ，

自分で納得するような方訟を案出する乙とが賢明なやり

方であるように思うようになった私である。

2.  高 速 道 路 だ け で 交 通 マ ヒ は 解 消 す る か

高速道路は有料であるから ，ゲー トでは車は停滞する

が，これは仕方がないとする。猛スピードで走ってきた

ところで，地上lζ 降りたとたんに走れなくてはなんにも

ならぬ。つぎからつぎから車が地上に降りるのであるか

ら，その先が思いやられる。その点，国鉄の幹線とはち

がう。国鉄はそれだけで終りなのである。高速道路は入

閣の体でいえば大動脈ではあるが，それが毛細管にまで

つながっている。そのつながりがうまくいかぬと脳溢血

をお乙したり，脳軟化症をお乙す。

ゴーストッ プがない乙とは確かである。立体交差の述

続した ｊｾ ともいわれる。それにつづく道路が 市 街地の中

にうまく浸透するよう κ 考えられねばならぬ。と乙ろで

高泌道路は公111でやる。市内道路は市当局がやるのであ

るから，今後乙の二つの密接な述絡を願いたいものであ

る。

3.  都 市 際 交 通 と 市 内 交 通

高迷道路の使命には都市間の交通と市内交通とのこつ

がある。どちらをさきにするかという乙とも一つの問題

であろうが，きくと乙ろによると，市内部状線がささに

手をつけられるようである。

その市内環状線であるが， mHI i 掘川，西横掘川との聞

は約 1 キロあまりしかないので，こんなに密 !ζ 必要かど ，

うかという問題もありそうだが，荘、は，乙れは将来都市
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内の再開発に役立てる乙とができるならはなはだ結構だ

と思う。大阪市内の問屋卸売街は早晩，改造，再配置が

考えられねばならぬと思うからである。

阪神国道がd ) 1 ，m 2 とも今や行き詰まろうとしてい

るのであるから ，これに代るものを早急に作る必要があ

ろう。また，大阪市内を通過しなくてもよいバイパス道

路がもっと早くできないものかと思われる。

4. 土 地買 収 を や ら な い 高 速 道 路

今日土地の買収は困難な仕事の一つである。公団がで

きるだけ用地を買収しないように，幅の広い幹線道路や

河川敷を利用する乙とを考えているのは賢明であると思

う。大阪市内では，東もも掲川，西横堀川，堂島川，出入

橋の入掘が利用され，また ，朝日新聞社と新大阪ホテ J レ

の間の大阪市有地を利用している。

しかし，乙の大阪市有地というのが，西横堀川と南北

に直通しない位置K あるため，線型がはなはだまがりく

ねったものになった乙とは残念である。スピードが何キ

ロにきまるかはわからないが，相当乙乙でスピードダウ

ンを余儀な くされ，全体としてのスピートーを抑制するネ

ックになりはしないかと心配されるのである。

5. 新 ら し い 都 市 美

高速道路が西横堀川，東横掘川，堂島川の上lζ 高架に

あった偉観を想像してみる乙とは愉快な乙とである。あ

る人は，その呆観はあまりいいものではなかろうといい

また，大阪市の誇っている中之島の美観をいちじるしく

損ずるのではないかと心配している人がある。荘、は昔の

呆観は変るかもしれないが，新 らしい美観が生れるもの

と期待している。乙れまでみられなかった高速という機

能をもった力強い美が生れるであろう。

そう いえば今日 林立する高層ビーノレの長観は30年前 lζ は

想像しなかったものである。乙れら高層ヒツレの lli 直の線

と，直角にまじわる高迷道路の械の線，そζ l ζ スピ ー ド

感をもり 上げるであろう。構法もまた ，それにふさわし

いものに してほしい。ただ前lζ も述べた西横姻か ら堂島

l乙出る妙な線形が ζ の機能美』ζ 不自然さを残しは しな い

かと多少不安に思うのである 。 ( 1962. 6 . 11 )

(t 医者 中沢建築事務所所長)

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 菩

大阪市東区瓦町 3 / 11 ( 井池筋) 旭洋ピノレ 31階

電話 (202) 3233 ・3234
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と住

民の fこ め 計 画、の

仇

フ 忙 J  11 

毎 日 新 制 論 説 安 只

男

先達ての国述の阪神古f I 市凶凋s 凶の報告で一番感銘を

うけたのは，いわれてみれば至伍当然の ζ とながら ，住

民の生活を i主みょ くするための都市w'liilli ということであ

ムー

? J _ 。

都市計画というのは綿布そのもののための都合や， EE

業開発や，交通緩和とかいったそのことのためにあるの

ではなくて，その線! 底には住民の生活を[ 主みよくするた

め，という大命! 砲があることをスザパリ指摘されたことで

あった。言葉を換えていえば，古11市aI I 図や，1送業開発や

交通絞刊ということはいわは手段であって呂的ではない

とハうことであった。

いわれてみれば当然すきるほど当然な乙となのだが，

残念ながるわが国のこれまでの都市計画や地域必業の開

発計画などは，ともすれば計画のための計画や，それか

ら生じて くる地域の利害などのみが議せられていて，そ

こに住む住民の生活ということがほとんどまったく等閑

視されていた こと は今から考えてみると不，思議なほど で

あるが， しかもそれは事実であった。

この「住民」を線本に置き直していろんな計画を考え

直してみた場合，それは現在議論せられている山域l巡業

開発計画や都市計画 などとはよほど巡った姿になるであ

ろうことが予恕される。その: 位、味で国主li の潟査凶は個々

の報告内容もさる ことながら ，いいみやげを践してくれ

たものと感謝せ ざるをえない。

最近ようやく国や地方においても計画が総合的に考え

られるように なっ たがそれでもまだ個々の問題に囚われ

ることが多くて本当の怒味で総合的といえるかどうか疑

問のものが多い。

交通問題なら交通問題だけ ，JJ<f IJ ，i I 函なら水利計画だ

け，住宅問題なら住宅計画だけがてんでんはらばらに採

り上げられている傾向が強し、。乙とに産業開発 などにな

ると，それそれの府県や市町村が，自己の財iLGt、確保だけ

の見対! l から ，他吉s市や他町村との関連を汚! 邑する乙と な

く，狭い行政i茎闘の縄張りを髭く守りながら，その中へ

おのがじし埋立てをやり ，工45; 涜致をやり ，工業用水を

導入しようとしている。

義

大阪市の経営する大阪南港の埋立てや，大阪府がゴミl(t!l

中の ｾｉ 港の ｬ 些立などはそのいい例である。大手 ｉＺｉ ｽｉｉ を一本

はさんで狭い海山を片や大阪市が， J-' I や大| 鋭的が，述絡

も込! ｾ繋もなくそれぞれに埋立てをやり工協の読致を競合

する状態にある。最近ようやく ，港湾行政についてのみ

一部に歩みよりがみるれたが，どこに総合的な見地から

の計画があり ，どこに住民の生活をよくするための目標

があるというのか。なるほど ｪｦｊ 市には ｾｉ 市 自体の都市計

画や，大阪的 l乙は大阪府 なりの計画はあるであろう。し

かし，それが大阪市の都市計四や，隣接市町村の諸 JI ・砲

と，どこでどういうふうに繋っ ているというのであろ

う。それぞれが自己の権限のおよぶ範凶内だけで，好き

勝手な; 11" iilii をたて実施する結果，大阪府' 下だけをみでも

あちるに工易地帯ができ ，こ ちらに住宅地帯が生れる。

しかもそのまた住宅地帯に隣接して他市町村の工易地帯

がひょっこりでき 上るといった具ー合で，ど乙 lζ 住民の生

活環境の向上が考慮されているのかまったく理解に苦し

7 、

て_ 0

これはなにも大阪府だけの問題ではない。| 奴祈l聞につ

いてもいえることだ。だかみ調査凶の報告も広域行政を

強く打ち出しているのだが，さて， 現状からみた J_bJ合，

その尖現性はどんなものであろうか。近散はーっとか，

阪神都市陰! の整備とか，な るほどおj泊目を唱える声は最

近とみに高くなった。しかしそのお題目の唱え合い白体

からしてすでK 競合状態にあっ て， 一方が唱えれば}1方

は冷眼視する。 }1方がイ ニシアチブをとれば一方がそっ

ぽを向く。たまたま「近発 J の音頭とりで国連から凋査

IJj を招けば「中央J がちゃちゃを入れるといった只合で

ある。

ムードや机上プランを幾る作り上げてみたところで，

それは必するに問題をポイント ・ アウト Ｈｪ￭ｾｪｬ ｬｊＩすると

いうだけで，現実の解決は一歩も進まなし、。それが無駄

な努力だとはi ; l としていわないが，それ以上lこ， ｬｊ ｬｾＱ 乙具

体的問題を解決するといった強L、政治的立志と強) ] な実

行機関の設置が必要である。火事だ火事だと騒いでいる

だけでは火事はいっ乙うに消えない。火事を消すために

は，なんとしても乙の火事を消しとめようとする強い立
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志と，消防力の行使が必ｾなのである。

だからといって私はなにも拙速を主張しているのでは

ない。だが現実の進み方は予想外に速いのである。ほっ

ておいたら ，今に，これまで同様の工場地帯や住宅区域

やらの区別もつかないような乱雑にして総計画な都市が

自然発生的にでき上ってしまうであろう。でき上ってし

まってからではとうしようもない。

もっとも本来なれば池田内閣が所得倍増計画や高度成

長政策を打出すときに，同時IC国土全般の開発計画と密

接にリンクした地方の産業開発構先立を明らかにし，これ

をコントローノレする強力な機関を設置しておくべきはず

のものであった。たまたま続いた好景気と，それに抵l を

注ぐような結果になった高度成長政策のおかげで，ここ

2， 3年の聞の大阪市周辺や京阪，阪神間の工場設置はま

ったく目をみはるばかりのものがある。しかも，その余

波は山陽線沿線にもおよび明石以西姫路，飾磨あたりに

かけて，そこここにj勝手気依な工場の設置がみられる。

素人自にも ，一体乙れで将来どう なるだろう かと心配で

ある。あの狭い山陽道一本では，近い将来，これらの工

場の原材料や製品の搬出入さえ困難になるのではないか

と思われる。荻木，吹田. 高槻あたりの京阪道路沿いの

交通マヒはもっと早くおこるのではないかという気がす

る。

しかし，と企業家はいうであろう。道路ができるのを

待っていたのではわれわれは手をこまぬいて他人の後腹

を拝する乙とになる。早晩交通が困難になろうとも，現

在少しでも便利な土地で， しかも敷地が比較的安く手に

はいると乙ろ なら，われわれは告でも応でも工場を設置

せざるをえなし、。それがいけないというのであれは 2 国

なり地方自治体なりが逸平く道路をつけるなり，拡張す

るなりすれはいいのだしまた ζ 乙へは工場は設置を

して lね、けない，あす乙ならいいという乙とをハッキリ

すればいいのだ。ただしそのときは s 工場設置指定地主主

で所要の数地が{ 確保できるようにしてもらうのはもちろ

ん，足下をみて地価が無閣に暴騰しないような措置も講

じてもらわねばならぬ。そうでなくてただ困る 因ると

いわれるだけではわれわれの方も困ると。正にその通り

であろう。産業自由の建前からして現状のままではわれ

われとしても企業の勝手な進出を抑止する乙とはできな

い。それをそうさせないためには国なり，地方自治体な

りにちゃんとした計画と，その計画を施行する機関がな

くてはならぬ。

と乙ろで，乙乙で問題は土地の問題である。道路交通

計画 lζ しでも，産業立地計画にしても ，住宅建設計画に

しても，いずれもその計画の実施の前面に立ちふさがる

ものは土地の取得と地価の問凶である。土地の問題さえ
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解決すれば計画は七分がたでき 上 ったも同じだとは当事

者からしばしば聞かされる言葉である。確かにそのとお

りであろう。土地の適正な取得は戦争中の強権時代を除

き品ーから難かしい問題であったが，それでも今日ほど難

かしい時代はなかったろう。 i怠法の私有財産保訟の規定

を楯に，いわゆるコn ネf与を慣習づけてしまった。そのた

めに都市計画なども遅れっ放しに遅れてしまっている。

立退きの問題も 土地に劣らず厄介な問題ではある。

ζ の土地と立退きの同組が片づかない限り ，都市閣の

護側 ｉ や都 市 ｾｉ 画 な どといっ ても所 ｉ 企は絵Ａこ描い た餅だと

なげく当事者もいる 。乙ういった慨きが返法改正論議の

なかにもでできている。 i伝法 l己規定する私有財産の保護

と個人の権利に制限を加えようとする改正論である。だ

が，在、は乙の問題をi訟法の改正論にまでもってゆくのは

どうかと思う。現在の訟法の下でもｾＧｊ［，こ公共の福祉の用

l乙供するためのものとなれば個人の権利の行使も，財産

権の在り方も，当然flilJ 限をうけざるをえないと考えてい

る。問題は乙れまでの法文解釈や裁判のやり方にあるの

であって恋法を素直に読めば，当然公共の福祉のために

は個人の権利も財践舷もある程度の制約をうけざるをえ

ないし，さらにいえば，乙ういった精神は訟法の規定の

あるなしにかかわらず，人聞社会におけるいわば自然法

ともいうべきものであると私などは考えている。事実憲

法にもその第 12条 13条 29条等の規定をみれば，その

解釈と巡用の方法如何では，現在でも十分lζ 公共用地の

取得や立退きをコ守、得論者 l乙迫り得るはずであると思う

のだが，乙れは素人考えだろうか。

ただ，乙乙で問題なのは，それが果して本当に公共の

用lこ供するものかどうかという乙とについて疑 う余地の

ないまでに土地，家l互の所有権者やその使用者を納得さ

せ1尋るものであったかどうかというと乙ろに問題はあっ

たであろう。それは結局，計画がてんでんばらばらにお

乙なわれた乙とや， J l 江県，市町村あるいは国なりとの聞

に広い地域にわたっての統ーした確乎たる方針やJI ・画が

なかった乙とに原因があったと思われる。なぜ俺の土地

をとおらねばならぬ。なぜわれわれの区域だけが立退か

ねばならぬ。といった不満な反感が，それならできるだ

け高い値段で，というコ守、得心理を生みだしたのではな

かろうか。

もしそのま11函が国述調査凶のいったような住民の生活

をよくするためのものであるという乙とがはっきりして

いた湯合，果して今日のようなコネ得風習を生んだかど

うか。結局「住民のため」を忘れていたところにいろん

な問題なり当事者の自信のなさもあったのだろうと恩わ

れる。それにしても図述調査凶は良いみやげを残してい

ってくれたものだ。



兵庫の開発例 1
明石海峡のかけ橋

神戸市調官室主幹

仲 野 真 夢

アミ ーパ か ら 脊 椎動 物へ

線型平行射状』ζ 進化していく . 生物 するという成長見通しに立つならば

の進化が，点から線へ，その システ 阪神地域がそとで担当すべき役割は

最近. 東京，大阪をはじめ， 日本 ムを変えていくならば，者[1市もまた 土地と水という自然的条件か みくる

の大都市の過大化について，いろい それが生物であるという 基木理念 lζ <<;IJ 約によ って，なによりもまず西日

ろの角度と . さまざまの人びとから 立つ限り ，当然，求心型から線型へ 本の経済セン ターと しての流通機能

その改革案が tHされている。その中 つま り「閉じた系」から「開いた系 を十分に来していく乙とにあると考

で，東京大学の丹下教授の「東京計 」へと発展 していかねばな らないは えら れる。とするな らば，西日本の

画 1960ーーその構造改革の提案」は ずだというのが，同教授の主張の妥 今後の産業配置の動向は，基幹産業

都市の発泌をとt態学的な立場からと 旨である。 の瀬戸内海沿岸への分散と ，その高

るえている点で ， 乙れからの鶴 市 ｾｊ 問題を凶日本 lζ 限定しよう。わが 次の加工段階を受け持つ虚業の阪神

の機能的な; r vJIIi lを見きわめる上 lζ ， 国の経済において， 阪神都市閣の果 おs市圏周辺部への立地という過渡を

つのヒントを勺えるものであろ す役Ｇ，ｉ［ ｾｊ は ， 東の京浜地域とともに ， たどるであろう。そして西日本の交

つ。 極めて特徴的である。両者は，その i遺体系は‘ 当然乙の産業配置に対応、

丹下教授によれば，今臼の東京の 地域内にぼう大な人口を抱かえてー するまったく新しし、ノマターン lζ 再編

混乱の原因は，郡市を中心とした求 大市場を形成するとともに，取引経 成しなければなら ない。それは，具

J 心型の「閉じた系」を基軸にしてい 済の機関と工業が集中し，日本経済 体日 Ｇｾｉ ζ は阪神を中心として近後 一 中

ることにあるというのである。つま を二分して，それぞれ経済機能の中 国一北九州と ，近滋一四国一南九州

り乙のよう な求心型，J!x. 射型の構造 継としての役割jを架している。従っ との 2 つの大動脈を主軸とする形態

l久アミ ーパやヒトデなど，原生動 て，凶口木の発展を考えるに当って をとる。丹下教授の発想をかりるな

物のそれであり，乙の生命機能が分 は，乙の乙とを念頭 lζ ，産業の適正 るば. 阪神経済圏は，従来の点とし

イじし，総合機能を来すようになると 配置と社会的分業をとりあげていか ての在り方から ，線型政射状に拡大

司求心、型ノマターンではもはや耐えら ねばならない。 し発展していく傾向をひめているの

れなく なりー作惟と動脈を制hとする 口木の経済規模が 10年後に倍増 である。
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明石 海 峡 の架 橋 と

南日 本 国 道 計 画

「よい道路は，よい道f J . : と同じよ

うに生産的だ」とは J ・5 ミJ レの有

名な言葉である。今後，西日本の工

業が，I坂神を 中心l乙線型放射状に拡

散していくとするならば，市場と生

産拠点との経済距離を短縮し，産業

の分散配置の決め手となる「よい道

路」の整備は，きわめて重要な先行

投資であるといわねばならない。そ

の意味で明石海峡の架橋は， 単lζ 2

点間を結ぶためのものではなく名神

高速道路の凶への延長とともに，阪

神地域の発展 lζ 欠く乙とのできない

要件なのである。

乙乙に示した地図から明らかなよ

うに，阪神と四国を結ぶ線上に，淡

路島が，ちょうど渡り廊下のように

横たわり ，また，阪神と大分，熊本

以南の南九州とを結ぶ線上! こ，四国

が， ほlま東西 !e， 帯状 lこのびてい

る。

ζ の地理的条件l乙立って明石. ｉＡｲｾ＠
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門海l肢の先日栃を考えると. それは凶

国と阪神とを，もっと短距離に述絡

する J レートであり，さらに四国の佐

田岬と九州佐賀関を結ぶフェリ ーボ

ートの開設によって，阪神と四国，

南九州を結ぶ合理的な交通体系の確

立をもな味するのである。神戸市の

提唱のもとに，淡路，四国，南九州

の市町村がその実現を促進しようと

している「南日本国道」は，上掲図

のように明石 I! 鳥門両海地点の架橋と

豊後水道のフ ェ リーボートに結びつ

く四国，南九州の幹線道路を，全線

一級国道として，統ーされた道路網

にっくりあげようという檎忽による

もので，まさに阪神経済の今後の発

展動向に即応する計画にほかならな

し、。

かけ橋の青写真

それでは明石海峡に，どのような

ノレ ー トで，どのよう なタイプの椅が

かけられるであろうか。

架橋 J レー トの選定は ，技術的には

1) 橋脚位置の水深ができるだけ

A  
《お

降

一

-
s
a

百

叫

凶

晶

尽

純

一

白

一

凶…
一
一

浅い乙と。

2) 中央径間( 橋脚と橋脚との間

〉をできるだけ短くする ζ と。

というこつの条件にまとめられる。

ζ の二つの条件は，一般には相対立

するものである。( たとえば橋脚位

置の水深を浅くすれば，中央径間lま

長くなり，中央径聞を短くすると ，

橋脚位置の水深が深くなる。) 1)  

の条件は，橋脚の基礎工事の可能性

からみて，水深 50mが限界と考えら

れ，また 2 ) の条件は，中央径間を

もっとも長くする乙とができる「つ

り橋j タイプをとった場合，理論的

には， l ，500mが限界である。

明石海峡の橋は ，通行船舶の多い

こと ，水深が深いととなどからみて

つり橋をかけるのが最適であると考

えられる。一般につり橋は，

1  ) 径間の長い橋がかけられる。

2 ) 他のタイプの橋に比べ. 建設

ｾＡｩＺが安く ， 工事が容易である。

3  ) 船舶の航行に必要 な径閣の長

い，ケタ 下の高い橋ができる。

4 ) 風圧や地誕の影響が小さい。



というような，いろいろのすぐれた

点がある。

そζ で. 上のような条件を，明石

海峡にあてはめると，区| のように神

戸のA7 . I < と淡路の岩屋を結ぶノレ ート

で，全長 4，900m中央径間 1，300mと

その両端 lζ 中央径閲 550mの， それ

ぞれ三つのつり橋をかけるのが妥山

だとし、う乙と lζ なる。

乙の橋隔は，本来，交通量によっ

て決められるのであるが. つり椅の

場合 lζ は，紛の剛性，ねじれ，振動

なと' ' ! r . 対する安定性を確保すること

も，あわせて考えねばならない。現

在，神戸市では図のように橋板は一

応 30mとし，上段は歩道， 自転車道

のほかに 6 車線，下段は将来の発展

のために 4 車線を設けるよう設計

している。

以上のような径聞と断面 lζ 基づい

て 計算すると . 主ケ ーブJ レの直径

1  ，4m， 乙れを支えるタワ ーの高さ

( 水面上) 192. 5m，橋全体に要する

コンクリ ー ト五tは 160万m
3
， 使用鋼

材は26万トンとなる。

明石海峡は ，内航船以外 l乙，大洋

を航行する大型船舶の航路にもあた

っているため 司 乙乙にかける橋のケ

断 面 利 用 図
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区 分

国民経済的にみた乙の計画の経済効来( 直接効果45年以降20勺年の平均伯)

A 投 下 資 本 鰭

B 曲 ! 益 額

愉 送 2記事E 減 額

通 行 料 金 収 入 |

怖送! ' i 4tJの 1  

鮮/ I f . 向上

7J: /tI l  fl'6  t甘

光容の消授増加

C 年 支 出 棺I

府l 子

維 持 管 理 ! 伐

償 却l 年 額

D 組 過 IJI! :ftd: 1!曲 1 Bー C

ｅ 閃民所得 ｬｾ 1m帯1 ID+利子+ 人件質

F 投 資 問 転 率 I B/ A x 1∞ 

G  ｾＲ 川ｻｊｉＡ益比率 ｉ B/C  

ｈ 投資所 ｬ Ａｪ 比 再ｾ I  E / A x l OO  

| りよ一ーと 考

億円

7J6  建設期間中の利息115億円

フエリー航送料と計画通行れとの差額

94 

野菜920万貨，鮮魚890万貨の仰沼の10%

相当額の605記

12  輸送速度の向上に伴なう節約額の60%

59 誘発観光客990万人 ' d，ooO円の60%

45 

26 6%  20年問の平均支払利 f.

3  うち人件費l億円

16  邸周年数40年残存価JYHO形

127  1  純便益額を示す

154 1  国民経済的な付加価値微

24 % 

国民経済的にみた耳112の傑t 1 性の判定，

3.8 採t 1 限界 B/C ;;: 1

ＲＲ ｾ 百 事業の所得効果

神戸，四国 l剖路線別鐙般比較

| 判経由| 淡路経由| 距般差短縮率

神戸 Ｍｍｩ ｲＮｾ

一高級

一高知l

一位 111

ク下高は，乙れら大型始時II が自由に

航行できるという条件を満たさねば

ならなし、。アメリカのゴールデン ・

ゲイ卜橋をはじめ守いろいろの橋の

ケ々下高と . 世界の代表的船舶の 7

スト高などの調査結果から判断して

ゴールデン ・ゲイト橋のケタ下高

67m は. ノI - ( if を航行する l 、かなる巨

舶にも支障をきたす恐れはな t 、。こ

のような理由から神戸市では. 明石

海峡の橋のケタ下高を. 橋の中央部

で67mとしたのである。

かけ橋 の 経済効果

明石海峡の架橋( ; i : ，前半でふれた

ように. 四国，南九州の幹線道路網

に結びついてはじめて，誌の効果を

発揮する。そ乙で. 乙の橋の経済効

果を考えるさいには. ｉＡｾ 門海峡の架

橋と豊後水道のフェリ ーボー トの実

現を前提 lζ 誌を進めねばならない。
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事l' 戸，九州問路線別距般Lt 般

経 由 国 泊 経 古 短 距 悶 短 縮 率

|山陽辺|南日

1  k m'  k m'  k ml  %  

相l' 戸 福 岡 1599. 5 678.5 - 1  -

一 佐 賀 1658.5 664.0 ーへ ー

長 崎 I 785. 0 790.5  - 1  一

一 熊 本 715. 0 635.5.  79 剖 11. 1

一 大 分 I 650.0  497.0 153. 0'  23.5 

一 宮 崎 | 佼沿o 701. 0  165.0 18.9  

ー鹿児島 I 925.5  819・o 106. 0

1  

11・5

さて，乙の架橋によって. まず四

国，南九州と本土との距離は，次表

のように大きく短縮される。たとえ

ば近畿一九州問では神戸ー熊本聞が

山陽道経由で7 15kmカ>635kmで済み，

神戸ー鹿児島問では同じく山陽道回

わりに比べ 106km短かt 、8 19kmで辿絡

することができる。また木土一四国

間の場合も ，神戸一徳品聞は，字野

高必経由なら268kmが103km1こ短縮さ

れ，距離節約は 6 割にもなり 神戸

一松山間でも，宇高経由の 388km (乙

対して74kmの短縮が可能となる。

乙のような凶国，南九州のl阪神へ

の接近と交通体系の整備は，立i Eな

工業用水と 広大な工場適地をもっ

乙れらの地域[ 乙，近代産業の興隆を

もたらし，乙れを柱にして. 阪神経

済圏と一体となっ て， 西日本経済図

の発展』ζ 大きく寄与するであろう。

明石海峡の架橋がもたらす経済効

果について，金額に評価しえる直接

的な効果を試算すると，乙 ζl ζ 掲げ

た表のようになる。

建設期間中の資金賀用を含めて，

乙の架橋 lζ 要する投資額 7 16 億円 lζ

対し， それが年々生み出す効果は

172 億円，つまり工貨の約4分の 11己

注する。その内容は，輸送貨の軽減

額 4 億円，有料橋による迩営を前提

とする通行料収入94億円( つまり少

くとも料金額だけの便益がこの橋に

よって生み出されるという乙と。〕

輸送: i . ! s皮の向上』ζ 伴な う鮮度向上効

果 3 億円と在庫投資の節約制 12億円

誘発観光客の観光消資増159億円など

である。

乙のかけ橋が国民経済的に採算性

があるかは， 維持政と便益額の比

3 .8 という数値が，これに答えるも

のである。採算の限界は，乙の値が

1 の線にあるから，明石海峡の架橋

が，国民経済的にひじように高い採

算性をもつものといえるのである。

む す び

ニュー ヨークが. 今日なお世界で

もっとも繁栄する都市として， その

地位を維持してきた最大の理由 le，

1825年 760 万トーJ レの巨費と 10年の

歳月とを要して完成したイリ 一辺河

の在存をあげる人が多い。ハドソン

河と五大湖の一つイリ ー湖とを結ぶ

乙の巡河は，ニュ ーヨークとアメリ

カ重工業の集積する五大湖岸一帯 と

の交通をいちじるしく改善し， 1830  

年代のいわゆるアメリカの迎河時代

のさきがけとなったのである。

西日本，いな口本の外貿センター

としての神戸港の今後の発展もまた

今日の神戸にとっての「イリ一巡河

」一一つまり四国，南九州への輸送

網の整備，明石海峡の架橋の実現に

待つと ζ ろが大きいのである。

乙のかけ橋の実現が， 一 日も早い

乙とを念願して[隼をおく次第であ

る。
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兵庫の開発例 2

神戸市背山総合 開発計画

神戸の市街地? ? 後 lζ 立ちならぶ六

甲山系の山なみは，古くから，天然

の良港と市街地を保護するm風のよ

うな役' ; 1日lりを果し，加えて，市民の

よさレクリェーションの坊として親

しまれ，利用されてきたので、ある。

乙の六甲山系の山々はミミナトミと

ともに神戸のシンボノレとして海抜

900 余 m におよぶ最高峰を中心 lζ 東

は市減を乙えて，芦屋市. 西宮市，

宝塚市κ 銭し. 四は須磨，鉢イ犬山 (ζ

速なっている。

さて，ときの流れは必然的にこれ

宮の山々をそのままの姿ではおこう

としないのである。宅地造成 IC ，学

校建設( c ， コVレノレ場敷地[ こ .. と.

実に千差万別の目的と多額多絞の事

審議会( 会長米国正文氏) J を設置

し 35年10月第 1 回総会を開催，引

きつづき，専門委員. 学級経験者そ

の他幹事などの方々による審議をお

こなってきた。このたび 37年 5 月

10 日第 4 回総会を開催，神戸市背山

総合開発計画の最終答申を市長 [ζ 提

出した。以下 順次計画蓄を説明す

る。

く 計画の 意味〉 背山はと文化の

分水嶺ミといわれる。乙の意味は，

市街地と 1見村地域とがm- 風のような

六甲山系によって. その連絡がたち

きられ. 社会. 経済. 文化，その他

あらゆる市民生活において，較差が

ありすぎるという乙とである。行政

の窮局の目的は市民生活の向上と安

業主体が狭い市街地から ，乙の山々 定にあるので，神戸市全域の有機的

のふと乙ろへ町山政へ，そして山上 統一的な開発は必? 公的にまず1' f 山地

へと開発の手を延ばして行ったので 域の総会開発にまたなければならな

ある。しかも . それらの開発は有機 いものである。すなわち，神戸市会

的かつ統一的なものではなく ，無秩 体の発展はーにかかっ てこの1' f 山を

神戸 ili 剥料電 G 有

諸 岡 博 熊

いかに合理的に開発し，市街地と12

村地域との述絡を保ちかっ図。かと

いう乙とにつきる。

< 問題点 と必要性〉

(  i  ) 宅地開発の問題 現在市街

地における宅地開発はすでに飽和点

[ζ 達しており，いま，市が実施して

いる海面埋立地は. もっぱら工業用

地にあてられる関係上，平 i司部にお

いてはほとんど宅地開発を考える余

地は存しない。しいて求めるならば

. 北西神地区か，あるいは乙の背山

地域 l乙求めざるをえない状態であ

る。一方，神戸市の居住人口をみる

と，理想的な都市計画人口( 人口密

度の市街地標準を l 人当り 67m
2
とす

る。〉
ω

は. 市街地平坦部国税( 除

旧霊水区) 54km
2

であるから ， その

適正人口は約80万人となるにもかか

2 ) 石川栄f市有・新都市計図. による人口密

度の際司自よりt ; l 定。

序 無統(lilJ な方法で行なわれてお

り 市全体の立窃からみた開発でも

な く. ま Tこ司将来の見通しを極めた

ものでもない開発である。

第 1図 神 戸 市 背 山 区 域 図

地形的 l乙神戸市は，市街地と j込村

を南北にふりわけるミ1 ' f 山ミ (六甲

山系) をかかえているのが特長ω で

ある。 ζ のような地形のもとにおけ

る77山地域の総合開発乙そ神戸市発

展のため. ぜひとも乗りこえ解決し

なければならない重要課題である。

ζ の問題を解決する目的をもって市

長の諮問機関「神戸市背山総合開発

1  ) 神戸市全面続は的530kmに そ のうち ，

第 1図K みるように，市街地部分約54k m
2

1'1山区成t !9163k m
2

，燥村地滅的 313k m
2

となっている。
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わらず現在の居住人口( 除旧垂水

区) は. 市街地で勾万人となってお

り，かなり多くの過剰人口をょうし

ている乙 とに なっている 。加える に

年々，約 2. 5 万人の人口増がみられ

るから，昭和5H 下ごろには，約40万

人の増加が怨定 され. きわめて千百度

の高い結果をまねく乙とになる。 ζ

れらの人口を可能な限り，市街地に

近いしかも便利で住みょいと ζ ろに

居住させるためには，どのようにす

るかなどという問題から 1T山総会開

発の必要性が一つ生れてくる。

(  i  i  ) 観光開発の問題 n山一社;

は，大都市神戸の市街地から 20- 30

分で行ける下ごろな距離にあり ， し

かも ，東海道木線からみる六甲述怖

の山容は，全国的に知られている。

背山東部の六甲山 摩耶山一帯は，

瀬戸内海国立公園ω の一部lζ 指定さ

れており ，古典観光の名で知るれて

いる奈良、京都の文化とは対祢的に

明るい，近代的なフン囲気を備えて

いる。さらに，古典観光の器調をな

している社寺，仏間のような歴史的

由緒， ｉｾｊ ｬＱ ｝ｬ のほとんどなく ， きわめ

てバタ ー臭い，エ キソポチ ック なムー

ドがある。一方，内外観光客の急増

は， レジャ ーブー ムに采っ て急増し

ているので，ロ本の代表的な観光地

一一 日光，箱根，奈良，京都，雲仏

別府などーーに匹敵するような観光

施設を設け，一主gの観光ノレー トlこ采

せられるような観光開発計画を樹立

する乙とはいまや急務となってきた

感さえある。京阪神を中心とした近

畿閣内の観光人口はもとより ，中国

，中京，関東，四国などをヒンター

ランドとして広範な観光人口をi誘致

する乙とが考えられ，'tT山の観光開

発はきわめて有望な事業となってく

る。乙乙 rc ，1 ' f 山開発の問題点と必

要性の一つがある 。

( ii i) レクリェーションの問題

背少年を都市の社会悪から守ろうと

3  ) 瀬戸内海国立公園六甲山地区として，昭

和32年10月指定をう けた。
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する迩動は，近i侍，青少年の諸犯罪

の増加傾向にともなって，強調され

るようになったが，市街地における

青少年 IC健全な遊び場を与えずして

ただ青少年善導の l呼び声だけを張り

あげ て み ても，その ＪＢ ｊ Ｚｬｔｾは ｊｖ ｊ 待 でき

ない。乙のため，背山の随所におい

て，教必 lζ 勉学の補助に，スポーツ

に，娯楽にと ，それぞれの持ち味の

異なっ たレクリ ェー ションの場を設

け，事¥1戸的な味わいのあるいこいの

場とし， 市民の利用 lこ供するように

開発計画を樹立することも亙要なポ

イントの一つでなる。

( iv) 道路 ・交通の問題 さき lζ

述べたように τ 市街地と山村地域は

乙の1' f 山によって分断されている。

この両者をいかにうまく述絡し，統

一ある G機的な結合を凶るかは，乙

の道路 ・交通網の合理的な確立以外

lζ はなし、。また，n山の地域内にお

いて，諸開発計画をうまく有機的に

結びつけるためには，諸胞設相互間

を結ぶ道路交通体系の能率的な確立

を区lる必要がある。たとえば六 rjl 山

を口述するトンネノレを設けて，北事¥1

地区との関連を密lζ し，同地区の開

発に大きく貢献させるとか，' /' f山の

地域内 lζ バイパスを設けて，市内交

通の激増にともなう緩和策lこすると

か， ロープウエ ー， モノレ- ，レを悠

設する乙とによって. 観光コースを

設定するとか，{! 必光縦 J.E: 路線をJ¥' ii!1i

することによっ て，背山地域内の渚

施設を結ぶとかいうように，いわゆ

る有機的な面からの開発計画iは当然

必袈である。 72山開発の成合; を市全

体の発展の鍵としている以上，この

道路 ・ 交通の問ｻ｛ｊｊはもっとも豆ｾな

問題として算定されなければならな

し、。

( v ) 治山 . ;台水仰の問題 山を

11リり ，谷を埋めての積極的な開発計

画は. 国土狭小なわが国では当然で

あり ，ひとり神戸市のみでな く，一

4)  I泊和13年 7 月是II 鋭降雨 fCより，神戸市は

山ldJ れによる大災E与をうけている。

般的にお ζ なわれていると乙ろであ

るが，反面，山自身を自然の姿のま

まで保存し，美観風致の維持につと

める乙とも必35である。この両者の

調和をいかに保つかというととが，

背山総合開発 [ζ 諜せられたーつの重

要時な諜組である。 'fl ' f 山はそれ向 身，

風化されやすい花尉岩ででき ており

山崩れ，土砂流出などによる災害の

危険性を充分にかかえている。乙れ

らの災害を事前に防止する対策が必

要であり . 砂防タムの建設，造林の

実Jj在などは，総合開発計画実現のた

めには，なおざりにできない問題で

ある。近時，降雨のあるたびに，土

砂崩れtiii 所が増加し，治山 ・治水面

における対策が強凋されている乙と

からも. この問題に対する計画は背

山総合開発の必要性を物語ってい

る。

く 開発の基本方針〉開発計画の

基本方針にも とづいて. つぎの 12項

目にその計画はわけられている。

①土地利用計画

①2基本計画

①道路計画

@宅地開発計画

①l盗業開発言| 画

①総合iili 動場音j' jj!jj

①観光開発計画

③公園 ・緑地計画

①造林 ・施業計画

⑪治山 ・治水計画

。平IJJ.k . 水道計画

⑫事業計画

この開発計画の基本方針は，神戸

市が将来発展するかどうかという

必要な地域としての' 1 ' f 山を臼然的条

件を考慮し. 社会，経済および文化

などの総合的見地から合理的かつ街

械的利用計・画を策定しその，t J 画を

推進する乙とにより ，近代的，文化

的都市必設をはかり ，市民生活の恒

久的ま・定と向上;ζ 資する 乙とを目 的

とし，つぎの 10項目を' 白子としてい

る。

①神戸市の市街地， J.込村地域ならび

に周辺市町村と の関述および阪神



‘  

ｾ ｊｾ Ｎ ｾ 公邸緑地

住宅地区

議題国レゾード、ウジング

ぬ争 公渇今慣

- .  ; 島東地区

司 Z 飽 光道路

- - 窓寮遊詩

モノ レーJ レ

， 
， 

- ω Fームーm ャ品 刊一 可、 、

工業地帯，! 需州工業i也持強制i計画

との関係を十分考慮し，かつ神戸

市の各種将来計画と調和したもの

とする乙と。

①1-' f 山地域全体を市街地外周のグリ

ーンベノレトと 考え. 風致的考慮を

払いつつ開発言| 函を策定するこ

と。

①市街地からムるn山のスカイライ

ンを維持し，山容の保持につとめ

る乙と。

①土地利用計画( ; i : ，現在の利用実態

が周辺との関連において，さほど

矛盾しな い限り 現状を伸張する

ようっとめる。

①背山地域全体を. 市街地と充分関

連づけるようにするとともに，1T

山の地域内においても相互に連絡

を保つよう開発する ζ と。

①六甲述山の南麓における宅地開発

は一定の際高までにおさえ. 原員IJ

として，それ以上の開発を防ぐこ

と。

⑦n山地j或は一般に緑化を1 ft進: する

ことが肝要てあって， とくに. 保

存地域は森林の造成lこつとめ. 治

山. 治水』こf有志するとともに. 市

街地保護のため，適切なtll 置を講

ずる乙と。

①卸光開発は近代的なものとし日

本の代表的観光地としてふさわし

首i 2図 六 甲 背 山 総 合 開 発 基 本 計 画 図

いものとする乙と。

①計値iの目標年次は原則として20

年後の IIB'Frl 57年までとする乙と。

⑬号j' u l I i は実現性のあるものを見梅め

て策定すること。

く土 地 利 用 計 画〉

以上述べた，開発基本方針の趣旨

にもとづいて. 委員全員 (ζ アンケー

トをお乙ない，土地利用計画をつぎ

のように樹立した。

①保存地域は，可能な| 絞り広く計画

し 自 然 の 保 持 lζ つとめる。従っ

て‘ 市街地保護の見地から，南後

はできるだけ保存地域とする。

①将来予想される住宅地域の周辺は

保存地域とする。

①レクリェ ーション地域については

市街地 lζ 都市公園が少く ない現状

から ，手軽な市民レクリ ェー ショ

ンの地になるような立地条件のも

とに惣定して計画する。

①&illリI)jl 匝策としては，あらゆるスポ

ーツ種目が総合的に実施できるよ

うかなり広範囲のilli 引を確保す

るとともに，空気. 環境目交i湿な

ど有利な地点 lζ 計画する。

⑦住宅地域は，可能な限り? ? 山地域

内において見いだし，市街地住宅

の不足解消をできるだけ推進する

よう計画する。

、

①レゾートハウジンク地域は ii'l>かな

しかも風光明美な地に立地させ，

その趣宵 lζ そうようにする。

⑦産業公園地域 ( 5) t;l: . 市街地に比絞

的近く . しかも空気のよい地域に

おいて J i'ii!I iし，将来. 交通の要衝

となるような地点を検討して選定

する。

①訳温tf呆昆I地也域について( は立之‘ 王現見凱b況T

かlにζ 大衆[的内平和利|リj周が可能なよう[ にζ 土

地利用の青計l匝画iをたてる。

①公園京地としての利用地域ti . 市

内各所( ( . 散在する京地を 「墓地公

園」としてーヵ所にとりまとめて

静かな地減を選定する。

く 基 本 計画>

開発基木方針! こもとづき 土地利

用計画が策定せられ. 乙の利用目的

に沿うようにするため機能的統一性

と、合理的調獲を. : ! ' 5'hY. ( しつつ， ?j''I 2  

同にみるような基本号| 闘を樹立した

そのあらましは，つぎのとおりであ

る。

①?? l心全地域を大き く東西にわけ で

東部地域を主として観光開発. 西

部地域を主として 市民 レク リェ

ーションの用に供する。

①1 T 山全域を行機的に連絡するため

5 )  ｩｗｾ駐公闘とはＭ￐ｪのイノグストリアルパ

- 7 をいう。
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ノ、甲縦走路を小部峠からさらに西

lζ 延長し，鉢伏山にいたるー述の

観光 コースを設置する。乙のコー

スは. 東から，六甲最高峰，コツレ

フ. 六巾記念碑. 六甲山牧場，石

綿花山，森林植物凪総合巡! T V ) 場

公園墓地産業公園，高取山. 鉢

伏山，須磨iili におよぶ観光諸施設

を結ぶ自動車道で，'l' r山の中心路

.. 

発を計画する。乙の際高; 制限の組 合巡動場，観光開発. 公園 ・緑地，

E3に沿うため，山政均を開発の限 造林 ・抱業，治山 ・治水，利71< .  7.k 

界線として策定する。 道各計画ｾ［ｩＮ ，いわゆるミ施設計画ミ

①道路，交通面については. 北神地 と呼ばれるものである。

区との交通路として六甲トンネル 各施設計画の概要を説明するとつ

総，布引谷上線を，東西交通路と ぎのとおりである。

して山腹ｾｾｾ ， '1r山バイパス線を計 ①道路計画 観光開発道路として

回し，その他の交通路は，鶴市号| ミ観光縦走 ｲｊｾ ミほか Ｕ 路線を計画

図路線の整備促進をまつこととす し，産業開発道路として河宇山パ

線とする。 る。 イパス線ミほか4路線を計画した。

①有馬地区と六甲山，摩耶山地区， ①保存地域については. 造林を極力 ①宅地開発計画河j子ケ原地区ミほ

および市街地との述絡を図るため お乙ない、市街地の保護ならびに か7地区( 開発面前 1，265. 4ha) を

ロープウエー. モノレールなどを 水源の保設溺まをなどに万全を期す 計画した。なお，このほかなレソ'

ベ
ニ
一
…
…
一
…
…
士
一
)
一
一

-

1

設け，近代観光施設を織り込んだ

計画とする。

①南麓における宅地開発は. 一定の

ほ: 高までにとどめる。 11再定E の宅

地開発はできないが，住宅難の解

消をl妥lるため可能な限り宅地開

A  

u  

るとともに，'I''f 山全域の美観を保

つよう広域な地域を計画する。

く施 設 計 画>

開発の基本方針の項で述べたよう

に，道路. 宅地開発. 産業開発，総

内
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一 トハウジ ング地区ミ 2 ヵ所 160h。

を計画した。

①産業開発計画 白川| 附近 lζ 約

580ha のミ産業公園ミを計画し，

ここに，軽工業を" 元致する乙とと

する。

@総合運動場計画 市街地から近

距離で，白然環境もよく. 合宿?を

設をかねたものを，鈴111! i 台附近 Jこ

計画した。

①傾光開発計画 奈良守京都の古

典観光に対する背山を近代観光の

. t b l となるよう各磁施設を計画した

①公園 ・緑地計画 背 山を市 街ｾ

のグリ ーンベルトとするため. 東

部! 二自然公園，西部lまlifl 市公園と

する。

①造林 ・施業計画 南鑓は治山 ・

治水をかね， 海抜 300mから上! 立

風致地区とし，頂上附近は高山的

景観を出し，北麓を経済林とした

①治山 ・治水音| 岡 市街地を災害

かる守るため，治山をおこな う箇

所を500 ヵ所，面積 1. 075. 3ha 治

水! 立 9. 100， 000m
2

の計画貯砂量を

もっ. ダムを 230 ヵ所計画した。

①平1]71<‘ 水道計画南幹線は，阪神上

7 ) < を利用し北幹線は，千刈貯水

池より給水を計画し，各河川| より

約 9 万 トンの取水を計画した。

以上司施設計画の概略を述べたが，

乙れが資金計画ならびに事業計画

覧表 l立，第3図， ＿ｦ ｾ Ｔ 図のとおりであ

る。
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く 事 業 計 画〉

計画の推進l時期は. 第 q 切 (昭和

38年から 39年まで) ，第 2 1Ul ( 40年ー

から 47年まで) ，資S 3 J切 ( 48年から

576: j 三〕までにわけ，国. 地方公共団

体，民間企業が協力してお乙なうこ

ととする。乙のうち広域闘にかかわ

るものおよび国土の保全にかかわる

ものは，国がその事業主体となり，

公益性を確保すべきものは，地方公

共団体が当り ，その他は，民間企業

の助成振興を考 l益する。

総事業費は 829 億円である。その

期別内訳は第 1期815億円余句第2期

428億円余. 第31問3 15億円余であり 、

事業主体別にみると ，国が 361 億円

地方公共同体が 176 億円， 地方公社
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が 199 億円，民間企業が四億円 とな

っている。

乙の事業を強力に推進するための

組織づくりとして，市の内部組織と

して， n山開発部を設ける. 山先と

して背山事務所を設ける。; 諮問機関

として背山関発審議会を併設する乙

とをし，乙のほか，庁外組織として

関係者による背山開発協力会，7'f山

開発公社，モノレー j レ株式会社の設

立などが与えられている。これらに

聖ーする資金は，国，地方公共団体，

地方公社，民間資金などの /1¥t1をも

ってあてる乙とをしているが，とく

に. 特$. i l な制度として. 公益信託制

度があげられる。すなわち. n山開

発信託基金制度 ( Trust Fund System)  

を創設して. アメリカなど諸外国で

ムられるように開発に要する長期的

な投資資金の佐保を図った乙とであ

る。

くむ す び>

背山は. 以上述べたように，その

現状の問題よりも，神戸市将来の発

展のために開発の必要性l乙迫まられ

ているのであって，現在の開発はそ

の諸事業相互間において. なんの関

述性もなく . 実施されているところ

に問題がある。思うに，民間事業.

公管事業. 国営事業などの諸計画の

実施が一定のと総合開発計阻ミとい

う一つのマスタ ーフランの一環とし

て， 実施され形成じ量れてゆくように

総合的に開発する乙とが肝要であっ

て，個々バラバラな， しかも，無秩

序無統fljlJ な開発はやがて，神戸市{ 乙

混乱と行き詰まりを生じ，将来の発

展を大きく阻害する結果となること

はいなめない。

問題は今後に残されている。本計

画は市民の協力なくしては実現不可

能である。 市は PRを強力に推進し

て，実現のため一歩一歩と近づけた

ｌ 、ｾ慾に燃えている。

インド建築家就職申込

国際怒築巡絡協議会よりインド建築家

の就臓の件K ついて周知! 万i ! l ! 絡があり

ましたのでお知らせします。

x  x  x  

下記のインドのm築家から日本で 2 カ

年f 1 日就臓の希f f ! . がありましたから ， 受

入れて下 さる場合は ， 直銭問合せを願

います。

1 氏 名 M R.  HA R B A NS  

2 除

3 年

4. 住

S I NGH G R OV E R  

業 m築家( 内装)

令 36才

所 1 38 C ONNAUG H T  

C IR C U S  N E W  D E LH I  

5 学 歴 英 国 パ ー ミ ン ガ ム 大 学m世

学科卒業

6 職 歴 R. 1. A .  A  ( 英国王室主II 築

学会) よりセントフイリップス

パーミ ンガム大会堂の設計で銀

〆ダノレ受賞 ， ヨーロツバ，スカ

ンデイナピア等でtf:J 8 年実地勉

学。

7. ; r : ; 底看護婦宿舎，学校 ，工場，

住宅，パンガロウ 1961年より

自主i . 周年R .I. B .A の僧会員。

国際建築迎絡協沼会

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111 1111111 1111 1111111I 11 1111 11111111111111111111111111111111111 1111 11111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111 111111 

量Z =且...."ス
5.  0  0  0 級 ス ー パ

く恒例イ④

外 部 用 内 部 用

量Z =且...."克 5 0 0 0

持訴防災シヤ・νター全般

-H_I日1・

56 

25jjl 俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30

電 話 (341) 9 0 0 4 ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区回端町



兵庫の開発例 3

工業立地の条件には，土地，輸送，

消費市場や労働市場および関連産業

との関係等々があげ られるが，なか

でも工業用水の問題が極めて重要で

ある。既存工業地帯 K ブレーキをか

けているのも，乙の工業用水にほか

ならない。

兵庫県が今後臨海工業を育成して

ゆくためには，7.1<.を他lζ 依存するや

り方では，その大を期待する乙とが

できないであろう。従って当然、独自

の水源開発を余儀なくされるであろ

うし，そのためには加古川をはじめ

市川， 揖保川，千f A 川など，それら

の河川のもつ効来をあますと乙ろな

く利用し尽さねばならないであろ

っ。

乙こでは，と くに加古川について

その河水統制がもたらすであろう効

用について概観してみたいと思う。

土地利 用のパターン

南から 順を追っ ていえば，港湾施

設をもっ臨海工業ベルト一関連工業

ペノレト グリ ーンベルト一後背ベル

ト一段業ベ J レトとなり，臨海工業ベ

J レトは東から加古川高砂地区，姫路

地区，赤穂、地区よりなり拠点はそれ

ぞれ，加古川と高砂 ，および姫路と赤

穂であり ，明石には加古川高砂地l互

につらなっ て空港と 国際見本市窃を

もっ。 (空港の位置については内陸

部たとえば美鷲台地κ 適地を見出す

兵庫県総合開発 マップ

ー加古川河水統制を中心 と し て -

関西ほ力立! 制球室 松
.，.，ー.

昌 勝

日本住宅公聞 大 久 保 昌

図 1 開 発 様 式 図

いと乙ろで，埋立可能な範囲 3. 5km

X  2  .5kmの用地を選んだ。)

拠点は今後工業が飽和点lζ 達する

ときの人口を予測して言1・函的に市街

形成範囲をおさえて，その範囲内の

土地利用を高度化し， 都心部を 600

人/h程度とし，都心を公園環で図ん

で都市の機能を明確にしておく。ま

た， ζ れらの拠点都市は相互に結ば

れ，さらに阪神，岡山とも直結され

ねばならないが，これらの直結路は

都心部に直接貫入せず公園E ，' I 内の環

状線lζ のせるようにし，直接的には

臨海路によって直結する。その他の l

東西高速路も都心を貫通しないこと

を原則とする。乙れと臨海部，とく

に港との述絡については原材料製品

の出入にあわせて集中的に南北線を

通じて連絡する。また拠点と衛星都

市群との述繋も同級l乙環状線を介 し

て結ぼれる。姫路地区の衛星都市と

しては市川筋の福崎，揖保川筋の山

崎が考えられるが，山崎は地形的に

あまり発展が期待されないであろ

う。加古川高砂地区に対しては加古

川筋の三木，山野，西脇および武庫

川筋の三聞がある。姫路地区は鉄鋼

電力，製鉄化学，石油精製などの集

団，加古川高砂地区は鉄鋼，非鉄金

属，石油コンビナート郡，赤穂地区

図- 2 計画慨ｾ図

至 山陰

乙とが容易であるが，ゼ y ト機の発 歩 出 Ｎ ｾ＠

着が周囲をディスターブすることを ，ｾー やメ

きらい，臨海の j並立地に立地を求め ( 赤穂

て，国際見本市場を関係ずけ，さら 乞 J!

Icj お庭工業地帯と阪神工業地平11の中 赤38港

関点である明石の工業用地計画のな
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は化学工業集団が考えられるであろ

っ。

乙れらがフルに働くためには現在

の輸送パタ ーンを極端に更新しなけ

ればならないであろう。

後n地としては神戸地区とは反対

に奥が深いので，住宅立地には乙と

かかないが，神戸が六甲山系からな

る天然のグリーンをもっている に反

し，乙ζ では逆に予定lされる 膨張を

強力抑制しなければならないから ，

明確なゾーニングをかぶせておく必

要があろう。図式的には各航海拠点

はすべて rt の広いグリーンで桜い，

乙のグリーン内部にそれぞれ数カ所

のベッドタンを散在させて各拠点に

車 : &

制 高砂 市

_ :1:・遭瞳

亡=コ 圃象工・

Ｔ 厩 Ｎｾ‘ＮＮタ， 息 吹混 在 》

58 

図- 3

総合する パタ ーンが望ましいが，現

実には内陸部に相当数の工業がすで

に入ってきているので，臨海工業一

内陸工業一後背地といった図柄は相

当ゆがめられる可能性が大きい。た

だ姫路平野，印南平野は乙うしたパ

ターンをうけいれる可能性が残され

ている。

ちなみに瀬戸内総合開発促進協議

会が 10年後の工業地域面積として東

揺 2 ，287ha，西播 724ha をあげてい

る ( 36 . 12. 13 朝日) し，また ，日大

教授鈴木雅次氏は昭和50i f.のO: とし

て阪神地区 240 万人，加古川高砂地

区60) ] 人，姫路地区65万人，赤穂地

区15万人を考え，現在と 昭和50if.1ζ

. ..a I!l JO 

ｾ戸・Ｇ

夜 間.， 

珂 re

おける阪神，t苔踏の工業生産高の比

率をそれぞれ6996 : 25% と34Gぢ: 49  

961ζ 見込んでいる。

加古川 の河水統制

さて，加古川の河水統11jlJ がもたら

す効果を列記すれば

。) 臨海工業地待，関連産業地帯:

への工業用水の供給

b)  印南平野の民業近代化と住宅

地造成の可能性賦与

c)  青野ケ原台地 ， 美ｾ台地の利

7kK よる123主近代化

d)  ダム地点の観光レクリェ ーシ

ョンソー スの呈供

e)  柏原地区のj;23住近代化

をあげることができるであろう。も

ちろん乙れらは，個々に生みだされ

る効果の集積をねらうよりは，用水

については，用水公団のことき機関

による大規模な開発によって，さき

にふれた全体的 7 ップの上て鶴海工

業地帯の開発，内隙工業地帯の開発

衛星都市の育成などとかみあわせで

あるいはまた，阪神地区や岡山地区

との関連のもとに進められることが

望ましいし， レクリェーションにし

ても，山陰海岸，若狭湾国定( 国立

) 公園と広範囲 !ζ 直結した姿を柑l写

しなければならないであろう。

乙乙での河7 k 統制の考え方を上流

から追っ てゆく乙とにする。

篠 山 ダ ム

tR 水 面 積 260km
2

年平均日流量 5m
3
/ s/d  

ダ ム 高 さ 約25m

満 水 面 秘 1.5km
2

満 水 面 r，i高 +195m 

総 貯 水 量 1，350万m
3

有 効 貯 水 韮 1，100万m
3

調 整 放 流 量

冬 期 平 均5m
3
/ s (最少3 .2m

3
/s)

その他平均 11 m
3
/ s(汲大 15. 2m

3
/ s)

乙の多函効果を発揮するため，調

1ji IJl政疏E の分割を差当って本流系へ

Ｓ 分の Ｒ ， 美ｾ台地開発関係へ Ｓ 分の

l を分流するとすれば
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して開発する乙とが望

ましい。ここには，各

種観光施設の外にスポ

ーツセン ター， 国際会

議場などを設ける。ま

た時計，精密機械など

いわゆる締麗な l怪工業

を誘致して，乙れらの

工場をも観光の対象と

する乙とや丹波篠山の

伝統的な工芸をも振興

する乙とが望ましいであろう。

ロ〕 中流部

北条町が姫路，加古川両市から 15

kmの近接地点にあ って，青野ケ原へ

の 8 ，OOOha の段丘地! [ 臨んでいる地

勢は東搭 ， 西播臨海工業地帯の後ＧＱｾ

図- 4

-ー

本流系

冬 期

平均 5 X  2/ 3  = 3.  3 m
3
/s  

.最 少 3. 2m
3
/s  

その他

平均 11X  2/ 3  =  7  .  3m
3/s  3 .7m

3
/

S  

分i流系

:  1.7m
3
/s  

o  

最 大 15. 5 X  2/ 3=  10 .  3 m
3
/s  :  5.  2 m

3
/s  地として， 美霊台地が神戸市を立体

これらの下流での効果を追っ てみ とする明石，加古川などとの補完関

ると， 係にあるのと問機，多くの将来性を

イ) 上流部 学んでいるかにみうけられる。先述

石戸凋整池l乙送水して，柏原地区 のごとく ， 乙の台地lζ 利水する乙と

の Ｑ ｾ 作を Ｒ 毛作可能となし ， ｉＲ 業近 によっ て ，民緋可能地域として，酪!民

代化を促進する糸口を与える。 ζ れ などを導入して近代化をはかり ，食

によって，氷上部中心部としての拍 品加工工業をはじめ，電子工業な ど

源 を， 乙の地域の行政上の セ ン タ をもっ，姫路の衛星都市として育成

ーにふさわしく ， あわせて，産業構 する。用水は加古川本流かみ鶴池地

造の改新をも推進させる。用水の解 点( [ つくられる青野ケ原貯水池! こ揚

決は福知山総! [ 沿うこの地区lζ 産 業 水されて開発の用水源、とする。乙れ

4・

立地の可能性を与える ζ とになろ

う。ただし， 乙の場合石戸調整池』ζ

至る導水トンネノレの延長が長くなる

ので建設時における投資額は大きく

なるが， Ｑｾ ら れる投資効果の過大な

ることを思えば，大局的な見地から

是非断行せねばな らぬことであろう

名 弥 i m 逃 | 規 段

|  ル タ イ プ or l H2S 

篠 山 グム 1::" :'，'::: -， ｾ＠ V1 1 ω Y  

I ::J / 7 リート x L 15m 

石戸制整グム| ロックヒル 130mx 150m 

導水 トンヰ刈 圧力式 l 11k m 

|燥大水位 10m
3
/sl

発 ffir役 '/!1. IJ詰大出力 1万k w

篠 山夕、 ムは当然観光ソ ースを提供ー

することに なる から ， ζ 乙を大阪，

神戸，京都から 21時間余で到達する

有利な地点のゆえに乙れらの大都市

圏および掃 州工業地; 誌の口仰りない

し 1 泊閣のレク リェー シ ョン i也点と

の傷7.1<. 1乙必要な電力は佐治川，杉原

川の多少の統市1) と，篠 山 ダムの逆調

整をかねて， 西脇市 附近の河谷部』ζ

調整池を設け，斗竜滝の落差をと り

いれた低落差発電による。 ( 下表)

ζ の池ももちろん観光景勝地とし

て公固化する乙とが必要であ り，地

}呈

図- 5 加 占川地区臨海底! 立予定

辺の火力発電所l乙対する拐水篭K 使

うとすれば， 15 m
3
/sを揚水して 25 ，

OOOkwの 6時間尖頭出力がえられる。

つぎに西脇市 ( 繊維工業を中心と

する衛星都市とする。〉に造る 調整

池の水面高は + 58m以上 となるので

社町から小野市への 14kmi [ 開水路を

設け て，12業用水を確保するととも

に平野部を伝統的な地域産業のセン

ターとする。

名 称 容 量

滝野発包所 3 ，OOOkw 

青野ケ原貯水池 300万m
3

ハ) 下流部

加古川 ，;;定議，明石 3 L' 1l ! こまたが

る数千の溜池は， 乙の地区のj足業が

加古川の7)<を利用しえず，依存とし

て江戸時代以来の民業経営!ζ 依存し

ていることを物語っている。 1/ 100

の総傾斜で海にいたる 8kmの巾の平

野が，臨海工業地帯lζ 直結した後背

地として果さねばなるぬ役割りは極

めて大きい。もし乙乙 {ζ 標高 + 8 0 m

のところに貯水池を設けるとすれば

開田，開拓による少くとも l ，OOOha

にわたる ｊｾ 業対策地が生まれ ， 摂高

Ｋ ＸＰｭ 以 上 の台地ｾＭ［ｬＺ住宅地 ， 関連軽

工業の誘致が可能となる。乙乙か ら

区のレクリ ェー シ ョンゾーンとして 美袈台地一円にかけ ての開発につ ら

利用する乙とが望ましい。( i 清水面 なり ，j諮州，阪神工業地溝の広大な

杭 1. 0km
2

) 。また，この池を姫路周 ヒンタ ーを与える乙とになる。

発 信

位 む | 花野町町』尾山

堰 泥 高 8 m

有 効 落 差 I 11m 

最 大 使 用 水 量 35m
3
/ s  

最 大 出 力 3，OOOkw

揚 水 に よ る 貯 水 池

位 ta I  ｾｩ 野ケ阪総池を 拡 張

土 根 縫 高 I ＳｾＷｭＨ 平均 Ｕ ｭ Ｉ 制水面高 Ｋ Ｙ Ｐ ｭ

貯 水 ii .t 1  300万m
3

揚 水 tll 1  2 m
3
/s  

鋤 程 1 60m

所 要 ffi 力 1 1. 500kw  
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宗佐潟宮室池及び発電所

位 置

J I l l 挺 高

湖 水 面 紋 高

:i' ld ' I r ! . 容部

発 陥 有 効 i笹差

級大使用水i J _t

最 大 出 力

加古川市宗佐

20m(可動J I l l )

+ 20m 

約500万m
ft

10m 

40m"/s  

3，300kw 

古 垣 内 貯 水 池

位 位

堰 虎 高

湖水面j ! ; J ! 高

貯 水 五t

穏7尾町古屋内

25m(土鹿児)

+ 80m 

ωo万m :l

揚 水 殻 備 と 附 水 池

位 置

錫 水 211

錫 程

所 要 低 力

悶左

5m"/s  

60m 

3，300k、v

なお，美? J i I 川との合流点宗佐地区

で可ill))J 寝により調整池を設け，発電

をして，乙 の電力で加古1ls稲美町古

図ー7 加 古 川 河 水 統 制 計 画 図

ペ
ム

サ
ャ

60 

垣内のj行'JJ<池へ揚水する。乙の貯水

池からは数条の幹線 Ｗｊ＼ｾ ￭Ｚ￭Ｈこより印南

野全般に務理Eすると同時に，工業用

水その他にあてるものとする。また

との水路はl l T 7 l < と温水の効果をかね

たものとする乙とも一案であろう。

また，宗佐i刷新也の右 j 戸白沢の谷

を上部の池として1 b l 7 l < 発屯を計画す

れば，左岸への揚7J く5m
3
/s を差引い

た3 m
3
/ sのrt}7l<で45 ，OOOkwの 6時間尖

頭出力がえられるばかりでなく ，乙

の上部の池面( 襟高 + 80n) の7l <は

現在県で施行中の又平新田の湯水計

画と重複するー而もあるが，その供

給範囲ははるかに広く，また将来こ

の地方の各 }II は縦の利水開発と，隣

接河川とのWt の述繋により総合効果

の増大をはからねばならないが，乙

の池は印南一円において，おそらく

は市川との間に，乙れをはたす乙と

が期待されるであろう。

‘  

以上加古川河水の統llilJ がもたらす

直接的効果を概観してみたが，最 初

にふれたごとく，市川，揖保川，千

程川など，地域内のすべての河川に

ついても ，その潜在効果をあますと

乙ろなく，抽出されねばならないし

交通パタ ーンも思いきった新規軌を

打出さない限り ，既存工業地域のも

つ不健全な状態lこ陥る乙とが明らか

である。

加古川水系の統11日lを中心とした兵

庫県総合開発のスケ y チを試みた

が，今後面?F; な実態調査にもとづ

く，土地利用の方向性と開発の経済

効果などについての研究が短い位栢

においてではなく ，また狭い地域的

な1工場ではなく ，チェックされる必L

要があろう。もちろん開発がもたら

すものはプラス面ばかりとは限らな

いし，それらについても私分値とし

ては少なくとも ，開発が地域住民の

コ ム ミ ュ ニ テ ィ ー リ レ ー シ ョ ン ズ を

尊重しない限り ，健全とはいえない

ζ とを考え，充分慎重にしかも積極

的lζ なされる ζ とを願いたい。

.、
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酒匹

北浜 5 ｒｉｔ 日 ， 新住友 ヒ ソレの南向いに ， 石造 ・ ｾａｬ

瓦造のバロック風 7 7 サード をもっ古い建物が残

っている。現在，大阪カ トリック会館となってい

るが ， 乙れが，かつてｾ ¥:士芝居から出て，安貞奴

と波欧，帰朝後新派劇団を組織し，劇壇改革のの

ろしを揚げた ，川上音二郎が設立した帝国防の名

残である。

明治43年 2 月27日，当時日本ーと称された帝国

械の開場式が，華々しく開かれた。しかし開会の

貯における 川 七のあいさつは重かった。 i 新築に

は成功したが，経済には失敗しそうだ 」と。

式砕が終り. 1万 2 千円のビロ ー ドの幕が聞くと

天童 ＱＱ 女命Ｈ貞奴Ｉの �ｾＮ 手力男Ｑｩ￬￬ (J I¥上) の「岩

戸聞き J があって，続いて「ボンド 7 ン」二幕が

演ぜられ，乙の日は幕となった。 ( 3. 1付来朝)

かくして初日より 11 日までプ〈入満員にもかかわら

ず，八方から詰めかけた依主たちが何日の上りを

一文残さず引上げ，大部屋述中は旬日焼芋ばかり

を| 喰って命をつないて、いた。乙の乙とが知れる

と，さしもの人気もがた務ちとなり，川上はよう

やく京都の明治座を但保に ζ の替りを開けたとい

うありさまだった。 (4. 3付都新聞)

乙の劇場は，岩下清周翁が川上のために廷でよ

うとし ，大林芳五郎氏に相談をし，自ら工費20万

円中の 5 万円を負引 l したのであるが，残金はつい

に人; 林組には入らなかったようである( 大林芳五

郎伝) 。 とうして経営規Iーから 川上は神経衰弱とな

り，楽屋で卒倒したまま明治44年 1 月11 日( 乙の

日，舞台にしとねを敷き ，貞奴や家族の人々に見

守られる内) 48才を最後に永眠した。

その後大正初期までは劇場として存在していた

らしいが，のちに住友銀行が特 lζ 舞台と客席( オ

ーデ トリクム) を大改造してしまい . 3 階を 2 階

lζ し，内; 郁lζ 8 本のタスカンオーダをつけ ，鉄筋

コンクリー ト造とし，まったく銀行建築として一

新されてしまった。従 って今円もはや ，昔日の川

上夫 lEの活践した姿を想像する ζ とすら困難であ

る。しかし ミれ、にも外壁の大部分 と， ホ ノレ 2 階

の応接室( ? ) は良く残されており ，その上，銀

行改造前の劇場平面図と一部断面図が日建設昔|工

銭K KI < : 保存されていたので，塚本委員のど好芯



写 真 2 内部の現状。全く政造されている

写 真 3 ホールよ部の室。正面に見える扉は後補

62 

により，ととに掲;1設させていただく ζ とにした。

もとの建物は建坪は約 260 坪，ν ンメ トリー な

平面で，廻り舞台を有し，オーデトリクムはオペ

ラ座を思わすどときもので客席は小さく分割され

ており，マス席といす席と両方あった。構造はｾ［ＡＨ

瓦五枚積の壁式構造で，舞台上の小屋組は木造対

束小屋組，オーデトリクムの中火上と ，ファサー

ド両演のよ喜屋の上 1C変形ドームがのっていたが，

現在はもちろんない。

ζ の建物は増改築がはなはだしいが，明治末年

としては，実に秀れた舞台機構をもった最新式劇

場であって，その後44年花束京帝国座が建つまで

は，名実とも日本ーであった。明治時代の洋風劇

場で，とも角も残っているものは乙の他lζ 佐賀劇

場があるのみと思われるが，佐賀劇場は例えば，

天保 6 f ! 三の香川県の金メLR 1 t の系統を引くもので外

観のみ洋風であり，完全な| 炊風劇場としては ，東

V4の帝国劇場の他ないようである。東京のもの

も，関東長災で相当破域されて後改築されてお

り，目下のと乙ろ明治劇場以: の存在はま乙とにわ

びしいものがある。 ζ の; 臨床からも ，旧規のわか

る実測図を有する大阪帝国座の存在は貴重なもの

で あ ろ う 。 ( 林野全孝記)



伊奈製陶械式曾駐

本投 ・工 嶋 量 知 県 常 滑 市 扇 面 続 回 jlr 常 滑 7∞( 代)

東京事務所東京都中央区西八丁咽 2 - 8 ilt (551)637J ( 代)

大 阪 事 務 所 京 阪 市 西 区 街 町 南 通 1 - 2 3 電 ( 541) 5484 ( 代) ー

伊窯の

衛 生 向 器

の

カタログ送宝
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大阪市西淀川区御幣鳥来 2 ノ 5

大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ99

本社工場

第二工場

電話大阪 (471) 1494- 4  

電話大阪 (471) 0  4  2  6  

. 画孟函画通

創 業 大 正 八 年
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ラパトリーヒンヂ

ピポシトヒンデ

日本ドFーテヱッO魁這株式会ii

ピポットヒンデ

取 締 役 社 長 iJ -l， 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 兜 矢 柄 町 2 2 2 電話 大 阪 ( 716) 22 3 1  ( 11:) 

1M 京 支 応 点京郎千代聞区事1

'

[11錦町 l 丁同 23 ￭ｕ 話点京 Ｈ Ｒｾ Ｑ Ｉ 1920 ・4920

稲 岡 山 張 所 稲 岡 市 舟 tlt 閃r 1  l i l ' 地 m; m福岡 (74) 2372 ・3312

名古屋111妓所 名古屋市東区 M丘町 1 丁 目11帯地

官事ー
1.  
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泊三- vat - F

王 ｾｏｪ￯ｬｩＭｦ ニ

最大の規模最高の品質グ

三 菱

五 膏 ボ ー ド

五膏ヲヌボード

五膏畷音ボード

555 サンエス石膏繰式会社

川 元 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

続日本耐火ボード株式会社

λ … 三 菱 商 事 株 式 会 社

東京t j ; 千代田区丸ノ内 2- 20 T E L  (211) 代表 0 2 1 1

新時代 t;! マ、y干した色つぎのひふく鋲板

E B B m s j E a - E M『

美しいア/L 三箔z ，. ふく鉄格

Ｂリ Ｑ ＧＮｊ ＹＩｾ ＧｩＧＩｾｾート

汁 ｉｊｉ ンヲ ｊｾ ＺｊＧＱ ｊｊ 製造株式会結
本 社 並 工 場 尼 崎 市 大 抽 北 口 電 話 (.. 1).. 明、，

東 京 支 唐 草 工唱 崎 玉 串 置 市 大 牢 届 届 1 6 2  0  電 話 . 3 2 5 2 - ・
名 古 畠 茸 底 名 古 島 市 中 村 区貧 金 通 8 丁毘 6 電 話 { 臼 ) 1  0 2  J  

ｾ＠ 底 、 出 盟 問 λ 帽 ー邸 山 ・位 貿 憧 品 三 郎 植 山 越 間 岩 国 宇 部 川 崎



n  ゆる朋隙から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容を保持する

F黙佐子耐久 Jl生のある ゴーキンズ脅j

1  8  V ッ タ - ｴｾ＠
1-c m x  1  c m x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現 場 渡 )

材料費 4  8 円

3， 0  0  0 円 ( 現 場 波 )

カ ラ ク リ ー 卜
x しく ， ｲ 終判せず ， 滑らず ， かっ耐水牲に富んだ ｗｴｾ

ｊｾｾ＠ ，廊下， 階段 ， ロビー，パノレコニー ， ガソリンスタンド等兵しい色彩と耐隣| 屯性を必裂とす

る場所や ，防水力があるのでF'外にも使用: 1 ¥来る。

j  緑 7，080円 ( 坪当り Y l， 180)  
価 格 42kg 袋入 ( 6坪分) 現場渡 {

l その他 5，880円 ( 1 /  Y  980)  

之ふ D ヨーと て 場 ， 倉 時 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

コンクリー 卜床の金属性硬化材で， フェロコンの施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる。

j 色 物 6，200円

価 格 49kg 袋入 ( 7坪分) 現場渡 {

l ナチュラル 5，400円

コ ル キ ー ト
近 代 人 の 部 J互 に は 疲 れ を い や し ，い ら い ら を 取 る 峨 材

合成ゴムとコ J レクから製造されたコルクシ ー卜 で務才Iいた上品な j進党で，老化せず水洗出来る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x o. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 昨 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 烹 用 ' ; : j j : 場 ビ ニ ー J レ タ イ ノ レ

・常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来ーる

- 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る

K.K. ABC商会

- 掃 除、補 修 が 容 易 で あ る

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ｾ＠ 7  7  

T  E  L  (581)  1  4  1  1  (代表) ｾ＠ 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京ｉＱ ｉｊ 掘通 ＱｾＱＸ ( 京町会館ピノレ)

T  E  L  (441)  39 1  5 ・0500 ・9303
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(5)  巡' 辺審議会( 仮祢〉新設の件

(6)  各車 ｬｈ￬ｾ しの共 Ｑｦｴ 後援 ， 協賛の件

( イ) rHJ巴銅デザイン 7 ニユア j レ講習会」

共{法

( ロ) i 都市住宅夏期研修会」共催

( ハ) 口本音響材料協会関西支部講演会後

援

( ニ) i 工高生の建築デザイン展」後援

( ホ〕訪日ソ述建築家の視察協tl

(7)  支部の事業報告，決算報告，予算承認

の件

( イ) 中国支部

( ロ) 和歌山支部

(8)  事務局職員上期政勺支給の件

(9)  入退会者L承認の件

( 10) 報告すI項

27日 1時半一一21時半 般会館集会室

出席者 中原理事，竹内盟主事外 12名

会長，副会長欠席のため中原理必議長と なり開会

議 事 ( 1)  JI召和36年度事業報告承認の件

(2)  JI白羽36年度決釘a 報告承認の件

( 3)  昭和37年度収支予算不認の件

. 0.  

=  
総

件 叫

『弔通

27 日 1時一一 1時半 於会館集会室

出 席 者 評 議 員 益 路 面IJ 議長外 17名 委 任 状

出席29名 計 47名

理事中原理ｾｊ｟［Ｚ外 Ｓ 名竹内監事

昭和36年度事業報告承認の件

U{，i和3 Mド度決算報告* 認の件

理事 1;:g，補欠選任の件

定 時 評 議 員 会

( 1)  

(2)  

(3)  

i韮

編 集 委 員 会

幹 事 会

7 日 3時一- 5時 於会館会議室

出 席 者 大 辻 幹 事 外7幹事

?月戸工場建築特集」号企画( 第2回目) について協議

評議員懇談会 ( 技術部門)

2 1日 正午一一 1時半 於会館会議室

出席者 益尾副議長外4評議員

技術部門選出の補選理事候補者の推l!:JI ζ 関して懇談

委 員 会

8 日 4時一- 6時 於会館会議室

出 席 者 片山委員 外8委員

( 1) ・委員長転任! こ伴う後任委口長選任の件

(2)  経過報告

( イ) 7月 i J:f¥9回青年主主築家特集」号

( ロ) 8月「阪神高: i i l i 道路と建築i特集J 号

( ハ) 9月「工場特集」号

事議

13日 3時半ー- 5時 於会館会議室

出席者尼崎会長， ｾま本副会長外 Ｗ 辺事

(  1)  通常総会開催の件

(2)  定時評議員会IlfJmt の件

( 3)  迎4:jJ 1  ;名補欠選任の件

(  4)  委員委 l応変更の件

. 0.  
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司
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ミ 冷 蔵 w防 熱 工 事
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pr{ 業z  酸耐阪大

電話大阪 (371 ) 1333番大阪市 北区浮 田IlI J 82番 地
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(3)  作品作風掲載候補の件

( 4)  10月「公害特集」号幹事会の件

( 5)  11月号企聞に関する件

幹 事 会

22日 3時一一5時半 於会館会議室

出 席 者 坂 内 幹 事 外 3幹事

10月「会答特集」号の企画について協議

ー

会

一

回
貝

一

委

一

世

菜

一

事

一

小委員会 (若い会員の集L、〕

5 日 6時一- 8Jt寺 於会館会議室

出 席 者 滝 本 主 査 外3委員

37年度の予定事業計画の作成

25日 6時一一7時半 於会館会議室

出席者 紙野，広瀬両委員

37年度の予定事業計画の再検討

小委員会 ( 写真 コン クール〉

9 日 12時半一一 2時 於会館会議室

出 席 者 井上主査，白井委員

写民コ ンク ーJ レの企画に ついて協議

22日 正午一一 1時半 於会館会議室

出 席 者 井 上主査

写真コンクールの募集要項案を作成

小委員会 ( 展示会)

11 日 正午一一 1時半 於会館会議室

出席者 三品主査，松下駒両委員

展示会の企画について協議

委 員 会

13日 5時半一一 7時 於会館集会室

出席者 岩崎委員長，岡本，原因両副委員長

外 14委員

議 事 ( 1)  7月，8月の事業企画について

( 2)  各ノト委員会の事業企画 lζ 関する審議

( 3)  委員交替の件

住 宅 委 員 会 |

幹 事 会

11 日 311寺一一5時 於会合出会議室

出 席 者 海上，津村正副委員長 外2幹事

住宅相談所設置計画について協議

委 員 会

12 日 3時一- 5時半 於会館会議室

出席者 海上，津村正副委員長外5委員

議 事 ( 1)  住宅相談所設置に関する件

( 2)  都市住宅夏期研修会共催 !C関する件

教 育 委 員 会 l

12日 31時半ー- 5時 於会館集会室

出席者 中原 委 員 長 外6委員

議 事 ( 1  )  委員長，幹事の選任

( 2)  前年度委員会より申し送り事項の件

( イ〕談習会について

( ロ) 工高の施工教育について

( ハ〉工高生デザインコンク ールに ついて

( 3)  小委員会の設置と委員の分担決定

左官工事講習会打合会

15日 5時半一一7時 於会館会議室

出 席 者 山 田，谷口両議師

左官工事講習会の実施要項を協議決定

7

U

OW'7 01わk 塗 料 /

.日ニー11 ，・セメント・ぺイシト

ヲ川O 均勺今. ，，. .

安 価 ス7 7 f 七12; 処沙水谷ペイント
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小委員会 (工高生デザインコンクールj 25 日 4時半一一 101時 半 於 大 U 本印刷K. K

19 日 正午一一21時 於会館会議室 出 席 者 浅 野 委 員 外4委員

出 席 者 増 田 委 員 外3委日

デザインコンクールの課題，審査員などについて協議 レイアウト，平面図インキングの校正ならびに出版案

内在の編集

工高生デザインコングール打合会

26日 3時一- 6時 於会館集会室

ｮｾ 席者教育委員杉本主査外 Ｓ 委員

審 査 員 清 水 委 員 長 外7答査員

等査委員長の退任，募集要項などの審議決定

|近 代 建 築調 査 委 員 会|

15日 3時半- 5時 於会館会議室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外7委員

議 事 ( 1  )  福岡県庁舎外調査に関する件

(2)  金沢市尾山神社資料務理の件

( 3)  9月以降発表予定建物の件

( 4)  調査予定建物のリスト作成の件

(5)  柄数真次郎氏に原稿依頼に関する件

記 念 事 業 委 員 会

出版委員会

小 委 員 会

4 日 4時半一一 101侍 於大口本印hF. IJ K.K

出 席 者 浅 野 委 員 外4委且

11 日 4時半- 9時半於大日本印局I; K. K

{U席 者 浅 野 委 員 外4委員

18日 4時半- 9時半於大L l A > : 印刷K. K.

ｮｾ 席者浅野委員外 Ｔ 委員

21 日 5時一一8時 於大 11本印刷K. K

11' ，1指名ー 浅野委員外3委員

合 成 樹 脂 塗 料

住宅諮演会委員会

打 合 会

8 日 正午一一 2時 於会館会議室

11 ｾ席者 事務局，会場阪急、ホ ーノレ係員

後援毎日新聞社係員

議演会場設111U，宣伝方法などにつき協議

委 員 会

12 日 6時一一8時 於会f l 'u・会議室

U¥席者塚本，海上正副委員長外5委員

住宅講演会の委員分担その他実施につき協議

打L > . L>. 

' "  :z:; ζ  

27日 正午一一- 2s寺 於阪急、ホ ーノレ

山席者木原実行委員外

講演会当 U の準備，手配などにつき打合せ

記念諮演会委員会

30日 正午一一 l 時半 於会館会議室

;1' ，席者鷲尾委員長外4委員

経過報告の後，公J : &} . 時期，講師ならびに演足i. 1決

箇 宣伝，予算. 委員追加委以などについて再検討

ならびに協議

ｉ ｾ 談会 ｼ
訪日ソ連建築家歓迎と懇談の会

21日 S時半- - 8時 於大阪R 1 ! 設会館

モスクワ建築大学教授， ソビエト建築アカデミ会員

ニコライ ・エノレ ・ビリンキン氏

トル噂 ｊＭｉｾ

ｉＭ ｉｌｾ ・ｾ牟 ＺＱ

合 成 樹 脂

塗 床 材

壁材内装

- 外 装 用

トルギスキノと 1. 1 . 特殊合成樹脂を主体とした高分子粒状塗料であ ります 。

特 徴 i且気性 があるため . o" 工下地に案外早〈塗袋ができ，しかも相l厳 す る

トル ギノール ｬ よ合成措 ｴｩｪｾ の自主技式Ｈコテ Ｑ 上上Ｉの Ｑ 車料で継目がな
ニとがあ りません。 その上乾燥も 径 約 て 早 ( . 従 って工期の短絡ができます 。

〈叶得i法生自的甘で玖' 庄日1力九J . 磨駅附f伐枇E

F防.Jj 音にも 2笛百 みE路古むむ.暗暦F じのよい適 皮 のf抑単力 を L つてい ます 。

肯 不変色 色剥 自在 * . t t . 名記入カタ ロ グf卸l /j 求 下 さ い 本社工場 大阪市東淀川区三津屋北通り l の38 T E L大阪(301)2734- 5

営 業 所 東 京 名 古 屋

T  E  L  ( お 1) 4  6  7  8  T  E  L  (24)  4  4  9  1  
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! 内 外 式 電 動 .  

ベンチレーター .  

ソビエト文化省設計研究所理事

エミリヤン ・イエ ・ホモトフ氏

以上の 2 氏を迎えてソビエト建築の実状，日本建築

見学についての感惣などを間いた後，出席者との悶

! とソビエト 建設界の事的について種々質疑応答が重

ねられ，大変盛会であった。白木建築学会支部との

共催。 出席会員53名

見

戸品4、
寸三ー

. 6.  

=  

新住友ビ ル見学会

設計監理! 日建設計工務K.K.

施 工 大 林 組

19日 3/1寺一一- 51時

大阪府建築士会と共催。参加者300名

一

業

一

一

事

一

一

念

一

一

戸

』

一

一

Z

2

ロ

一

一

年

一

一
F

h

d

-

一
a

A
斗

-

工

斗

一

l

-

b

居

一

物故会員職員慰霊祭

2 日 1時一一- 31時 於大阪中央公会堂

3階集会堂

出 席 者 遺 族8 5名 会 員4 1名

東畑副会長祭主となり ，御益事t社宮司の斎主で執行

閉式後遺族の記念撮援をお乙ない，地下室食堂で茶

菓を供して懇談した。

住宅講演会

29日 121時半一一4時 於阪急ホール

入 場 者 約300名

1. 開会の辞 副 会 長 束 畑 謙 三 氏

1  千里山ニュータウン 大阪府企業局宅地開発部長

1. 各国の住宅政策

深 尾 実 郎 氏

東大社会科学研究所教授

建設省住宅審議会委員

有泉 享氏

活 気 扇 付 屋 上 強 制 J臭 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

1  フランスのサラリー 7 ン生活

評 論 家 角 田 房子氏

1 映 画

千里山ニュータウン，日本のスラム

1 閉会の辞 富IJ会 長 塚 本 猛 次 氏

1. 後 援 毎日新聞社

| 後 媛 し た 会 |

日本音響材料協会関西支部特別講演会

1. 主 催 U本音響材料協会関西支部

1 時 日 6月15日 10時一- 4時

1. 会 場 関 西 電 力 ホ ー ル

1 議 自 市 大 阪 大 学 教 授 竹内 竜一・氏

日建設計工務東京支社長 船越 義 房 氏

神戸大学助教夜 前 川 純 ー 氏

1  協会創立 10周年，関凶支部開設記念、の特別講演会

明るく ，楽しく，美しく

きょうの住宅展

1  主 催 毎 日 新 聞 社

1. 会 期 6J:1 26 日一一7月1日

1  会 場 阪 急 百 貨 庖 8階催場

11111 111111 11 1111111 " 11111 11 111111111 11111 1111111 11 111I I I I11・"' ι1I 1! l Il Il I tl l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

編 集 後 記

「進展する阪神高速道路計画J という面をひとつ杭極的K 扱ってみよ

うということ ， ならびに ， そういった市内高速i1I路 と市街地との結びつ

きをどうとらえるかが ill ' l l ! な問題になっているおり ， これを建築家側か

らイメ- : ; を !!il . 起してもらう乙と ， 乙のニつが本号の主要なねらいであ

った。しかし， 近畿にはこのほかにユニーヲな開発例が多々ある。そう

いった意味で「拶のかけ騎J . r六甲宵山計画J . r加古川開発」をと

りだした。阪神ポートオーソリテイ ， ぴわ朔の総合開先，姫路駅前道路

開発計画も予定したが，事情で実現できなかった。また近畿の開発リス

トや一覧地図なども l却にあわなかった。担当幹事は，毎度好f { . 寺内f自

大久保昌一，白砂闘11ニ，姻! 照男の各氏。執! l f 者，幹事 I C@くお礼を申し

あげる。次号は「エ溺i j ! 築特集」の予定。

建築基準法に フリ ーパス のカ' ラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

コＮｴｾＮｉｽ . プラットホーム ・

体育館 ・アーケード にi I 必盗

内 外 式

コンチニアスベ ンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大阪 術工ピノレ ) T  E  L  (44 1) 3983  

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T E L  (981) 1149 

66 



5225 大島化学のひふくτっばんを

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

繍羅講義

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

木 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 10 4  (931)  7071- 3  

文 応 新 J，'{. ｩｊｾ ・ 名前屋 ・ ｰ 日 日 ili ・広 J;b

田中式忍113，V231rf 二

スチールシャ・νター・オペレーター

何 回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京剣 一 工 場 東 京m織 田 区 錦 糸 町 1 - 25 

班 点 第二 工 場 東 京 師 掛 田 区 母 郷 町 東 4 - 12 2  

小 倉 工 場 側 岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の 干( i 37

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市 東 泊 問 3 - 43  

札 幌 出 版 所 北 海 ; : r ) 札 帆 市 北 大 通 東 4 丁口 4

慌 附 マ¥:I'I! I'; 岩 下 県 盛 関 市 木 f大49 ・東ヨtrun宜 ( 株 )

三名古 底 代 即 応 量i ' ! ) : 1 I 県名古屋市西区割強jJ 同 T2- 12 ・岡田班村 K K

米 子 代 川 町 鳥 取 県 米 子 市 祇 関 町 2 - 93 ・古 m工務 ';Ii

続三究

会 i i

T E L 東 京 (623 ) 代 浪0106 - 0108 . (622) 0790 

T E L 東 京 (6 l J ) 2118 - 9  

T E L 小 合 ( 52) 0653 ・2833

T E L 川 崎< l ) i 594 - 5  

T  E  L  ｾｌ ｾ ｊＡ＠ @  6762 ・05 15

T E L  儲 岡 7642

T E L ;f， 古} ; i ! 恒3 ) 0121 ・2057

T E L  沖合弓 4683

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 Ｈ ＳＴ ＱＩ ＲＰＷｾＸ ・ ＴＸＳＶｾＷ
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

H愛 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大 阪 市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑪ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

活

場

本

支

工

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ピノレ 8 階)

包 語 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番 地
本

ム

一之

一品

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

株 式

会社

設 計 施 工

翠 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

7]( ・術

房 ・換

排

冷

給

l唆

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 F 掘 一 丁 目 60番 地

電 話 大 阪 ⑪ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京 都 ・事1
1
戸 ・問 111. 高 松 ・広 島 ・熊本

札 幌 ・仙台 ・新 潟 ・金 沢 ・福 井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑬7575(代表)

京都市東山区 大和大路正面上ノレ電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 事1
1戸 o 5 8 9 2  

庸口城代表取締役

庖

所

支

出張

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

雲 言 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 来 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

f包 括 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

庖 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 岡 ピ ノレ 714 号

包 括j 大 阪 ⑪ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

幌 庖 札悦市北四条西16丁目 1器地高田屋 ピノレ二階

包 括 札 税 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代田 ピノレ522号

沿 話 '1" 局 @ 1  7  6  6  

水道 ・衛生 ・暖 冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイ γ 製造販売'

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

阪大

キL

名 古 屋 庖

大阪市南区 ｬ 願ｾ 町 通一丁目 四四番地
電話大阪⑫ 代 表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 番

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号 館 5 号

電話 Ｈ ＲＸ Ｑ Ｉ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番

金 沢 市 高 岡 田I 三 五 電話金沢② 2074

楠井市城之綿下町一 O 包 括 福 井 @2436 

高 松 l li 二 番 丁 九 包括 高松② 519 5

岡山市大供松ノ木三八O ノー 包 括 岡 山 @7047 

庖本

所

所

所

所

業

州

市

強

川

市

営

出

出

出

沢

井

松

山

金

福

高

岡

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大 阪市西区土佐期通 1 丁 目14番地

電 話 ⑪ l 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話 (431) 代表7121

名古屋市中区材木町 1 丁 目 電 話 @ 代 表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 電 話 ⑧9153番

神戸市生田区北長狭 通 2 丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話⑧代表4731

社5頁

東 京 支 庖

名古屋文庖

京 都 支 活

字j1 戸 支 応

福 岡 支 庖

庖

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 間 熊 男

取締役支庖 長 池 田 英 太 郎

大阪市東区間廊織 3丁目H性地 m路大阪(202)代表3071

本 広 東 京 都 千 代 間 区 有 楽 町 1 丁 目 10 番地

支応 ・出銭所 名古屋 ・栂問 ・札幌 ・広J凶・仙台・富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

空気調和装置・熱風乾燥装置

設 計 施 工

材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中 ノ島二 f 目 ( 新朝日 ピノレ 5 階〕

電話大阪⑫6041 ・@ 7046(代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重州三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁 目 一

連 絡 所 広 島 市 基 町一 ( 朝日ピノレ)

建

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛生・消火 ・暖冷房設備

25 西原衛生工業所大阪庖

2  

電話大阪⑮3531番大阪市大淀区 中津南通 4 丁 目44
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株式会社

社

庖

所
官

民

方

向

J

本

支

出

房 ・ 冷 房 ・水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

株式会社 朝 日 工 業

大阪市北区 中之島 4 - 39 電⑩6671引 5

東 京 支 応 東京都港区芝浜松町 2ー 7 電 (431) 7  3  4  1  - 5  

北海道支広 札幌市北四条西 15丁目電②2203・③5374.5969

仙 台 文 広 仙台市元寺小路( 五城ピル) m②8061・③9261

名古風支町 名古尾市中区東防町 6- 5 m @1270 ・14 84

広 ぬ 文 liS 広品市大手町 8 ー 155 m ③ 7  9  4  9  

稲 岡 支 侶 綿 岡 市 薬 研 町 3 電 @ 0788・@02 96

社

生

置

暖

2日

度 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番地

電 話 大 阪 ⑮ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 lsJ 一 九 務 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 悉

神戸市生問区下山手通八丁目 三三 .u慌元町@3035需

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 市 街 ② 5136l11'

ゐ
一

品

社

温 湿 度 調 整 ・暖 冷 房 ・換 気 給排 水 ・衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都 市 中京 区両替町通リ姉小路上ノレ

電 話 @ ( 代 表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋 1-37( 天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜 田西 末 広 町 電 話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

東

出張所

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置 ・換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

¥スチール・ア ル ミ・ サ ッ シ・ ドア・シャ ッタ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ヒソレ〉

電 大 阪 代 ( 441) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大岡ヒソレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

本社 ・工場

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 代 表 ⑪ 7031

東京都中央区宝町二・六( 村幸ピル2階) (561)5441 

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ① 1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目 一 四 九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

道

設

暖 房 ・ 温 湿 度 調整 ・ 水

生 ・ 環 境 衛 生 施

設 計 施

社

市西区京町縮 1丁目62 包 括(441)代表2613 ・代表9431

都北区上十条 1丁目10 包 括 (911) 3  9  4  1  

屋市中村区牧野町I の6 包 括 (5 4)  0  9  6  6  

市生国区北長狭通 7丁目1の1 電話( 4) 1778 ・4筑路

市中町 2 番地の 4 1 u筋 ( 2) 7575 ・7588

品 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

令 房 、 水 道 、 搬 送 機 設備

設 計 並 ニ 施 工

工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

区 富 田 町 30 電話大阪⑩ jjg烈私。

社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 II lJ 6  0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 11汀3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

14t 

暖 房 ・冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノ レ 六 階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0  8  5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9951 - 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ j

包 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

3  

本社 ・分室

所業営

4 与.

:::J:lo 

工

式

社

繁}II 代表取締役

ネ土

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

本 社 大阪市生野区! 日? 山辺 9 丁目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  
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1u !苦 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 搭( 代表) - 3  

出彊所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 l U 町 六 番 地

包 括 京 都 局 @ 3 4 8 1 'll'i

電気工事 ・設計・施工
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大阪市東区高麗縞五T 目二八苦手地

芯 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 苦手

今 熊 野 池 mWT ( 6 ) 3 5 5 5  
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ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 ど 工 事 は |  

( アイクエオ傾)

( 301)  6437 ・6438

( 661) 8861- 2 

(971)  44ω ・8288

( 441)  5951 

(471) 3131- 2  

八尾 ( 2 ) 2308 ・3039

( 391) ω2 4 - 5 ・2045

( 531) 5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 辺 5 r 目9 1

大 阪 市 西 成 区 腕 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 明 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 間J 郷 1丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 縦 砧 UU 1 6 9 0  

八 、 尾市字太ｔＭ ＧＱｾＺ ＶＲＹ

大 阪 市 東 淀 川 区 煽 上 通 3 T 同3 9

大 阪 市 丙 I玄 新 町 北 通 1 J 同 1 8  

4 製 造 業 社

協 和 建 材 工 業 k. k.

k. k. エ 英 社

k. k. 工 盛 社

因 島 応 用 化 工 k .k. 大阪出張所

大 恵 工 業 k. k.

東 亜 工 策 k. k.

日 遷 化 学 工 業 k .k. 大阪営業所

日 新 工 業 k . k. 大 阪 支 底

".  

( 202)  2291代

(451) 7601- 5  

( 312)  0871- 8 

(391) 2080 ・2207 ・0238

(361) 5858 ・5850

(5' 31) 4520 ・8401

(791) 4427 

(361 )  0774 

( 3 m  4305 

(441)  5195- 6 

(231) 2771- 2 

(441) 5223- 4 

(731) 2514 

(441)  Ｐ Ｒ ＵＵＱ ｜ＺＺ ・ Ｕ Ｓ ＹＲ Ｑｾ

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ピル)

大阪市福島区鷺州本通 l 了 FI 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 岡T 4  7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 l有通 1 -J 日28

大 阪 市 北 区 道 本 IIJJ 4  1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 帯 III T 1  4  

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 I f l {l ， ［白 ｾｉｊ 9  1  3  

大阪市北区約笠間J 50 ('l :i: ピノレ二隣)

大 阪 市 北 区 老 松 IIIJ 2 了 阿 7

大 阪 市 西 区 京 町 郷 上 通 3 了 日 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 T f l 1 9

大 阪 市 西 区 江 戸 峨 北 通 5 J 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 金 野 l刊 品 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 脇 通 1 ) 円 13
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山

4
可

(371)  6301 ・8024

(441) 8531 

( 301 )  3505 

( 371)  1333 

( 931 )  7071- 3  

( 351) 2922 

(941) 5561: - 2  

( 441) 5408 ・5486

( 341)  0207- 8 ・4836- 7

(341) 1105 ・8640

(371) 0251- 3  

(261) 7195f¥:; 

高槻 ( 5 ) 1646- 7  

( 631)  6221- 4 

京都 ( 5 ) 9954

(921) 0971 ・0531

(641)  3434 ・0810 ・7390

(541) 3785- 6 

(361) 5496 

(451) ω8 9  

(301) 3855 

( 931) 2397 

( 451)  23ω ・2030

(351) 2150 ・6395

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4) 5総 4

神戸 ( 6 ) 0印 5

岡山 ( 2 )  4272 

尾道 27ω

広島 ( 2 ) 2881- 2 

高松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大阪市 北 区茶屋 ｾｉ ｊ 3  8  

大 阪 市 西 区 江 戸 廊 下 通 1 1 日 7

大阪市東淀川区元今盟北通 1 -J 日3 1

大 阪 市 北 区 i手 間 OIr 8  2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之11汀4 寸目 104

大 阪 市 北 区 空 心 IIJJ 1 丁 阿 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 IIJr 2  r 自 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 府 南 通 5 -J 日3 5

大 阪 市 北 氏 以 砂 II IJ 5  

大 阪 市 北 区 本 幡 町 18

大 阪 市 北 区 制 野 II IT 3  4  

大 阪 市 南 区 出 向 2 J  1-1  1  3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 rl t 凶 務 T 7  3  

京 都 市 下 京 区 西 じ 条 比 輪 削 II IJ 28

大 阪 市 部 品 l芸部品 '1' 通 6 了日 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 IIIJ 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 聞j 北 通 l T 困 5 2

大 阪 市 北 区 日 III UIJ  4  0  

大 阪 市 福 助 区 上 福 島 北 4 丁 同 2 4

大阪市東淀川区木川西 ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 城 東 区 茨 岡 町 績 堤 9 1 7  

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 - 1  

神戸市兵) I ! I 区荒岡町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 w区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄 ピノレ

神戸市兵F l 1 区 水 木 町 8 了 白 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 吉 和 町 新 浜

広 島 市 鉄 砲 11汀 1 0 8

高 松 市 営 脇 OIJ 9  6  0  

松 山 市 ー 務 町

松 山 市 笠 岡IJ 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k . k.

k. k. 井 上 i争 夫 商 庖

k.k. 石 田 建 材 広

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k . k .

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 育 工 業 k. k.

k. k. 木 下 撞 三 商 后

k. k. 久 保 商 庖

坂 口 興 業 k .k .

清 水 興 業 k .k.

k. k. 新 光 商 庖

関 本 建 材 k. k.

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k. k.

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 材 k ，k.

日 本 渥 青 工 業 k. k. 大 阪 支 后

フ タ パ 興 業 k ，k.

k .k. 双 葉 商 会

松 本 涯 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 底

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

丸 藤 商 広

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 荷 会

三 情 工 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

日 建 涯 青 工 業 k. k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k .k. 浜 原 豊 南 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k . k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

( 271)  1251  ( 代)

|  社 団 法 人 ア ス フ ァ ル ト 開 業 会 関 西 支 部 j 似 い

12 

大 阪 市 南 区 長 期 機 筋 3 丁 目k. k. i自石

4 賛 助 会 員

丸 善
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張出

方皮

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神戸市生田区長狭通 四ノ一 兆有I ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1  - 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町五O 堂ピル 5 陪

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出張所 岡 山 市 内 田 京 町 1 5 8  

T E L  岡山 ② 5  1  8  9  

陶 器

Z スロシqィ11.

ヲーヨz-3"

流し台・調理台

笹盈孟雇亙忌

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003 - 5 (541) 8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 - fE ⑫ 0 1 4 1  
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網入光り波型ガラス( 万二 {域 ) 長サ9開 聞 協

，.".，.，、.... 除 Ｔ へ ｾ 頃 ＮＮＮ，、 Ｎ

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

、 ｊ 、内Ｇ～Ｇ、ｾ匂ＮＮＮ，ＮＮ内ＧＢ、ｾ、例 ､ 、ＢＧＢ、，ＮＮ，、飾品 ｾ供品，ＮＮ，ＮＮ，、 .... 供4ヘ，、.... 内，.，、.... 内，、.... 肉""、同""、，、'"、，、..，."、... 、，、.... 内，

( 硝子繊維強化 ポリエステ ノレ板) 各種波，寸法 ( 長尺物有〉

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉庫 ヒソレ) 包⑩1389 ・3389

本 社 神奈 川 県相模原市小山字久保 ＲＲＴ 電⑦ Ｓ Ｑ ＰＱ ｾ 4  

• 

阻 . G. C武

N . G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン バ ウ ン ドアスフ アル 卜 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本 社 大 阪市阿倍野区旭町一 ノ五一 電話 (641) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

岩 元 式

iスhイライト並開べンチレ+I

寄 木 11占 床 板

フ ロ ー 1) ン グ 施 工 5青 負

ブ ロ .ノ ク

べ‘ ニヤフラッシュドアー 造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6 2 5 寄
木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6 - 4 9  

電 話 (251) 373 1 ・3 !:J 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l
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サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 ヱ
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‘  

燃えなも1泰子 aB る い 暮 し

， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

鋼

製

⑩ 
栄 進 鋼

健 築 基 準 法 定 不 燃 材 料

フ レ シ キ ブ J レ 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

手し あ き 地反

サンドイ ツチ パ ネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着色・ 化 粧板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

害時しい カ タ ロ グ お 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1 ) 1  3  5  9 ・6 9 1 4

製 建 具

作 ・ 販 売

業 株 式

4 会』

社
ココ=

大阪市城東区野江西之町2- 2 電話 (931) 8261- 3・9586

支 庖 ・ 領 岡 営業所・ 広 島 ・長 崎

防 水 に 耐 酸 に
.  .  .  

ド イ ツ と 技 術 提 携 に よ る 国 産 化 完

製 造 元 タ キ ロ ン 化 学 株 式 会 社

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

電話大阪 ⑩ 178 ( 代 表 ) 4161 ⑩ 49 

レオノ f ノ ー ル O R G

・ 各 種 の 酸 、 ア ル カ リ に 対 し

て 強 い

. - 30・C + l ∞・C に 耐 え，る

・伸 長 性 に 富 み 老 化 せ な い

・ 化 学 工 場 床 、 排 水 溝 、 電 解

槽 、 耐 酸 防 護 を 必 要 と す る

構 築 物 に 最 適

レ オ パ ノ ー ル B A

・ 陸 屋 根 、 地 下 室 の 防 水 、 伸

縮 継 手 、 簡 単 な 耐 置 費 用 と し

て 使 用 さ れ 冷 工 法 で 施 工 容

易

15 



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社
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黒川金物株式会社

' " 祉 大阪 rli ゆI区内鳩町 1 0 帯T l 9 昏地 T  E  L fei Ai l 刷回- 4・曲 拍

骨 量 所 東 京 師 江 東 区 深 川 inilt 町2T1l 9酔地 T E L  (副1) 7  2  S  0  

工場市良県北耳域郡古芝町別所叩S4 岳地 r  E  L  ( 下! 日) 1  0  9  
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@  

石 綿 セ メ シ ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ

Asbesto.  Barriev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁 、間仕切 、天井扉、電気室

発包所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製縮、製油製薬工場の床スカ

ー ト壁 などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

屯 ; 百 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カ タログ)
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際三王三沼田調

本 社 工 場 尼 す 崎 市 中 j I 崎 五 反 田 2 8 0

電 話 大 阪 (401) 6  1  5  8 ・ 6 1  5  9  

雨 水 浸 入 剣 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽量

皿、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市i釦墓区西円手町一O一七番地 淡町駅貨物八号門前

電 話 (562) 0  8  0  0， 0  8  0  8  - 9  

ナニワ鰻匂 ｾＲ 買

組 fo更-j ' i 材 に 顔 料、事E品 等 を 自 己 合 し た 粉 末 剤 で そ の 他

水 線 上 令 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 要 せ ず 、 色 ム ラ 、

/ 11 汚 れ 守r の ifk 点 が な い 耐 庖 粍 僧 特 に 強 大 、 表 市 計1

ら か で 災 し く i，' J l 紫、而t 水 性 に rs み li 附格低 縦 で あ り ま

す 。 ( 坪 当 り 材 料 代￥ 950) 仕 上 り j写 さ 約 2仙 波l立

学校、 に場、病院、・r. 務所、 n. ! j 庖、ガレーヂ、ガソ

リン スタ ン ド、 fi γちの 玄関 、 流 し 、 浴室 等 に 最 適 で

あリ ま す ぬ

。 ( カタログ進呈 )

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花区四l ' t ｉ［ｾ 池田ｔｬ Ｍ Ｓ T E L  (461) 3 5 9 4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 凶 1 ' r 1ゐ 旭 町 1

株式会社

綜合建築設計への道

設 計 部 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コ ンクリ ート 造建築

の設計監理

2. ダ イヤモンドトラス・ ジグザグ トラ

ス ・平 行 トラス等

各種大張問鉄骨造の設 計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、品物心

地 質 部 ボーリング ・建築物基礎工 、， v  

司王の為の土質 調 査

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧絵本建築設計々算事務所 ・織本特殊椛造研究所 ・合体)

東京都中央区日本編かきがらI ! IJ 3 の 2 m訴 (671) 6443 ・7007 ・7062
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扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ビ端吻ト恒: . ，明

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 渋 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 ( 741 )  4655 ・ 0189 (716) 0188 番

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートフロック

助管・*乗瓦・とューム管・衛生的器

モ Ｑｾ ＧＱ ｬｴ 敷 ＱＧ ＢＰ， リワ・スてーサ・各種コシヴリート製品ー長

⑮森延窯業株式会社
取 締 役 社 長 森下延幸・ 専務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電話 (671 ) 2420 ・ 8217

浪建式

アJLミサv シュ・ド7ー

スチールサ，リシュ・ド7-

シャ，リヲー・ it ベレーター

lトカライジ川処理工場完成

4 ・h 一製造販売ー

£I!Iill IJI! ‘  

場建 靭

浪速建枚Z業様式会社

冨

• 



- 優 美 な 繊 維 の 京 墜 材 _ _ _ _ .

新 日 京 壁 !ド -

世 りつ吋 物壁 材 → 器 /{Iピロ〉壁

喜田 よ

宅

ωす' ) ' かベ'
a・ι "

華街ωすぎかぺ

一一---J 灘

事日

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

-
-

L

・
‘

Ｂｨ ＮｾＱ ミー陣取帯

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

- 御申越次第カタログ進呈

奥山化工業株式曾紅

E L @ 3 6 6 0  

19 



錆ぴない岩佐のサ・ソシ・ド7 ' ー

当社の製品は ボンデライト をして 焼付塗装 をして居ます

株式会祉岩往鎖、工所

本社 ・本 社 工 場 大 阪 111 i & 淀川区千舟東 2 - 3 1 ';Ti 話代表 ( 471) 5123 ・3000

ｊｾ 崎工場 ｪ 己的 ｲｬ￯γ 部下河原 Ｑ 5  '.(1 話 代 表 (401) 6 7 5 1 - 3  

、
、1

t  ， 

.  

JZSベ建築t二. .

ZるCJ 邑党戸む島 I  "  

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付 塗 装 ラ イ ン に 依 る

ｾ＠ ｾ＠ 大建の 2重焼付塗装で

⑮大阪建材工業株式会社・部材で l 回、成品で l 回

20  

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 の 6 Tel  !界(3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1 Tel ( 211)0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新進町 2 の 7 T el 名 (97) 7264 

東 京 事 務 所 東京都千代間区平河町 1の2 T  el 東 京 ( 301)1248 
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電 話 大 阪(231 )9648 ・9649 ・9640

鍍 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

. 3 0 4 . 8 鳴 x 3 0 4 .  8' %.  / 厚 さ 2 私

・ 一 面 1平'<' 3 5 0 0 - 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈

御 入 会 の 御 申 込 は . .. . . ..

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

東 京 / 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 13  TEL(  866) 代 6 1 0

大 阪 / 西 区 京 町 場 1 ノ 74 TEL( 4 4 1) 代 5 9 5
田 島 応 用 化 エK K


